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序

岡山県中央部をほぽ南北に貫いて流れる旭川は、河口近くの両岸に広大な岡山平野を形成し

ています。この肥沃な平野には、いにしえより人々の生活の跡が絶えることなく、多数の遺跡

の存在が知られており、重要な遺跡も少なくありません。現在の岡山県総合グラウンドを中心

とする津島遺跡も、弥生時代の遺跡として戦前からよく知られていました。

津島遺跡が縄文時代晩期から古墳時代にわたる複合遺跡であることが認識されましたのは、

北池• 南池地点の調査の成果によるところが大であります。昭和37年の岡山国体開催に向けて

の総合グラウンド内整備に伴って、北池•南池が掘削されました。掘削は瓦粘土の採掘を兼ね

ていて、そこからはおびただしい遣物と遺構が現れました。この現状を憂慮した岡山県内の考

古学研究者は、岡山県教育委員会に現状を訴え対応を求めましたが、県教育委員会は人員の点

でも費用の点でもただちに対応できない状態が続きました。これに対して鎌木義昌氏・近藤義

郎氏を中心とした県内の考古学研究者、倉敷考古館職員、岡山市内の中・高校の職員や生徒の

有志、岡山大学教育学部および法文学部の学生有志が、本務のかたわら休日などの時間を割い

て献身的に緊急の調査に着手されました。その尽力により津島遺跡の重要性が世に知られるこ

とになったのです。

昭和35年から38年にかけて実施された第 1次から 4次の発掘調査により、弥生時代前期・中

期の微高地、弥生時代後期の集洛の存在を明らかにすることとなり、また弥生時代前期の土器

はもっとも古い一群に位置づけられるとして注目されていました。

このたび、第60回国民体育大会に係る発掘調査とともに、津島遣跡の意義を明らかにするた

めに過去の成果もまとめるべきとの考えが出てまいりました。そこで、過去の調杏参加者の意

見を拝聴した結果、全面的に協力が得られることになりましたので、ここに念願の報告書刊行

にこぎつけることができました。

報告書刊行にあたりましては、当時の調査担当者の近藤義郎氏をはじめとする県内の考古学

研究者、岡山市内の中・高校の旧職員や旧生徒、岡山大学教育学部旧学生の有志にご足労を願

い、御討議していただくと共に資料の提供をしていただきました。上記の諸氏・諸機関の指

導•協力に対し、厚く御礼申し上げます。

平成13年3月

岡山県古代吉備文化財センター

所長正岡睦夫
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つしま

本報告書は、津島遺跡北池• 南池地点の発掘調査をまとめたもので、岡山県総合グラウンド内の

津島遺跡発掘調査報告書としては 3冊目にあたる。

遺跡は岡山市津島一帯に広がるが、中心は岡山市いずみ町に所在する岡山県総合グラウンドで、

発掘調査地点はその北東部にあたる。

調査地点の名称は、北側で三角池• 小池とも呼称された池を「北池地点」、南側でスポーツの塔

がある池を「南池地点」とする。

北池• 南池地点の発掘調査は、第 1次調査は1960 (昭和35) 年 3 月と 6 月 ~7 月、 10月に実施さ

れている。第 2次調査は、岡山大学医学部根岸 博教授（故人）が主体となり、 1961 (昭和36)

年 3 月 11 日 ~4 月 25 日、第 3 次調査は、岡山県教育委員会が主体となづて1962 (昭和37) 年12月

25 日 ~1963 (昭和38)年 1月13日、第 4次調査も岡山県教育委員会が主体となって1963(昭和38)

年 3 月 21 日 ~3 月 31 日の期間で実施した。いずれの調査も鎌木義昌（故人） ・近藤義郎の両氏が

調査担当者となり、岡山大学教育学部および法文学部学生有志、倉敷考古館職員、岡山市内の

中・高校の職員や生徒、そのほか県内の考古学研究者が共同して実施された。

発掘調査の内容については、当時の調査担当者の一人近藤義郎氏をはじめ、間壁忠彦• 西川

宏• 岡本明郎• 田仲（西尾）満雄・出宮徳尚• 難波俊成• 春成秀爾• 高橋 護• 河本 清• 葛原

克人諸氏の指導、助言を得ました。記して感謝いたします。

報告書の作成にあたっては、調査担当者の近藤義郎および旧津島遺跡調査団の諸氏のほか、岡山

大学考古学研究室、岡山理科大学、瀬戸内考古学研究所、倉敷考古館、調査に参加された研究者

諸氏、岡山県遺跡保護調杏団などの関係諸機関、諸氏から指導• 協力を得ました。記して感謝の

意を表します。

本書に掲載した図面は、旧津島遺跡調査団によって作成されたもので、近藤義郎氏保管のものと

間壁忠彦氏保管のものを使用した。なお、掲載した図面については、作成者名を図面下に明記し

調査時の写真については、近藤義郎氏、難波俊成氏の撮影されたものを使用した。

報告書作成、全体編集は岡山県古代吉備文化財センター職員氏平昭則が担当し、高畑知功、島崎

東の協力を得て平成12(2000) 年度に行った。

報告書の執箪は、第 2章を正岡睦夫（岡山県古代吉備文化財センター所長）、第 3章第 1節を松

本和男（岡山県教育庁文化課長代理）が担当し、それ以外は氏平が行った。

遣物写真については江尻泰幸氏の協力と援助を受けた。

遺物の自然科学分野における鑑定• 分析については下記の諸氏に依頼し、有益な教示を得た。ま

た、土器の胎土分析については加えて報告文をいただいた。

石器•石製品の石材鑑定妹尾護（倉敷芸術科学大学）

士器の胎土分析 白石純（岡山理科大学）

本報告書に関係する出土遺物ならびに図面・写真類は、表 1のとおり保管されている。

『津島遺跡 2』で収載すべき重要な遺物があらたに確認されたので、今回の報告書に補遣編とし

て掲載している。



凡例

1 本報告書で使用した方位は磁北であるが、挿図に記載のないものは実測図に記載がないものであ

る。ただし第 2図のみは方位に真北を用いている。

2 本報告書で使用した高度は海抜高であり、挿図に記載のないものは実測図に記載がないものであ

る。海抜高の計算は、南池調査で仮原点とされた、南池東側に位置する街灯のねじから導き出し

た。現在の仮原点の測定値は海抜4.350mである。

3 本報告書の第 1図に使用した地図は、国土地理院発行の 1/25000地形図「岡山北」・ 「岡山南」

を複製•加筆したものである。

4 本報告書の遺構と遺物実測図の縮尺は、一部に例外があるが以下のように統一している。

遺構

竪穴住居•土層断面 (1 /60) 

遺物

井戸・士城 (1 /30) 

土器 (1/ 4) 土製品 (1/ 3) 金属製品 (1/ 2) 

玉類 (1/2・1/1) 石器• 石製品 (1/2・1/3)

遺物写真については種類の違いによって、おおよそ 2/1~1/8 の縮尺に合わせている。

5 本報告書に掲載した遺物番号は、土器、土製品、石器• 石製品、金属製品、玉類、骨角器に分け

て通し番号をつけ、土器以外については下記の記号を番号の前に付している。

土製品： c 

玉類： B 

石器•石製品： S 

骨角器： H 

金属製品： M

6 本報告書における土器の色調は、『標準土色帖 (2000年度版）』（農林水産省・農林水産技術会議

事務局監修、財団法人日本色彩研究所色票監修）によっている。

7 遺構平面図にスクリーントーンで示した内容は以下の通りである。

索恐嬌玲勢:~... , 妙砂’: ｛ヽ．、→
._―る

•'N':~ ゞ →ゞぶ^ ぷ：‘虻•：
炭化米

.... 1ヽ・¥.,rt

8%3? ー・：．．．．．．．． 警t・・： 焼士

8 本報告書にもちいた弥生時代から古墳時代前期の遺構・遺物の時期については津寺遺跡における

編年に準拠し、古墳時代後期の須恵器は田辺昭三編年、それ以降は一般的な政治史区分と西暦を

併用している。

正岡睦夫「第 5節 時期区分について」 r津寺遺跡 5J岡山県埋蔵文化財発掘調査報告127

1998年

田辺昭三『須恵器大成』 1981年 角川書店
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第 1章歴史的・地理的環境

第 1章 地理的・歴史的環境

岡山県中央部をほぼ南北に貫いて流れる旭川は、河口近くの両岸に広大な岡山平野を形成した。

その岡山平野北部、半田山山塊の南に広がる津島遺跡周辺は現在一見平坦な地形であるが、それは

近現代の造成や、近代までの絶え間ない開墾のたまものである。加速的に開発が進んだのは第 2次世

界大戦終了後で、それまでは1907(明治40)年に設置された陸軍第17師団の練兵場のため開発が及ぶ

こともなく、さらにそれ以前は一面に水田が広がるのどかな風景であった。

津島遺跡周辺が遺跡と紹介されたのは、昭和の初期頃であった。昭和 6年発行の『吉備考古』第 9

号で「岡山市上伊福字絵図発見弥生式土器ノ破片」と題して分銅形土製品の絵が掲載されている（註

1)。現在の絵悩遣跡に相当しようか。

戦後初期の様子は『岡山市史』に詳しい。それによると津島遺跡は上伊福練兵場南部遺跡と呼称さ

れていたことがわかる。また1950(昭和25)年2月に 2日間、グラウンドの東南部で発掘調壺が実施

され、弥生後期前半の上東式土器、酒津式上器や士師器が出士した（註2)。

総合グラウンド建設に伴う工事が始まると、それに伴って遺物が出士し、津島遺跡は注目を集める

ようになった。銅鐸形上製品が拾得されたのは1957(昭和32)年以前といわれている（註3)。また今

回整理した遺物の中にも 1958(昭和33)年の注記がある土器が存在する。いずれも発見地点は明確で

はないが、これらにより弥生時代後期から古墳時代の遺跡であることがわかり始めたのである。

津島遣跡が縄文時代晩期から古墳時代にわたる複合遺跡であることが認識されたのは、今回報告す

る1960(昭和35) 年 ~63 (昭和38) 年の北池• 南池地点の調査成呆による（註4)。遺跡の名称は津島

グラウンド遺跡（註2)、津島綜合グランド遺跡（註5) と記載された。

以下に、津島遺跡の周辺についてこれまでの発掘調査の成呆にもとづき簡略に述べる。

縄文時代は前期から後期の朝寝鼻貝塚（註6)、中期から晩期の津島岡大遺跡がある。津島岡大遺跡

では後期の炉、貯蔵穴（註7) など生活痕跡がみられる。

縄文時代晩期といわれている津島江道遣跡（註8) の水田には疑問の意見もあるが、弥生時代前期

になると津島岡大遣跡（註9)、北方下沼～地蔵遣跡（註10)、津島遺跡（註11)で用・排水路を巡ら

せ畦畔で区画された水田が認められる。弥生時代前期の水田以外の遺構は津島遺跡（註12) (註13)、

津島岡大遺跡（註14)で確認された。

弥生時代中期の遺跡では、集落の中心は津島遺跡の南側に移っていくようである。南方遺跡（註15)

では河道から大量の木製品が出土したことによって大いに注目されるようになったが、微高地上には

住居、その周辺には水路・士堀墓といった上地利用の様相が判明している。北方横田遺跡（註10)で

は中期中葉の水田と水路が検出されている。中期後半ではさらに南の鹿田遣跡（註16)、津島遺跡

（註17)などでも集落が確認できる。

弥生時代後期から古墳時代初頭は、津島遺跡の周辺はもとより、その南側の平野部でも遺跡の数が

増大していることが挙げられよう。津島江道遺跡（註18)では住居のうち 3分の 1から刻骨や加工さ

れた骨などが出士し、特異な集落であったことがうかがえる。また鹿田遺跡（註16)では多羅の炭・・

焼士とまとまった畳の製塩土器が検出された遺構が存在し、製塩が行われていたことがわかる。その
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他に伊福定国前遺跡（註19) などが挙げられる。

弥生時代後期終末から古墳時代には平野周辺の丘陵上に墳丘墓や古墳が造営される。都月坂墳墓群

（註20)、七つ坑墳墓群（註21) がその代表的なものである。平野部では墳長約150mの神宮寺山古墳

（註22) が 4世紀末から 5世紀前半に築造されるが、それ以降古墳は減少していく。

古墳時代の集落では後半期を中心に津島遺跡（註13) (註17) などがあるが、津島江道遺跡（註

23) ・ 北方下沼遺跡（註10) で鍛冶関連と考えられる遺構・遣物が存在する集落が見られる。

古代では津島遺跡（註13)、津島岡大遺跡（註7) (註9) (註14)、北方下沼～地蔵遣跡（註10) で条

里関係と推定される溝が見られる。また津島江道遺跡（註18) では官術的性格をもつとされる掘立柱

建物が認められている。

中世では伊福定国前遺跡（註19)、鹿田遺跡（註16) で掘立柱建物などが確認され、水田域が広が

っていったものと思われる。

註

（註1) 「吉備考古』第 9号吉備考古會 1931 (昭和 6) 年6月

（註2) 鎌木義昌「第 l編原始時代」『岡山市史古代編j 1962年

（註3) 梅原末治「新出土の銅鐸の舘苑片其他」『古代學研究J25 古代學研究會 1960年 8月
（註4) 近藤義郎「津島遺跡と武道館事件」『岡山史学』第22号 1968年12月

（註5) 西尾満雄「岡山市津島綜合グランド遺跡の調査J「考古学研究J7-2 (第26号） 1960年10月
（註6) 富岡直人ほか『岡山市津島東 3丁目 朝寝鼻貝塚発掘調査概報」加計学園埋蔵文化財調杏室

発掘調査報告書 2 1998年

（註7) 小林青樹• 野崎貴博編「津島岡大追跡lOJ岡山大学構内遺跡発掘調査報告第14冊 1998年など。
（註8) 「津島江道遺跡」『日本における稲作農耕の起源と展開ー資料集ー』 日本考古学協会静岡大会実行

委員会、静岡県考古学会 1988年

神谷正義「最古の水田」「吉備の考古学的研究」上 1992年

（註9) 山本悦世編「津島岡大遺跡 3』岡山大学構内遺跡発掘調査報告第 5冊 岡山大学埋蔵文化財調査研
究センター 1992年など。

（註10) 岡田 博網「北方下沼遺跡・北方横田遺跡・北方中溝遺跡・北方地蔵遺跡」「岡山県埋蔵文化財発掘
調査報告』 126 岡山県教育委員会 1998年

（註11) 岡本泰典「岡山県陸J:.競技場改修に伴う発掘調査J『岡山県埋蔵文化財報告30』

岡山県教育委員会 2000年

（註12) 平井 勝編「津島遺跡 2」「岡山県埋蔵文化財発掘調査報告J151 2000年

（註13) 島崎 東• 渡邊恵里子編「津島遺跡l」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』 137 1999年
（註14) 土井基司• 山本悦世編『津島岡大遺跡 6」岡山大学構内遺跡発掘調在報告第 9冊 岡山大学埋蔵文

化財調査研究センター 1995年など。

（註15) 扇崎 由•安川 満「上伊福•南方（済生会）遺跡（南方蓮田調査区 I·II) 」
「岡山市埋蔵文化財調企の概要』 1994・1995年度 岡山市教育委員会 1996・1997年

（註16) 山本悦世編『鹿田遺跡 l』岡山大学構内遺跡発掘調杏報告第 3冊 岡山大学埋蔵文化財調査研究セ

ンター 1988年

（註17) 杉山一雄編「津島遺跡」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』 145 岡山県教育委員会 1999年
（註18) 高畑知功「津島江道遣跡」 I岡山県埋蔵文化財報告18』 岡山県教育委員会 1988年

（註19) 杉山一雄編「伊福定国前遺跡」「岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』 125 岡山県教育委員会 1998年

（註20) 近藤義郎「都月坂二号弥生墳丘墓」「都月坂一号墳」［岡山県史」第18巻考古資料編 1986年
（註21) 七つ坑古墳群発掘調杏団編『七つ坑古墳群」 1987年

（註22) 鎌木義昌「神宮寺山古墳Jr岡山県史」第18巻考古資料編 1986年

（註23) 草原孝典「津島江道（岡北中）遺跡」「岡山市埋蔵文化財調査の概要』 1997年度 岡山市教育委貝会

1999年
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第 1章歴史的・地理的環境

1. 北池地点 2. 南池地点 3. 武道館建設当初予定地 4. 津島遺跡 5. 津島新野遺跡 6. 津島岡大遺跡

7. 津島江道遺跡 8. 七つ坑古墳群 9. 烏山城跡 10. 都月坂墳墓群 11. 半田山城跡 12. 津島福居遺跡

13. お塚様古墳 14. 一本松古墳群 15. 朝寝鼻貝塚 16. 神宮寺山古墳 17. 散布地 18. 北方下沼遺跡

19. 北方横田遺跡 20. 北方中溝遺跡 21. 北方地蔵遺跡 22. 北方藪ノ内遺跡 23. 散布地 24. 広瀬遺跡

25. 南方遺跡 26. 南方遺跡 27. 上伊福九坪遺跡 28. 上伊福遺跡 29. 散布地 30. 伊福定国前遺跡

31. 上伊福西遺跡 32. 津倉古墳 33. 妙林寺古墳 34. 散布地 35. 散布地 36. 古京遺跡 37. 天瀬遺跡

38. 散布地 39. 散布地 40. 鹿田遺跡 41. 絵図遺跡 42. 岡山城跡

第 1図 調査区周辺主要遺跡分布図 (1/25,000)
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第 2章発掘調査の状況と体制

第 2章 発掘調査の状況と体制

第 1節発掘調査の状況

岡山で初めて開催された第17回国民体育大会に関連した工事中に多量の遺物が出土した。そのため、

岡山県内の考古学研究者によって遺跡の保存に向けた取り組みと緊急の発掘調査が行われた。 40年程

前のことであり、当時の状況を十分に把握できなかったが、「考古学研究』 26・28・29(1960----1961) 

等後に掲げる文献を参考にして発掘調査状況をまとめた。また、 2000年8月23日に、当時の発掘調査

関係者にご多忙中であるにもかかわらずお集りいただき、調査状況、遺跡の内容等について、指導、

教示をいただいた。さらに、近藤義郎氏をはじめ、西川宏氏、間壁忠彦氏、高橋護氏、春成秀爾氏か

ら当時の記憶を呼び起こしながら詳細な教示をいただいた。深甚の謝意を表したいと思う。

津島グラウンドは、旧練兵場遺跡として、古くから知られていた遺跡であった。戦後、運動公園と

しての整備が進められ、野球場の建設などで弥生上器の出士を確認されていた。 1960年、国民体育大

会に関連する施設整備が行われ、津島グラウンドのほぽ中央部に当たるところに 2つの池が掘削され、

多量の遣物が出土した。池の掘削は、瓦粘土の採掘を兼ねて実施されたようである。

この状況を知った岡山県内の考古学研究者は岡山県教育委員会へ実状を伝え、対応を要請されたが、

直ちに対処できなかったことから、 1960(昭和35)年3月、むざむざ遺跡が破壊されることを危惧し

た岡山大学医学部解剖学教室職員、倉敷考古館職員をはじめ県内考古学関係者は一致団結して、緊急

の調査に着手された。この調査を第 1次として、その後第 4次にわたる発掘調査が行われた。

第 1次の調査は、小規模な文字どおりの緊急対応であったが、多量の炭化米の入った貯蔵庫群や弥

生時代の竪穴住居、小ピットを検出し、弥生時代前期から後期末までの多量の土器を確認されたので

あった。

第 2次調査は、発掘調査主体を岡山大学医学部教授根岸博氏とし、鎌木義昌、近藤義郎両氏が発掘

担当者となり、県内研究者が参加して、 1961 (昭和36)年 3月11日から同年 4月25日に実施された。

南池を中心にトレンチ調杏を行い、粘上採掘跡の断面で確認された竪穴住居、士坑、包含層の調査が

実施された。 4次にわたる調査の中で、最も規模の大ぎな調査であった。調査結果については、『考

古学研究」 29号に概要が報告されている。

それによると、根岸博岡山大学医学部教授を団長に、岡山大学医学部解剖学教室職員有志、岡山大

学法文学部史学科研究室職員有志、倉敷考古館職員、岡山大学教育学部・法文学部学生有志、岡山市

内中・高校の職員• 生徒との共同調査として、延べ900人が参加して行われた。調査の結果、縄文時

代晩期から古墳時代の複合遺跡であることが確認され、弥生時代前期から同中期においては狭い自然

堤防上において遺物を確認し、弥生時代後期には士砂の堆積によって広い平地が形成され、竪穴住居

16~17軒、籾の貯蔵穴 3 基などを検出されている。

これらの調査成果については、 1962年10月27・28日に奈良学芸大学で開催された日本考古学協会昭



第 2節発掘調査の体制

和37年度大会において、鎌木義昌氏、近藤義郎氏、西川宏氏、間壁忠彦氏、岡本明郎氏、高橋護氏の

連名で「津島総合グラウンド遺跡の調査報告ー特に弥生文化前期の遺物についてー」として報告され

第3次調査は、岡山県教育委員会が国庫補助を受けて、鎌木義昌、近藤義郎両氏に依頼して、 1962

（昭和37)年12月25日から1963(昭和38)年 1月13日に実施された。調査は第 2次調査関係者が引き

続いて担当された。南池の中央部に南北方向のトレンチを設定し、南端部を西方へL字形に延長され

ている。これによって、連続した土層断面の調査が行われ、地形復元の資料が得られた。

第4次調査は、北池を中心に、 1963年 3月21日から同年 3月31日に実施された。調査は第 2次調企

以来の関係者が引き続き担当された。

緊急調壺の後、岡山県教育委員会などと調査関係者の協議が行われ、瓦粘土の採掘は中止し、現状

のまま水を溜めて池とすることが話し合われ、現在に至っている。 1次から 4次にわたる発掘調査は、

いずれも岡山県内の研究者が本務のかたわら休日等の時間を割いて献身的に実施されたものであり、

第 3次調査において、一部、岡山県教育委員会が国庫補助を受けることができたが、ほとんど手弁当

に近い状態での調査であった。

また、岡山県教育委員会には、遺物収蔵施設がなかったため、調査関係者で出士遺物や調査資料を

分散して保管していただかざるをえなくなり、その後も、残念ながら県の予算的な対応がとられなか

ったため報告書の刊行もできないまま今日を迎えた。今回、当時の調査関係者からご理解とあたたか

い指導をいただき、ようやく報告書の刊行ができるようになったしだいである。なお、北池発掘区採

土の花粉分析を専門家に依頼したが、結果の報告を受けていない。

第 2節発掘調査の体制

沖島遺跡北池•南池の発掘調査は、鎌木義昌氏、近藤義郎氏を中心に進められ、第 1 次から第 4 次

の発掘調杏参加者は、次のとおりである。これらの調査に参加された方のお名前をもれなく明示する

事によって、昔日のご尽力に対して感謝の微意を表したいと考え、近藤義郎氏から預かった図面から

そうした方々の名前を調べ、当時の関係者にも尋ねたが、今や名字しか分からない方もあり、また遺

漏があるかもしれない。どうかご容赦くださるよう願いたい。

津島遺跡第 1次調査

発掘調査担当者

1960年 3月の参加者

鎌木義昌、近藤義郎

鎌木義昌 近藤義郎 潮見浩 西川宏 高橋護 鷹羽千明 高重詔一

1960年 6月から 7月、 10月の調査参加者

鎌木義昌 近藤義郎 潮見浩 西川宏 岡本明郎 高橋護 村上幸雄

西尾満雄
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第2章発掘調査の状況と体制

津島遺跡第 2次調査

発掘調査主体 岡山大学医学部教授根岸博

発掘調査担当者 鎌木義昌 近藤義郎

1961年 3月11日から同年 4月25日の参加者

鎌木義昌 近藤義郎 水内昌康 潮見浩 角田茂 西川宏 間墜忠彦

間壁段子 岡本明郎 高橋護 村上幸雄 中力昭 西尾満雄 鷹羽千明

葛原克人 永田敬三 横山勲 高重詔一 井上義重 高橋恵美子林義昌

難波俊成 出宮徳尚

津島遺跡第 3次調査

発掘調査主体 岡山県教育委員会

発掘調査担当者 鎌木義昌 近藤義郎

1962年12月25日から1963年 1月13日の参加者

鎌木義昌 近藤義郎 角田茂 西川宏 間壁忠彦 間壁設子

高橋護 河本清 西尾満雄 井上義重 竹林榮一 木村祀子

瓶井里美 村上幸雄 今井久子 黒崎孝子 小JI! 高田

津島遺跡第 4次調査

発掘調査主体 岡山県教育委員会

発掘調査担当者 鎌木義昌 近藤義郎

1963年 3月21日から同年 3月31日の参加者

鎌木義昌 近藤義郎 角田茂 西川宏 間壁忠彦 間壁段子

岡本明郎 西尾満雄 竹林榮一 高橋恵美子岩崎範子 木村祀子

中藤康俊 出宮徳尚 大山 多賀 亀山 石田

津島遺跡北池• 南池地点ほか関連参考文献

梅原末治「新出土の銅鐸の鈴苑片其他」『古代學研究』 25 古代學研究會 1960年8月

西尾満雄「岡山市津島綜合グランド遺跡の調査」「考古学研究J7 -2 (第26号） 1960年10月

近藤義郎「岡山市津島綜合グランド遺跡J『考古学研究』 7-4 (第28号） 1961年3月

「発掘参加の皆様へ」 1号 岡山市運動公園遺跡調査団 1961年3月

西尾満雄「岡山市津島運動公園遺跡の発掘」「考古学研究J8 -1 (第29号） 1961年6月

鎌木義昌「第 1編原始時代」『岡山市史古代編J 1962年

岡本明郎

春成秀爾

高橋護

春成秀爾

山県

鎌木義昌・近藤義郎・西川 宏• 間壁忠彦・岡本明郎・高橋 護「 7.津島総合グラウンド遺跡の調査報告」

「日本考古学協会昭和37年度大会研究発表要旨J 日本考古学協会 1962年10月

鎌木義昌「山陽地方 II」小林行雄・ 杉原荘介絹「弥生式土器集成 本編』 1 1964年

近藤義郎「津島遺跡と武道館事件」「岡山史学J第22号 1968年12月

近藤義郎「津島遺跡」「岡山県史 考古資料編」 1986年 7月

出宮徳尚「津島遺跡の発掘J「近藤義郎 岡大40年」 r近藤義郎岡大40年』編集委員会 1990年5月

宇垣匡雅• 古市秀治・乗岡 実「集成 2 特殊器台• 特殊壺」「吉備の考古学的研究」上 1992年11月
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第 1節 報告書作成の契機

第 3章報告書の作成

第 1節 報告書作成の契機

2005 (平成17)年に開催される第60回国民体育大会の主会場は、岡山市いずみ町の岡山県総合グラ

ウンド陸上鋭技場で開催されることが決定した。会場の決定に至る経緯については、すでに「津島遺

跡 l」（岡山県埋蔵文化財発掘調査報告137)、「津島遺跡 2」（岡山県埋蔵文化財発掘調査報告151) に

おいて詳細に記しており参照していただきたい。

津島遺跡は、第 1章で述べたように先学の諸氏によって遺物の出土が報告されるなど、県南におけ

る代表的な弥生時代の遺跡として広く知られていた。特に岡山県が第17回国民体育大会開催時の施設

を建設した時、津島総合グラウンドのほぽ中央部に位置するスポーツの塔の池（報告書では南池）と

その北に所在する三角池（報告書では北池）で瓦粘士の採取を兼ねて掘削された際に遺物が多量に出

土し、県教育委員会に発掘に対応する人員・予算ともなかったためやむなく県内の考古学研究者によ

る緊急の発掘調査をお願いした。

このような状況での調査であり、県の予算的な対応などができず、報告書の刊行も果たされないま

まになっていた。しかし、調査終了後、関係者によって出土遺物、図面、写真等の整理が行われると

ともに、これらの資料についても調企担当者が分散して保管する状況で今日に至っていた。

このたび、第60回国民体育大会の主会場として、県総合グラウンド陸上競技場が改修されるにあた

って文化庁、県内外の考古学研究者と協議したところ、津島遣跡は重要な遺跡であり、保護・保存を

図っていくべぎだという強い意見が出された。しかし、津島遺跡全体の性格や遺構の広がりを確認し、

全体の保存を図る中で、陸上競技場の改修が可能かどうか判断する必要もあり、これまでに実施され

た発掘調査の報告書を作成して、津島遺跡の意義を明確にすることも要請された。

津島遺跡は我が国の水稲耕作開始期の実態を最初に確認したことで、学史的にも著名な遺跡であり、

現在、一部が国指定史跡として保存されている。その重要性を考えるならば、報告書の刊行は、調査

関係者、行政当局にとっても長年の懸案であった。平成 9年 9月29日に開催された第 1回津島遺跡検

討委員会で委貝からの提案があったのを契機に、県教育委員会では過去に調査を実施した担当者や文

化庁に相談すると共に、当時の調企関係者に対して報告書作成の協力が可能か否かについて打診した

ところ、報告書刊行について全面的に賛意を得ることができたため、報告書を作成する運びとなった

のである。

過去の発掘調査は、 1960 (昭和35) 年 ~1963 (昭和38) 年に実施された北池• 南池地点の調裔と

1968 (昭和43) 、1969(昭和44)年に実施された武道館建設当初予定地の調壺に大別されるが、調査

報告書は当初平成11 (1999) 年度に 1冊にまとめて刊行する計画であった。しかしながら、出士遣物

が多量に存在し、図面、写真等の関係資料の収集、整理に充分な時間を要することから、平成11年度

は1968、1969年度に実施した武道館建設当初予定地の整理と報告書を刊行した。平成12(2000)年度

は1960年------1963年に調査された北池• 南池地点の整理と報告書を刊行することにした。



第 3章報告書の作成

報告壽の作成は近藤義郎氏をはじめ当時の調査関係者の指導・教示を得ながら、岡山県古代吉備文

化財センターが作成したものである。発掘調査関係者の意に充分添えなかったことが多々あると思わ

れるが、お許し願いたい。

第 2節報告書作成の経過

北池•南池地点の調査に関わる資料は、調査に参加された方々、あるいはその方々が属されていた

機関に保管されていることから、まず保管先と資料の内容を把握する作業から始めた。

このような状態であったのは、報告書作成の契機にも記したとおり、県教育委員会には遺物収蔵施

設が存在しなかったため、調査に参加された方々と関係機関に分散して保管していただくしか方法が

なかったのである。これまで保管していただいた各位、各機関に対し、深く御礼を申し上げるしだい

である。

遺構・遺物の整理は 4月から進め、まず遺物の注記と図面に記された年月日と資料から、調査の実

施状況と図面・遺物の関連を把握することから始めた。具体的には、第 1次調査から第 4次調査で作

成された図面を調査次ごとにまとめ、出土した遺物の調査次を明らかにすることであった。

上記の作業と併行して、遺物の整理を行った。遺物は保管先において全て洗浄済みであったが、長

い年月を経過したために改めて再洗浄を実施すると共に、調査区ごとに並べ直した。

さらに調査区ごとに遺物の接合・復元を行った。この時、ほとんど調査区ごとに接合を実施したが、

一部近接していると判断できた調査区の間では調査区をまたいで接合が可能となった事例もある。復

元の終了したものから順次実測に着手し、その合計は、岡山大学保管遺物が土器457点、石器37点、

士製品19点、鉄器 3点、玉類・ 骨角器それぞれ 1点ずつで、瀬戸内考古学研究所保管の遺物は土器

410点、石器42点、土製品 9点、玉類 2点で、山陽学園保管遺物が上器H点を数えることとなった。

図面では全体図と個々の遺構図・調査区断面図の整合を固ることに脱心した。遺構については、近

藤義郎氏保管図面が大部分を占めるが、できる限り多くの図面を製固し掲載するよう心がけたことは

言うまでもない。

報告書の作成については、昨年度実施された「津島遺跡 2」報告書の作成と同様に、遺物と遺構の

整理がある程度進んだところで当時調査に参加された方々にご意見をうかがいながら作業を進めるこ

とが大切だと考え、平成12(2000)年 8月23日に「津島遺跡発掘調査報告書打ち合わせ会議」を開催

した。最初に当時の調査担当者を代表して近藤義郎氏から、当時の調究担当者の尽カ・苦労を思うな

らば、鋭意やった事が文献となって役に立つことを期待し、報告書の作成についてはできるだけ協力

していかなければならないという旨の発言があった。続いて資料を用いて報告書作成について進捗状

況と今後の作業予定について説明し、出席者から当時の見解や意見をいただいた。

報告書打ち合わせ会議を受けて、さらに報告書作成作業を進めたが、平成12年11月に山陽学園に北

池•南池地点出土の遺物が若干残っていることが判明し、借用して実測するという作業を加えた。

原稿の執筆にあたっては、むろん当時の見解を尊重し、遺構の記載も実測図の記述をなるべく忠実

にたどるよう心がけた。しかし理解不足から不適切な表現が存在したり、あいまいな表現に終始した

部分も多いかと思う。教示• 助言をいただきながら、それを生かしきれなかった点を恐れると共に、

ご寛容くださるようお願いしたい。

- 8 -



第 3節報告書作成の体制

第 3節報告書作成の体制

報告書作成にあたっては、調査担当者である近藤義郎氏をはじめ、当時の津島遺跡調査担当者に指

導• 助言をいただきました。ここにそのお名前を記して御礼を申し上げます。

田仲（旧姓西尾） 満雄近藤義郎

出宮徳尚

間壁忠彦

難波俊成

西川 宏

春成秀爾

岡本明郎

高橋 護 河本 清 葛原克人

上記の方々の他にも、岡山大学考古学研究室、岡山理科大学、 i頼戸内考古学研究所、倉敷考古館、

山陽学園、岡山県遺跡保護調査団の諸機関・諸団体・諸氏からは便宜と助言を得ました。記して感謝

の意を表します。

2000 (平成12)年度

岡山県教育委員会

教育長 黒瀬定生

岡山県教育庁

教育次長 宮野正司

文化課

課長 松井英治

課長代理 佐々部和生

課長代理（埋蔵文化財係長）松本和男

文化財保護主査 福本 明

岡山県古代吉備文化財センター

所長 正岡睦夫

次長 能登原巧

総務課

総務課長 小倉 升自

課長補佐（総務係長） 安西正則

主在 山本恭輔

調査第一課

調査第一課長 高畑知功

課長補佐（第二係長） 島崎 東

文化財保護主任 氏平昭則

主任 奥山修司 （報告書担当）

表 1 本報告書で使用した北池• 南池地点出土遺物および図面・写真等の保管先と資料の種類

保管先 資料の種類 （内容） 数量

岡山県古代吉備文化財センター 図 面（遺構図• 土層図・トレース図・参考図） 104枚

岡山大学考古学研究室
遣 物（士器• 石器•土製品・植物遺体） 360糸自 (1) 

写真（カラーリバーサル） 127枚

瀬戸内考古学研究所 遺物（土器•石器• 上製品・植物遺体） 44箱

倉敷考古館 図 面（土層図・参考図） 3枚

山陽学園 遺物（士器） 5箱

難波俊成 写真 (35mm白黒） 132枚

春成秀爾 参考図•関係文献 I 12編

註 l 岡山大学の遺物は木箱（整理箱の約1/2の大きさのものが多い）、他は整理箱換算。
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第 1節北池地点の調査

第 4章調査の概要

第 1節北池地点の調査

l 調査の様子と調査区名称

北池•南池地点の調査期間は発掘届けの上では 1961 (昭和36)年3月26日--4月30日と 1962(昭和

37)年12月25日--1963(昭和38)年3月31日までの 2回である。しかし実測図などの日時を拾ってみ

ると、両地点合わせ、調査延期などを含め実質的には 4回の調査がおこなわれたと前の諸頁で明言さ

れている。第 1 次調査は北• 南池で1960(昭和35)年3月と 6月--7月、 10月に実施されている。第

2 次調査は北• 南池で1961(昭和36)年3月11日--4月25日、第 3次調杏は南池のみで1962(昭和37)

年12月25日----1963(昭和38)年 1月13日、第 4次調査は北池のみで1963(昭和38)年 3月21日--3月

31日と記されている。第 2次が発掘届けの前半、第 3・4次が後半に相当するというふうに整理して

おきたい。

北池地点の第 1次調査は、既に池

の護岸工事が広範に及び、現地での

記録処置などほとんど困難な状況に

あった中で、応急措置としての対応

を余儀なくされながらも、かろうじ

て記録をとどめる作業に取り組んだ

様子が推測される。図化できなかっ

たが、このとき炭化米や焼士を含む

士堀と思われる遺構が 1基検出され

ている。北池地点の第 2次発掘では、

「考古学研究』 27によると炭化籾の

貯蔵庫群が発見されたと記載されて

いるが、そのうちの 2基が土漿 6. 

7である。

図示した調査区は第 4次調査で設

定されたもので、調査区名は調査時
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の名称をそのまま使用している。規

模は、各調査区 4mX3mの長方形 ゜
を呈している。名称は南北を先に北

から A----J区、東西はE区から西側
第 3図 北池地点調査区配置図 (S= 1 /500) 

へ向かって K~N 区と呼称し、 O· (竹林• 中藤• 西尾• 山県）

2,0m 
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2. 暗褐色粘質シルト 7. 黄褐色～灰色粘土
3 . 褐色シルト 8. 灰色粘土（薄い砂層を含む）
4 . 暗褐色～褐色シルト 9. 砂（薄い粘土層をかむ）
5. 黄褐色粘土 10. 暗灰色砂

第 4図 D区西壁断面図 (S= 1/60) 

（竹林•西尾）
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1. 粘質シルト（灰褐色）

2. 粘土（淡褐色）
3 . 粘質シルト（淡褐色）第 2層
4. 第3層粘土（暗褐色）
5. 粘質シルト u炎灰褐色）
6. 粘質シルト（淡褐色）
7. 粘士（灰色．茶褐色粘土が球状に入る）

第 6図 H区断面図 (S= 1 /60) 

（大山• 西尾）
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2. 黄褐色と黄灰色の

混ざったような色シルト粘土
3. 砂

4. 粘土層（植物の根？が酸化して
茶褐色となって縦にのぴている）

5. 暗灰色粘土

6. 暗黒色粘土

第 5図 J区断面図 (S= 1 /60) 

（竹林•西尾）
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1 . 黒褐色ピット弥生を包含

2. 褐色粘質士

3. 灰褐色砂（微砂．細砂が上部に多）
4. 褐色土（弥生中期．炭化物含）
5. 灰褐色砂（土器なし）
6. 黒褐色有機土

第 7図 Q区断面図 (S= 1 /60) 
（角田•西尾）

1. かくらん

2. 茶褐色有機士（後期）

3 . 黄褐色

4 . 茶褐色パンド

5. 黄褐色

6. 緑黄色をおびかけた粘質土
7. 黄色粘士

8. 青灰色粘土（下ほど灰色）
9. 青灰色砂

。
2m 

第 8図 N区北壁断面図 (S=1/60) (第 4次調査津島遺跡調査団）
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第 1節北池地点の調査

P・Q区はこれらとは別に設定されている。 O・P区は範囲が不整形で、 Q区は範囲がよくわからない。

調査時の写真などから、 A~D 区、 N 区、 O~Q 区の遺構検出面は池が掘削された状態のままであ

ると思われる。 M区より東、 E区より南ではH区の溝 1を除いて遺構は見られない。

遺物は、注記によると B、C、E、F、H、J、N、0、Q区出土のものが存在する。量的にはQ

区が整理箱に換算して 2箱、 B、C、E、0区がそれぞれ 1箱程度、残りの調査区では少量である。

北池全体の出土量としては、南池に対してあまりにも量が少なすぎる。その理由としては、 1つに調

査区名が南池第 3次調壺と同じであるため、南池の遺物と混在している可能性があること、 2つ目に

池の掘削時に削平された分が南池より大きかった可能性があること、 3つ目に北池の南側は河道・水

田など遺物出士の少ない部分が多かったことなどを挙げられるかもしれない。

2 層序

北池の調査区で土層が図化されているのは 5つの調査区にとどまる。

D区は残存表面マイナス1.7mで砂層に達する。調査時には第 3・4層と第 5・6・7層は一まと

めの層として考えられている。微高地の縁辺部と思われる堆積であるが、土器や遺構の記述が見られ

ないので断言は避けたい。］区は残存表面マイナス lmで須恵器を含む第 5層に達している。堆積状

況から、古墳時代後期以降の河道ではないか、と想定される。 H区は後述するが、溝 lの断面である。

Q 区は微高地の様相で、弥生時代後期の遺構など（第 1~3 層）と弥生時代中期の包含層（第 4 層）、

さらに弥生時代前期の水田が存在する層（第 6層）が見られる。断面の位置は不明である。実測図に

は、第 5層が北に傾斜しそれに沿って第 4層中に弥生中期の土器が見られる、と記載されている。ま

た第 6層が第 5層に切られる形となっている。このことから、弥生時代中期には北側への下がりが存

在していたものと考えられる。 N区は第 2層に弥生時代後期の層が残る。第 2層中、図の向かって左

端のくぽみは溝である、と原図に記述されている。第 2層以下は漸移的に変化している様相を示し、

残存表面からマイナス 2mで砂層に達している。

3 弥生時代後期と古墳時代の遺構

土壊 1 (第 9・10図）

B区に位置する隅丸方形の遺構で、検出面で長辺側2.lm、短辺側1.65mを測る。北西と北東隅を

柱穴で、東側を撹乱で切られる。断面の形状と士層は不明である。遺物は土器が完形に近い 1と小片、

方形の石錘が2点出土している。出土上器から、弥・後.II ----皿の時期が想定できる。

土壊 2 (第11・12図）

A区において北西隅に存在した楕円形の土城で、検出面で東西1.7m、南北1.05mを測る。検出時

に上部はほとんど削平され、わずかに炭化米の層が残っていた（スクリーントーンの部分）。そのた

め、掘り方の立ち上がりは確認できなかったものと思われる。原図では、南～南西側は復元線が図示

してある。遺物の内図示できたのは 4のみで、時期は弥・後.II ,..__, 皿に相当する。

土壊 3 (第12・13図）

0区西側にある楕円形の土堀で、検出面で長辺側1.7m、短辺側1.03m、検出面からの深さ22cmを

測る。土層の第 1・2層は褐色系の色調を呈し、両層に焼士・炭が含まれていた。特に第 1層下面中

央には、炭化材が南北方向に沿って見られる部分があった。遺物は土器片で、図示したのは 5・6で
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第 4章調査の概要

ある。 6の甕底部はあまり見かけないが、おそらく畿内系であろう。出士士器は、弥・後・皿----Nの

時期を示している。

土壊4 (第14図）

0区東側にある円形が連なったような遺構で、検出面で長辺側1.67m、短辺側最大1.04m、検出面

からの深さ lmを測る。形状から、土城というよりは柱穴が4基切り合ったものと推定できる。土層

は図示した断面では不明である。長方形状の物体が記載されているが、詳細はわからない。遺物には

土器があり、図示できたのは 2点である。 8は類例が少ないが、台付きの甕になるものと思われる。

出土土器は、弥・後 ・II----IIIの時期であろう。

井戸 1 (第15・16図）

c区と B区の間に存在し、検出面で南北l.lm、東西1.2mを測り、正円形というよりやや楕円形を

呈する。検出面からの深さは1.56mを測る。士層は不明である。埋土中の木材には、表面だけ炭化し

たものと全く炭化していないものが見られ、それらの間にほぼ完形品の11が存在する。また、底面に

は植物遺体と士器片が見られた。遺物の士器は、 11以外いずれも破片である。 11は胴部に穿孔が 1つ

ある。これらの出土土器から、この井戸は古• 前・皿に埋没したといえる。

|
|
＼
‘
-

゜
lm 

第15図井戸 1 (S=l/30) (春成）

~( 
， 

疇
11 

_( 
箪10 

12 

10cm 

第16図井戸 1出土遺物
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第 1節北池地点の調査

4 古代以降の遺構

溝 1 (第 3・6・17図）

H区にその一部が見つかった溝である。北西側の肩は、調査区北東隅と南西隅を結ぶ線として検出

された。幅は不明で、南東側の肩は少なくとも H区外にあるものと思われ、深さは検出面から90cm

を測る。その堆積士は 2層に分かれる。遺物は弥生土器、土師器、須恵器、少量の中世の土器がある。

いずれも摩耗が激しく、図示できたのは13のみである。時期はおそらく 12-----13世紀前半ころのもので

あろう。この溝出土の遺物は調査区内のものと区別されたかどうかが不明で、 13は土器の注記から推

定して溝から出土した可能性が高いと判断される。

5 時期不明の遺構

柱穴列 1 (第18図）

A区で見つかった 2基の柱穴から想定される柱穴列である。両柱穴の芯心距離は2.3mを測り、主

軸はほほ南北である。遺物は見られない。

土堀 5 (第19図）

0区の南東側に存在した土堀である。検出面で推定長2.5m、推定幅1.4mで、深さは10cmを測る。

平面も断面も不整な形状をなす。土層は不明で、出土遺物も見られない。

土城 6 (第20図）

第2次調査で確認した、位置不明な土堀である。検出面では推定長2.lm、推定幅I.Smで、深さは

最大17cmの方形の土渡である。平面図の点々のスクリーントーンば焼土を、別のスクリーントーン

は炭化米の散在する範囲を示している。

掘り方の、北西側の肩と南西肩は立ち上がりが明瞭ではない。また図で向かって右上にある窪みは、

この遺構と別の柱穴の可能性が高い。原図にはA-A' 断面中央は撹乱が人る、という記載がある。

土層は不明、出士遺物は見られない。

土塙 7 (第21図）

第 2次調査時に検出され、やはり位置不明の土城である。中央部と南側に撹乱が入り、東・南の掘

り方が不明である。平面形は方形で、検出面で推定長2.3m、推定幅1.35m、深さは30cmを測る。断

面は方形をなし、炭化米と焼土が折り重なっ ~ 

ている様子が観察できる。出土遺物は不明で

ある。
0-

＼ 
13 

10匹
。

2m 

l. 黒灰色炭若千

2. 黒士と褐色土の混合士

3. 灰

4 . 黒色土と黄褐色土の混合土

第17図溝 1出土遺物

第18図柱穴列 1 (S= 1 /60) (近藤• 岩崎）
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第4章 調査の椴要
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土壊 5 (S=1/30) (木村・高橋恵美子）
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第 1節 北 池 地 点 の 調 査

"" 

直
14 U小11pit 

u小3pit

u小11pit 16 

15 

北池B区pit内

17 

北池u区小Q

22 

19 21 

北池Q区土器5

23 
小Q区土器4

北池Q区土器2-6

20 

10cm 

24 北池Q区土器1

第22図 北池遺構・調査区出土遺物
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第4章調査の概要

6 所在不明遺構・調査区出上遣物

ここでは図面上に存在が確認できなかった遺構の出土遺物と調査区出土遺物を扱う。

14• 15はllpit、16は3pit出士遺物である。いずれの遺構も種類としてはおそらく土堀であろう。両

方の遺構とも図面が確認できず、遺物のみ掲載することとなった。 17はB区pitから出土した事実に違

いはなく、「土城 l」出土と注記されているわけではないが、 B区でこれに相当する遺構としては土

城 lしか存在しないので、その可能性が高い。 18は番号のわからないpit出土。 19........ 24はいずれも Q区

出土と思われる。時期は19は弥• 中.III、20......,23が弥・後.II ...._., 訊 24が古• 前・皿にあたる。

第 2節南池地点の調査

1 調査の様子と調査区名称

北池• 南池地点の調査期間は発掘届け上1961(昭和36)年3月26日--4月30日と 1962(昭和37)年

12月25日---1963(昭和38)年3月31日の 2同とされている。第 1節でも述べたとおり、資料から 4回

の調査が想定される。このうち1960(昭和35)年3月と 6月--7月、 10月に実施された第 1次調査、

1961 (昭和36)年3月11日----4月25日実施の第 2次調査、 1962(昭和37)年12月25日--1963(昭和38)

年 1月13日の第 3次調査が南池の調査である。

第 1次調査は、全体図が明らかでないため不明な点が多い。調査され図面が残る遺構としては、土

城 2が挙げられる。また、竪穴住居も確認されていたが、その数が多かったためほとんど掘り下げで

きず、検出された順に番号だけが振られたと思われる。第 1次調査で図面が存在するのは竪穴住居 6

のみであるが、その調査時の番号 (9号住居）から第 1次調査では少なくとも 9棟の住居が認められ

る。第 2・3次発掘でもこの竪穴住居番号は継承され、検出順に番号が増加したようである。

調企区は第 2次調査と第 3次調査のものを示した。両発掘の全調査区を重ね合わせたのが第23図、

第2次調査の調査区全図が第24図、調査区名をまとめたものが第25図である。ただし、竪穴住居 2. 

3周辺は後に拡張されているらしい（第40図参照）。第 2次調査では、調査区は任意のトレンチと池

掘削が深い部分の断面（第 3・4カット）に分けられる。トレンチはスポーツの塔付近を境に北側は

「北」をつけ南側はそのまま、大まかな範囲ごとに 1から番号を振り、さらに区分けが必要な時は

A・B・Cとアルファベットをその後につけたと思われる。

調査区の中には、名称の記載はあるが区画設定が不明な調査区 (12・15区）、名称が2か所に記載

される調査区 (10区）、範囲は存在するが区分けが図示されていない調査区 (14区、西側の10区と 16

----18区）、個別図面や遺物は存在するが全体位置が不明な調査区（北 6区、北 2D区、 19・20区）が

見られる。また、北 2C区北東に存在する調査区は名称が不明である。

なお、池中央の第 3・4カットがある部分と、池東端の竪穴住居 lや13区が接している部分は、池

の掘削が深く平面的に調査できなかった所であろう。スボーツの塔部分は、第 1次調査に着手する前

に工事が終了していて発掘調査できなかったようである。

第3次調査では、第 2次調査と異なり南北・東西方向へ調査区を新たに拡張・設定している（第32

図参照）。基本は各調査区が4mX2mの範囲で、調査区の間は lmの土手を残し、土層観察ができ
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第2節南池地点の調査
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第23図 南池地点調査区配置図 (S=1/500) (今井• 井上• 岡本• 黒崎• 西尾• 春成）
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第 4章調査の概要
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第24図 南池地点第 2次調査調査区配置図 (S=1/500) (今井• 井上• 岡本・黒崎）
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第 2節南池地点の調査
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第25図 南池地点調査区名称と断面位置図 (S=1/400) (今井• 井上• 岡本• 黒崎）
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第4章調査の概要

Aー 3.08m _A' 

ニー一—~s '" 

一—--- --

1. 表土（元水田）

2 . 褐色粘質砂

3 . 青灰色粘土

4 . 黒褐色含有機廣（前期包含層）
5. 滞黄灰色シルト

6. 炭色粘質砂

。
2m 

第26図 北 3A区西壁断面図 (S=1 /60) (井上• 岡本・角田）
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1. 表土

和 2 . 黒褐色 （弥生）後期を含む
3 . 黒褐色 （弥生）後期土器・

炭片をふくむ

4, 炭化（物）

5. 褐色士

6. 黒褐色粘土質（弥生前期多量包含）
7. 黒褐色粘土質

8. 灰黒色砂（炭• 弥生前期の土器を時に含む）
9. 黒色粘士質（弥生前期多）
10. やや黄味をおびた青灰色粘士質微砂
11. 灰色砂（粘土を不整合に混入する）
12. ピート

第27図 北 3B 区南•西•北壁断面図 (S= 1/60) (近藤・角田• 西崎）
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1 . 表土

2. 褐色粘質砂

3. 灰褐色砂

4. 黒褐色粘士質（シルト）
5. 青灰色粘質砂

6. 黒色粘土質（シルト）
7. 黄味をおびた灰色粘上質（シルト）
8. 灰色粘土に黒味をおびた粘土が混在の状態
9. 滞黄色青灰色シルト
10. 黒灰色シルト

11. ピート

12. 灰色砂層

12 

第28図北 5A区南•北壁断面図 (S=1 /60) 
（第 2次調査津島遺跡調査団）
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1. 水田耕作面

2 . 褐色粘土質

3 . 褐色粘質微砂

4. 灰色砂

5. 粘質細砂

6. 灰色砂（上層よりも砂粒は大きくなる）

第29図 16区断面図 (S=1/60) 

（井上・難波• 林）



第 2節南池地点の調査
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2. 暗黒色包含層 炭•土器を含む 竪穴住居13

3. 暗褐色炭• 土器を含む 竪穴住居12

5. 暗黒色炭含む

6. 淡褐色と暗黒色

7. 炭

8. 焼土的なもの

9. 暗黒色

10. 淡褐色 中期（櫛目文）包含層

11. 青色混砂粘土

12. 暗灰色粘土 中期（櫛目文）包含層

0 2m 

第30図 第 3カット断面図 (S= 1 /60) (井上• 西尾• 間壁腹子）

E― 迎蝕-F
1 

------------

-. 一立 '0cc= =:: こ

， 

F一
3.08m 

G 

---------

UV-
， 

後期高杯片 3.08m 
G― 

＼ 
H 

/------~ ―------------
~ 

、ミー一

~'、 5 、く
、-------------， 

13 13 
13 

H I I — 

こ土
lJ

J一
3.08m 

K 

~
 

一
＼ 

10 

。
2m 

1. かく乱

2. 暗褐色（かく乱か後期）

3. 茶褐色

4. 砂分の多い黄褐色～褐色微砂

5. 黒褐色土（土器細片を含む、有機分含）

6. 黒褐色特に濃

7. 小礫を含む

8. 茶褐色有機士（士器、炭含有）

9. 黄褐色土

10. 暗褐色粘土

11. 黒灰色粘土

12. 褐色やや砂質の粘士

13. 青黒灰色～青灰色粘土

第31図 第 4カット断面図 (S=1/60) (高橋恵美子・間壁忠彦・間壁度子）

るよう配慮されている。東西を先に西からA---C区、 C区の東側から北へC'---S区を設定している。

2 層序

第 2次調査の層序は、大部分が弥生時代後期の層が最上部に露出した状態から始まっている。北3

A区のように旧水田層が残る部分は、旧水田層以前に弥生時代後期の面まで削平されたと考えられる。
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第 4章調査の概要
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第32図 南池地点第 3次調査調査区配置図 (S= l /500) (岡本・西尾• 春成）
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第33図 B・C区北壁断面回 (S=l/60) (河本• 西尾• 春成・瓶井）

第2節南池地点の調査

1. 淡褐色（表土）

2. 暗褐色シルト質

土器片を多く含む

点々と炭化物を含む

3. 褐色シルト質

炭化物を点々と含む

4. 淡褐色砂粒子を

含んだ粘土層

5. 混灰•木片
暗灰色粘土

6. 青灰色粘質士

7. 灰青色粘質土
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上東式土器出土
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6 0 一第34図 C区東壁断面図
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1. 明褐色水田

2. 暗褐色シルト

土器群含む

3 . 灰（褐色）

4 . 褐色シルト

5. 青灰色粘土木炭片

（わずかに点在）

6. 青灰色砂

（河本•西尾）

E~ ― 3.78m 
E' 

-―, " --

゜
2m 

1. 茶褐色上

2. 黄褐色士

3. 黒色粘上

4. 黒色粘土質砂 北端で土器多し

5. 灰色に黄色をおびた粘土

6. 粘土質砂（灰色）

第35図 C'区西壁断面図 (S=l/60) 

（河本・高田）
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2m 4. 第II層
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6. 第1I層

7. 青色粘土

8. 灰色粘土（第m層）

9. 青色砂（第N層）

第36図 E区西壁断面図 (S= 1 /60) 
（岡本• 河本・西尾・村上）

H― 2.68m 

H' 

4 

—二ごエニ
ĉ-―
 ’

 

- 1 -一—

゜
2m 

1. 第一層

2. 第 1層（弥生後期、炭化物多） ※pit 

3. 褐色第二層

4. 第 3層

5. 第3層

6. 砂層木片其の他植物質

7 . 粗砂

※ 第 2層中位から第 3層 (4層）に中期片多

(H区北部にセット状出土）

第37図 H区西壁断面図 (S= 1 /60) (井上・角田）
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池掘削工事によってさらに深く掘削された部分も

存在する。

第 4カット東側のように黒褐色土層（弥生時代

後期包含層）が残る地点は少なく、弥生時代後期

の遺構面は褐色士（粘質微砂）層に掘り込まれて

いる。褐色土層は弥生時代後期の基盤層として南

池中広範囲に存在している。この層は弥生時代中

期以降に堆積したと考えられ、断面固中に土器片

が図示されている。褐色土層は、 50cmから所によ

っては lmというかなりの士量になる厚さに堆積

している。褐色土層の下には、弥生時代前期の包

含層黒褐色土（粘土質）層が存在する地点もある。

その下は遺物を含まない青灰色粘土、灰色砂層が

見られる。黒褐色土が観察される調査区は、北3

A区と北 3B区、第4カット東側である。

第3次調査の層序も、弥生時代後期面が露出し

た状態から始まる。

池の南東に位置する B・C区では、第 9層から

上東式土器出土との記載があり、弥生時代後期の

遺物を含む河道であったことがうかがえる。ただ

し、 D区と E区の間には竪穴住居11が位置し、そ

の下層に士城 lが存在するので、 D区は弥生時代

後期の微高地上にあたることはまちがいないだろ

う。 C' ・D区土層断面図（第38図） での第 9層

—

J 

下面がこの河道の肩口に当る可能性が高い。

D区、 H区、 L-----S区の褐色士は第 2次調査層序

でも確認した弥生時代後期の基盤層と思われる。
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第 4章調査の概要

竪穴住居7

~
 
r
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こ

ヽ¥、
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 、マc.y 

5m 

第40図 1・2・13区遺構配置図 (S= 1/100) 
（近藤• 潮見・小川・高重• 鷹羽•西尾•春成• 横山）
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第 2節南池地点の調査

Q・R区では黒褐色土が褐色土の上に堆積している。 R区でこの黒褐色土の直下に炭層が確認されて

いることから、黒椛色土は遺構の可能性が高い。 D区,...__L区は弥生時代後期段階は微高地であったこ

とがうかがわれる。

褐色士層の下には、 N区----s区には弥生時代中期の士器を含む河道が存在する。 P区のように検出

面から Imで中期の包含層が見られる所もある。この河道は前期層の黒色粘士を切っている。黒色粘

士は L・M区までは水平堆積を見せるが、 N区で消失している。 S区の第 5層（やや黒い粘土）が黒

色粘士に相当すると見ると、 S区内に河道の斜面が存在することになる。

3 弥生時代後期から古墳時代前期の遺構

竪穴住居 1 (第25・41図）

13区の北に独立して検出された竪穴住居である。平面形や柱穴などの施設は不明で、おそらく住居

の南東側の一部だけが調査できたものと推定される。断面図からすると、検出面からの深さは最大75

cm、全長は 4m以上と推測できる。竪穴住居 1の掘り方底面は海抜高2.505mを測るが、他の住居と

比べて、特に竪穴住居 2より 50cm高いなど、かなりの差があることが指摘できる。遺物のうち26・27

は床面からの出士で、 Cl は椀状の本体に棒状の柄が付く土製品である。 30だけは古• 前・ I~II の時

期であるが、床面の土器を尊重して住居の時期は弥・後 ·II~m の時期に相当するものと考えられる。

竪穴住居 2 (第42~47図）

南池の南、 2区西側で検出された竪穴住届である。平面形は検出面で直径6.lmのやや多角形状に

見える円形をなし、深さは最大20cmを測る。壁体溝も確認されている。住居中央に見える方形の範

囲は未調査部分で、東側の方形範囲も同じである。北東側は池掘削の撹乱が入っている。住居 2の北

東は別の住居と思われる遺構に切られ、また東側は未調在部分のため不明である。

平面図住居内中央部に示した北西側の範囲は第 2面上の士器密集範囲である。その東隣の遺構は、

床而の炭化物を切っているとの注記がなされているが、住居の柱穴の可能性がある。中央部の楕円形

状のものが中央穴で、炭化材が掘り方に架かった状態で検出されている。その他に図示したのは、第

現存上端

I- 308m I' 
土器

~ ~-
◎ 

2 

J — 3.08m J' 戸
―土-ー,器-/  三2 -l 一

1. 暗黒色粘士

（弥生後期包含層） Cl 

2. 淡褐色粘土 ゜
5cm 

-~ 忍
（（ 

26 27 

――尼 ／ク 30 

25 28 29 ゜
l!lan 

第41図 竪穴住居 1断面図 (S=1 /60) (西尾） ・出土遺物
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第 4章調査の概要

2面出土土器である。図面と掲載遺物が写真などによって照合できたものは、掲載番号を付してある。

土層断面では、第 1---5層が埋士、第 6・7層が貼り床と考えられる。埋土は黄色系の色調を呈し、

狭い範囲で複数の水平堆積をなす。土層注記には記さなかったが、第 3・5・7層の下面には炭化物

の簿い層がはさまる状態を観察できた、と記録されている。

竪穴住居 2の掘り方底面は海抜高1.975m、床面はそれより 5---7 cm高く 2.03m程度であろう。

また士層断面には、住居2の北側の落ち込みは別の住居にあたる、という注記が見られる。この別

の住居は平面図に記載がないが、もしその通りだとすると少なくとも第 1面出土土器はこの住居2上

面にある住居に属する可能性が高くなる。

さらに住居断面には示していないが、竪穴住居2の下には、第 6・7層下10-18cmに炭化物の薄い

水平な層が存在する。この住居 2の下層は住居2の南端から北へ延び、ちょうど第 2面土器群範囲の

下で窪んで、焼土あるいは炭の層が7cmほど堆積している。この範囲は1.35mの長さで確認でき、北

端は上へ上がっている。住居の下層出土遺物の内第47図に示したものはこの 2つの層からの出土であ

る。
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第42図 竪穴住居 2 (S=l/60) (小川・鷹羽• 西尾）
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第 2節南池地点の調査
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第43図 竪穴住居 2第 1面出土遺物 1
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第 4章調査の概要

竪穴住居 2 からは多くの上器が検出されているが、それらは第 1 面• 第2面に分けて丁寧に取り上

げがなされている。住居断面図で第 1・2面の層位を示している（第42図）。

第 1面の出土状況は、写真を見る限り図版3の3枚目に示したように密集状態であったと思われる。

この写真中央の台付直口壺は43である。第 2面になると、図版4の 1枚目のように配置がまばらにな

り、個体数も少なくなる。明らかにこの面は、埋積の時期差を物語っているようである。

第 1・2面の士器は、長頸壺、短頸壺、甕、裔杯、鉢、台付直口壺が見られる。長頸壺は口縁端面

の拡張は著しくなく、頸部は緩やかにハの字状に開き胴部に繋がるものである。一方短頸壺の口縁端

面は、拡張が著しいものと少ないものが存在する。甕は口縁端面を拡張するものがあまり顕著には見

られない。高杯は口縁部の伸長が著しくないが脚部は短くなり、胎土は精良である。また脚柱部が空

洞のものがほとんどで、これは台付直口壺でも同じである。第 2面の土器は、第 1面の士器と型式差

がないようで、甕、高杯、鉢、器台が見られる。口縁部端面を拡張する高杯51や器台56は類例が少な

いようである。このような特徴から、第 1・2面から出土の土器は弥・後・ 11Iの時期に相当し、第

1・2面の時期差は小さいと考えてよい。

第46図の遺物は、 63と65を除いて住居内出土である。 63は住居下面からの出土である。残存状況は

非常に悪い。 65は第 1面上からの据り込み出土である。石器はほとんど見られず、 S3の打製石包丁

が唯一実測可能な石器である。

竪穴住居 2の下層土器（第47図）は、第 1・2面出土土器よりも古い傾向を示す。直接比較できる

ものは長頸壺しか存在しないが、頸部が直線状である。甕の口縁部拡張はやや広めで、肩は張らない。

下層の土器は弥・後.IIに相当する。

竪穴住居 3 (第48~57図）

竪穴住居 2の東に隣接する隅丸方形の住居で、検出面で東西幅5.3mを測る。調査区の設定上、住

居の北・東辺が位置すると予測される北東・北西側は調査できず、南側半分のみ検出したにとどまる。

東辺は復元線が図示されているが実体は不明と思われる。竪穴住居 2との切り合い関係もよくわから

48 

46 
44 

49 

47 

lOan 

45 

第44図 竪穴住居 2第 1面出土遺物 2
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第 2節 南池地点の調査
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第4章調究の概要

ない。

住居内には柱穴が4本検出され、その内もっとも西側の柱穴内には、完形品の壺 l点が東側に口縁

を向けて横倒しになった状態で見られたが、今その所在は不明である。他に、敲石らしい遺物が同示

されている。

先に述べた住居内の最も西側の柱穴がこの住居に伴うとすれば、出土遺物から竪穴住居3は古墳時

代初頭の時期に当たる。しかし、この住居の遺物中に古墳時代の遺物はほとんど見られず、後述する

ように弥生時代後期の遺物が主体を占めることから、この柱穴は住居より新しい遺構と考えた方が良

さそうである。

また図面によると、竪穴住居 3北側の池掘削による撹乱中に方形の線が記入され、その線が延長さ

れて住居3の北西で曲がっている。この線には、住居 3よりやや深い住居と思われるものの掘りこみ

線、という記述がある。番号は付いていないが、住居 3より新しい竪穴住居の可能性が高い。またこ

の線の西側は竪穴住居 2を切っている。

竪穴住居 3の遺物は、主に土器である。土器には竪穴住居 3 (実際には h7) と3B (7 b) とい

う注記が見られたため、それぞれ別にして掲載した。

住居3の注記があるものは、形態にかなりのばらつきがある。長頸壺では、口縁端面を上下に著し

く拡張する70·71 、やや拡張する 73• 75、ほとんど拡張しない72・76などがあり、さらに頸部に沈線

66 

68 

69 

10cm 

67 

第47図 竪穴住居 2の下層出土遺物
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第 2節南池地点の調査

を施すものと施さないものがある。甕の口縁部は端部上下の拡張が著しいものはなく、わずかにつま

み上げる81・82、面を作る程度になでる83、あるいは丸く収める85,.-.,88がある。胴部は肩の張らない、

倒卵形を呈する。高杯は口縁が外反する89・90と椀形の91が見られる。

住居3Bの注記があるものは、完形品に近いものが多く見られる。長頸壺は頸部が直線的で、口縁

端部の拡張はほとんどないか、少ない。短頸壺は口縁形態が様々だが、中には長頸壺と同様の装飾が

見られる104もある。 106は口縁端面の上部に綾杉状の文様が施される。甕は口縁端部をやや拡張する

109・110、口縁端部を少しつまみ上げる112・117、外面をなでる程度の113・114と丸く収める 115が

ある。いずれも内外面の調整には大きな差異がない。高杯は口縁の大きい119• 1 20• 121、小さい

124・125と装飾高杯126が存在する。

竪穴住居3の下層から出土した遺物は、これまで説明した住居 3出上遺物と同様の形態をもつ。そ

して、製塩土器134が見られる。また住居 3Bの出上遺物として、刀子と思われる鉄器Mlがある。

これまで見てきた土器により、竪穴住居 3の時期は弥・後.IIに属するものと考えられる。

竪穴住居 4 (第40・58図）

竪穴住居 3の南に位置する遺構である。調査区中に北端が20cmX1 mの範囲で検出されている。

平面図には、西側のトレンチの断面でも存在が認識できる、という注記が書き込まれているが断面図

◎` C> 

石`
----------- I — I~ 

゜

•I 

ー
．
 

゜
2m 

第48図竪穴住居 3 (S= 1/60) (小川・鷹羽• 西尾）
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第4章調査の概要

そのものは確認できていない。

出土遺物は少量である。いずれも床面からで、 135は甕の底部、 136は器種不明の脚部である。時期
は弥生時代後期の範囲に入るのであろう。

竪穴住居 5 (第40・58図）

竪穴住居 4と同じく竪穴住居 3の南、竪穴住居 4の西に隣接する遺構である。調査区中に北端が
90cmX2.8mの範囲で検出されている。検出された範囲で判断すると、隅丸方形の平面形と予測でき
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第49図 竪穴住居 3出土遺物 1
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第 2節南池地点の調査

80 84 
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序crn
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10cm ぃ
第50図 竪穴住居 3出土遺物 2
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第 4章調沓の概要

る。竪穴住居4と近い位置にあるので、切り合い関係がある可能性もあるが、調査区内では追求でき

なかったようである。この遺構の個別断面図は確認できなかったので、住居の可能性は高いが、これ

以上詳細に報じきれない。

出士遺物は少量である。いずれも床面からで、 137は甕の口縁部、 138は高杯の口縁部である。少量

の遺物で判断するのは困難だが、時期は弥・後 ・illを中心とするものと思われる。

竪穴住居 6 (第59・60図）

南池の13区に位置する円形の住居である。残存部分は検出面から深さ20cmを測り、直径6.4mが想

定できる。北側と東側は池掘削の撹乱で削られ、西側は竪穴住居7が切っている。そのため南側の約

1/4が残存しているにすぎない。南池東端の撹乱断面で検出されたのが調査の発端で、第 1次調査で

掘り下げが行われたが、完掘したのは第 2次調査である。

住届内には柱穴 2本と土城 2基が検出され、住居の掘り方に接して柱穴が5本見つかっている。住

居内の土城の内、北側は断面で深さ34cm、底面幅は28cmを測り、底面に焼土が見られ、中央穴の可

能性が考えられる。南側のものは深さ 25~27cm、南側斜面に焼上が確認されている。埋土の堆積状況

から、北側の方が南側よりも新しいと考えられる。また住居内には 2点の鉄器出土位置が示されてい

るが、該当する遺物の行方がわからない。

出士遺物は、土器・土製品・鉄器がある。土器はいずれも小片で、量は少ない。二重口縁の甕139

95 
94 

96 
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10cm 

第51図 竪穴住居 3出土遺物 3

- 40 -



第2節南池地点の調査

100 

10,:m 

第52図竪穴住居 3B出土遺物 1
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第53図 竪穴住居 3B出土遺物 2
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第 2節 南池地点の調企

,....., 143、高杯の脚柱部144・145と鉢がある。鉄器は中空で袋状の不明品M2、土製品は土錘の未製品C2

である。土器の時期から、 この住居は弥・後 ・Nに該当する。

竪穴住居 7 （第59・61図）

竪穴住居 6に接する方形の住居で、南北 2m、東西2.7mの範囲で検出されている。深さや断面形

状は不明である。柱穴が 1本検出されたが、本住居に伴うかどうか不明である。

出士遺物は土器小片で、量は少ない。甕の口縁部149、高杯の脚柱部150• 151、高杯の脚端部152が

竪穴住居8

図示できる。時期は小片につき明言できないが、古• 前・ I---IIに当たるのではなかろうか。

（第40・62図）

竪穴住居 6の南、撹乱断面で検出した遺構である。略図で 4層の炭化物層とその下に焼土を伴う断

面が書かれていることから、 この遺構も竪穴住居跡の蓋然性が高い。遺物は土器が小量存在し、 153

竪穴住居 9

が甕口縁部、 154と155は底部である。時期は弥生時代後期から古墳時代初頭であろう。

（第63図）

スポーツの塔の東側で、北 2A区と北 3C区に囲まれた地点で検出された。資料中に、 この住居が

円形である、 との記述が見られる。

また、この住居の床面から弥生時代前期の士器が多数出土した、 といわれている。おそらく床面か
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第55図 竪穴住居 3B出土遺物 4
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第 2節南池地点の調査

ら下が弥生時代前期の包含層であったと思われる。調査区出土遺物の項で説明する、竪穴住居 9の下

層出土遺物がそれに該当する。

図示した遺物は、この住居の出土として分類されていた遺物のうち、弥生時代後期の士器である。

弥生時代前期の士器に比べ、後期の土器の数量は少ない。 156• 157は高杯である。 158,-..,161は鉢で、

二重口縁の 158や台付の160などが存在する。これらの遺物の時期は、弥・後・皿 ~w を示す。

竪穴住居10(第64図）

位置、規模が不明の遺構であるが、竪穴住居と番号が注記された遺物の存在から、竪穴住居であろ

うと思われる。遣物の注記には、この遺構が南池20区に所在したように書かれているものも存在する

が、その20区の位置はよくわかっていないため住居の位置も不明である。出土遺物は床面とされる黄

褐色土層からの上器で、いずれも小片の163の壺、 164の鉢がある。またガラス滓かと思われる排滓が

若干であるが伴っている。時期は出土土器から弥生時代後期と考えられる。

竪穴住居11 (第65・66図）

第3次調査のD区に位置する竪穴住居である。この住居は第 2次調査で一部が調査区内で確認され、

検出状況が実測された。続く第 3次調査で住居全体が調査されている。

第3次調査の資料中には平面図、断面図と写真が存在する。そのうち完掘写真は、 トレンチに沿っ

た方向と住居の主軸方向の 2種類が撮影されている。また断面図は 2方向から実測され、柱穴のうち

1つは別に作図されているなど、より精度の高い調査が追及されているように思われる。

129 
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第56図 竪穴住居 3の下層出土遺物
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第 2節南池地点の調査

この住居は、一片が東西4.4m、南北4.25mの方形で、深さは検出面からほとんど残っていないよ

うに思われる。壁体溝は全周をめぐり、その幅は最大で15cm、深さは最大で10cmを測る。住居の南

東隅は池掘削による撹乱で切られている。

平面図中の遺構のうち、 p1から p5までは柱穴である。番号のない中央の範囲は、炭化物がかな

り集中する、と注記されている。柱穴のうち、 p1の断面はB-B'、p2の断面は C-C' で示し

た。 p1は直径が19cm、深さが床面から80cmを測る。土層の第 1層が木質部と記載されている。 P

2は直径が28cm、深さが床面から最大95cmを測る。 p2では土隠断面で、木質部と水平に堆積する

第 2層が確認されている。 p3の規模は直径22cm、深さが8cmで、埋土にば焼土が混ざる、と記載

されている。 P4は直径50cm、深さが4cmでp5は直径65cmを測る。

注記からこの住居に伴うとされる遺物には、 166と167のように住居の下層出土と思われる土器が多

く存在する。その中から本来この住居に伴うと考えられる土器を選びだしてみると、図示できたのは

凶
149 !>)• り

153 ¥Jf 
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第61図 竪穴住居 7出土遺物 第62図 竪穴住居 8出土遺物
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第66図 竪穴住居11の下層出土遺物

器の示す時期は古• 前 ・illと考えられる。 C3は住

居に伴う可能性の高い上製品で、棒状の形態で上

部には接合痕が存在し下部は欠損している。

士壊 1 （第67図）

第 3次調査で調査された土堀である。海抜高約

2.3mで検出され、検出面で長さが約2.lm、幅約

lmの楕円形をなす。深さは残存しているところ

で65cmを測る。土層は、最上部の第 1層以外はシ

ルト層または粘土層と炭化物および灰層とが交互

に堆積した様子が観察された。

出土した遺物は土器である。土器に記載された

注記より、埋土の層別に分けられて取り上げられ

48 



第 2節南池地点の調査

たことが考えられる。それによると、 168は第 2層から第 4層にかけて、 170と171は第 2層から、 169

は第 5層から、 172は第 6層から出土している。 170・171はさらに同じ袋に収納されていた。これら

士器の特徴は弥・後.IIの時期を示していると思われ、上城の埋没は短期間で生じたと考えられる。

土壊2 (第68図）

第 1次調査で確認された、隅丸長方形の土城である。検出面で長さ 1.43m、幅1.17m、深さは30cm

を測る。壁面はほぼ垂直で、底面も水平である。埋土は茶褐色の粘土層で、有機質と焼土が含まれる。

平面のスクリーントーンの部分には、焼士の範囲が示されている。また平面図には炭化材が記録され

ている。炭化材のうち、最長のものは長さ80cmを測る。

遺構平面図の中には士器片も記入されている。中央の高杯はおそらく 175ではないかと思われる。

また鋸歯文のある土器片も図示されているが、 173の一部かもしれない。

出士遺物としては、士器が存在する。図示した壺• 高杯と、医示できなかったが小片の甕が見られ

る。これら上器は弥・後・皿 ~wの時期に相当する。
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第67図 土壊 1 (S= 1 /30) (小川・西尾• 春成） ・出土遺物
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第 4章調査の概要

土壊 3 (巻頭図版3、第69図）

第3次調査のH区で確認された遺構である。写真では、完形品の土器3個体が出土した状況が撮影

されている。写真の中で、向かって左が178の手焙形土器、中央で直立しているのが176の甕、右で口

縁を見せているのが177の甕である。士城の規模は、撮影された士器の大ぎさと比較して、幅が lm

程度、深さが30cm程度を測るのではないかと推測される。写真から判断すると、土堀の埋土は褐色

で、周囲の黄色土と明瞭に区別されたのであろう。図示した出士遺物は、この 3個体の土器である。

甕の特徴がつかみにくいが、弥・後 ・ill------Nに所属するものであろう。

土器棺 1 (第25・70図）

第2次調査の南池4区で調査された遺構である。 4区西側に拡張された部分に位置する。日誌によ

ると、壺と鉢が組み合わされた状態で検出され、壺はほとんど直立していた、と観察されている。ま

た、 4区には少なくとも別に 2基の士器棺が確認された、という記載のなされた資料も存在する。こ

の土器棺以外の土器棺は確認することができなかった。

出土土器のうち、実測できたのは壺のみである。口縁部は存在しないため、時期がわかりにくいが

弥・後・皿------Nの時期に相当するのではないだろうか。

4 時期不明の遺構

竪穴住居12・13(第30図）

第2次調査の第3カット断面で検出された竪穴住居である。断面図の中では住居13が第 2層に、住

居12が第 3層に相当し、住居13が住居12よりも新しい。池掘削がそれぞれの住居より深く及んだため、

平面での確認ができなかったものと思われる。

断面図中A-B断面で、最も南端に高杯が実測されている。これが3カット出土遺物の中の564だ

I -

I 

I 
173 

／ 
□焼土

。
lm 1. 有機質を含む粘土層茶褐色

2. 焼土

第68図 土壊 2 (S=1/30) (近藤）・出土遺物
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第 2節 南池地点の調査
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とすると、

伴う可能性が高いものと思われる。

土壊4

第3次調査B区で調査された遺構

である。図面の北側が直線で切られ

ていることから、

て検出されたと思われる。検出面で

の幅は約1.2mを測る。

平面圏のスクリーントーンの部分

は、厚さ約 5cmの炭化物層と記録

されている。その内容は藁、木の実

（微量）

が、

この遺物は竪穴住居12に

と注記されている。また図面には、

土城内からは上東式土器が密集して

出土した、との注記もなされている。

出土遺物が当初確認できなかった

B区出土遺物の内、 685・686・

693・694にはこの士城出士の可能性

がある

（第71図）

B区の北辺に接し

その他の植物繊維からなる、

「Bpit」の注記が見られる。
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第71図

10an 

土壊 4 (S= 1/30) 

（岡本• 河本・村上）

第70図 土器棺 1
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第 4章調査の概要

第 3節調査区出土の遺物

ここでは遺物に関係する注記から、調査区出土と判断された遺物を中心に掲載した。南池地点に属

する遺物が大半を占めるが、中には北池出土の可能性が高い遺物が一部に存在したので、その場合は

北池と表記している。また、調杏区名は判明したがその所属が北池地点であるか南池であるかの区別

がつかない場合は、単に調査区名のみで呼称していることがあることをお断りしたい。

遣物は、まず士器を弥生時代前期から時期別に並べ、次に石器、最後に土製品を掲載した。たとえ

ば弥生時代前期の土器や士製品といったそれぞれの項目は、さらに調査区ごとに分け、個体の詳細な

説明は巻尾の遺物観察表に譲り、特徴的な遺物についてのみ記載している。

第72--80図が北 2A区出士士器である。遺物に関係した注記を参考にすると、出土地点は北2A区、

北 2A拡張区、北 2A拡張 2区の 3つに分けられている。また、区ごとに出土層位を分けて取り上げ

られていたと思われ、北 2A区ではおそらく上から淡黄砂層、黒色粘士層直上、黒色粘土層という 3

つの層が、北 2A拡張区・北 2A拡張 2区では上から褐色粘砂層下部、黒褐色包含層、黒色粘土層あ

るいは青黒色粘土層という 3つの層が想定される。

第72----74図の北 2A区出土遺物で、淡黄砂層から出土したのは壺190、甕209、突帯文土器221、壺

241である。黒色粘士層直上から出土したのは壺182・185·186• 191 ・ 194·195、甕197·200----203•

205• 208・211 -21 3、底部215,..._,218であり、黒色粘土層は壺189、底部193・196、突帯文土器222,.....,

226である。黒色粘土層から比較的形状のわかる突帯文土器の出士が目に付く。

第75.--80図の北 2A拡張区・北 2A拡張 2区出土遺物で、褐色粘砂層下部からは甕245・250・

262・265が、黒褐色包含層からは壺184·188·235·236·238、甕243·247• 248·251·252·257• 

260・261、底部270・271、壺275、突帯文上器276が出土している。青黒色粘土層からは壺237・240・

242、甕246·249·253• 255・256・259・263・264・266----268、蓋・鉢272,.....,274が、黒色粘土層から

は壺227、甕230・231、底部233が出土している。

北 2A区出士の弥生時代前期土器・突帯文土器で器種が確認できた破片を計数し、そのうちの口縁

部をまとめたところ、全体の30パーセントが壺、 68パーセントが甕、残り 2パーセントが突帯文土器

であった。

北 2A区180,..._,196、北 2A拡張区227、北 2A拡張 2区235----242が壺である。ほぼ全体がわかるも

のに、口縁部に段を持ち胴部に沈線と刻みを施す181、胴部に箆書きの木葉文を巡らせ完形の227が存

在する。 240は口縁部に穿孔がある。胴部の文様は綾杉文188など、木葉文190など、重弧文192、山形

文242が見られる。 188・227は「弥生式土器集成』に掲載された土器である。

北2A区197,..._,219、北 2A拡張区229・230と232,-..,234、北 2A拡張 2区243,....,.271が甕である。口縁

部に段のある197,..._,202・244,...._,249など、沈線が 1条の203・251,.....,254など、沈線2条の255・256など、

沈線 2条の間に刺突がある243、口縁部から胴部が無文の211・258などが存在する。口縁端部の刻み

は基本的に 1重だが、口縁端面に 2重の刻みがめぐる244・267なども少数派ながら見られる。

北 2A区220、北 2A拡張区228・231、北 2A拡張 2区274は鉢である。 228・274は内面ヘラミガキ

のため、鉢と判断した。 231は蓋の可能性も考えられる。北 2A拡張 2区272・273は蓋と考えられる。

272は底部の可能性もあるが、調整が不明のため判断できなかった。
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第 3節 調査区出土の遺物

北 2A 区221--..,226、北 2A拡張 2 区276~277は突帯文士器である。 222--..,224 、 226はいずれも『弥

生式土器集成』に掲載されている。 275は突帯文土器の壺の可能性が高いと思われる。

第81図は南池北 2B・北 2D区出士の遺物である。北 2A区と比べ、残されている遺物の鼠は極端

に少ない。 278--..,280が北 2B区、 281--..,283が北 2D区出士遺物である。

第82図は285が 8トレンチA区、 284・286が8トレンチC区、 287は北 3B区出土である。弥生時代

中期の項目で述べるが、 8トレンチは南池北 2区周辺の調査区であるといわれている。注記から285

が青色粘士層、 287が黒褐色士層出士とされる。 284は沈線が施された壺の胴部で、 285は削り出し突

帯の中に刺突を施している。
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第 4章 調査の概要
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第 3節 調査区出士の遺物
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第 4章調企の概要

第83図は南池C区と C' 区出士遺物である。 291・293がC' 区から出土、残りはC区からの出士で

ある。 C' 区出土遺物は注記によると第 3層出土とされているが、第35図のC' 区土層断面図によれ

ば第 3層は黒色粘士であることがわかる。 290は蓋であり、 293は突帯文土器の深鉢で沈線が施されて

， 
いる。
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第 3節調査区出土の遺物
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第4章調査の概要

第84-----89図は南池 J 区出士土器である。 J 区の土器は遺物に関係する注記から東• 西• 南の 3つと

J区としか記載がないものに分類される。 J区遺物の出土層位は、 J区東はほとんど黒土、 J区のみ

の遺物では黒粘土、 J 区西• 南ではほとんど青砂となっている。

また、 J区出土の弥生時代前期土器・突帯文土器で器種が確認できた破片を計数し、そのうちのロ

縁部をまとめたところ全体の36パーセントが壺、 57パーセントが甕、蓋が5パーセント、残り 2パー

セントが突帯文土器であった。

J区東294、J区西308,..._.312と325---327、 J区南333,-_,;337、J区347---360は壺である。頸部はハの

字が多いが、 333など頸部が直線状に近いものも存在する。文様は璽弧文359・360がある。 347は外傾

接合が顕著である。 350は完形品で、『弥生式土器集成』に掲載された。ごく細い沈線で直線4条とそ
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第 3節 調査区出土の遺物
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第 3節 調査区出士の遺物

の間を埋める斜線、上下の重弧文が描かれている。 327は底面に籾の圧痕が残る。

J区東295,_,307、J区西313....... 321、

を持つ295・313など、沈線 1条の364など、沈線2条の296・316・366などと無文の342・371などが存

J区南338・340,-..._;346、J区357,.....,337は甕である。口縁部に段

在する。段と沈線を組み合わせた318・361は少ないようである。胴部では、段がありその上を刻む

306・320・321、沈線の間に刺突のある376・377も見られる。

J区西322-----324、J区379・380は蓋、

士器の深鉢である。また、 J区西331は底面に籾圧痕が、

J区南339とJ区378は鉢と思われる。 J区391・392は突帯文

J区西316・329は内面に籾痕跡？が残る。
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第 4章調企の概要

南池竪穴住居 9の下層出土土器を第90------92図に示した。関係する注記では 1区・ 2区とその他に分

けられるが、まとめて掲載している。南池北2A区の状況を参照すると、層位はおそらく上から上部

褐色砂、黒褐色包含層、黒土上部、黒土下部、青色砂粒の順と推定される。上部褐色砂は竪穴住居 9

の床面と重複すると記載され、壺397、高杯?457、底部466が出土した。黒褐色包含層からは壺393・

400·406·412·416·418·420·421·424、甕426• 430・432・437・441・443・445--..447・450・451、

突帯文士器459・461、底部462・463・471・477が出土している。黒土上部から出土したのは壺405・

417·423、甕428·436·439• 444• 448• 449、底部467·475·479で、黒士下部は壺401• 419・422、

甕440·456、鉢458、底部474·478である。青色砂粒層からの出土遺物は、壺394• 395・398・399・ 

404・41 a·411·413·414、甕429·431• 434、蓋454·455、底部464·465·468• 469·472·473• 

476である。

器種別に見ていくと、・出土土器の393--.....425は壺である。頸部に張り付け突帯の397などがある。文

様は斜線399·414、斜格子文416·417、綾杉文418、重弧文422·423、木葉文424• 425がある。

426--.....453 は甕である。口縁部に段がある426• 428--.....432、沈線 1条の433、437・438のような無文の

ものが存在する。頸部には刻みがある426・427・435が見られる。胴部では、段の上を刻みが巡る

451• 453、沈線間に刺突がある450が存在する。

454・455は蓋で、 454は外面に木葉文が施される。 456--.....458は鉢と思われる。 459-461は突帯文士

器の深鉢である。底部のうち、 468は底面に籾の圧痕が残る。

南池 6トレンチと 7トレンチは、 8トレンチと同様南池北 2区周辺に想定される調査区である。 7

トレンチ出土遺物の中には、注記に北 2A区の層の続きという記載も存在し、近接する調査区である

ことがうかがえる。 6トレンチの調企区は関係する注記から C-1区・ C-2区と 6トレンチのみの

347 
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第 3節
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第 3節調査区出土の遺物
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第 4章調査の概要
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第 3節 調査区出土の遺物
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第4章調査の概要

3つ、 7トレンチは 1区・ 2区と 7トレンチのみの 3つが存在する。南池北 2A区などを参照すると、

6トレンチの層位は上から砂質包含層（壺?488、甕493·496·498• 511、突帯文土器514)、黒褐色

包含層（壺480・481、甕439,...,492・497.• 499.....,502·504、蓋505• 506、底部509、突帯文土器515•

516·518) 、黒褐色粘士（壺485、甕503、蓋505• 506、突帯文土器517・519) と想定され、 7トレン

チでは上から黒褐色包含層（壺522、底部532)、青色砂層（甕524-528・530、底部533・536・537、

高杯538) と想定される。

6トレンチの弥生時代前期土器・突帯文士器で器種が確認できた破片を計数し、そのうちの口縁部

をまとめたところ全体の34パーセントが壺、 54バーセントが甕、その他の器種が8バーセント、残り

4パーセント (3個体）が突帯文土器であった。同じく 7トレンチの弥生時代前期土器を調べたとこ

ろ、口縁部の約46パーセントが壺、約54パーセントが甕であった。

6トレンチの480,-...,488は壺である。 488は小片であるが赤色顔料による線刻が認められる。 489,..._

504、511は甕である。 512、513は縄文後期の土器、 514,..._517は突帯文上器の深鉢、 518・519は突帯文

系の鉢と考えられる。

7トレンチ出土遺物の内、 523は貼り付け突帯を持つ壺の胴部である。 530は口縁部の下の段に刻み

と、その下に沈線が認められる甕である。 537は蓋の可能性も考えられる。 538はおそらく高杯の口縁

部であろう。

第95図の539.....,545は南池第 4カット出士である。 539が壺、 540........,542が甕、 543は突帯文士器の深鉢

である。遺物に関連する注記によると、その大部分の出土位置は第31圏の第4カット断面図でG-H

ラインと I-Jラインの部分に当たる。

弥生時代中期の遺物は、南池では 8トレンチ、北4C、北 6区、 J区で出土している。調査参加者

からの聞き取りによると、北 2A区の上層が6トレンチ、北 2B区の上層が8トレンチの可能性があ

り、両トレンチ北側には弥生時代中期の土器を多く含む北へ下がる落ち込みが存在した、ということ

!{ II 二／ご＼
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〖 1 三
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第 3節 調査区出土の退物

である。さらに北 2A区から南へ向かう緩やかな下がりが存在し、やはり弥生時代中期の士器が出土

した、 ともいわれている。

第96・97図は 8トレンチ出土士器で、 546,..._,548が壺、 549,..._,552が甕、 553・554が高杯で555・556が
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第 4章調査の概要
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第4章調査の概要

台付き鉢と思われる。第97図557は北4C区、 558は北 6区出土のいずれも壺である。第100図567はJ

区出土の甕である。これらの遺物の時期は、 558が弥• 中. II と考えられるほかは弥•中 ·ill に比定

できる。

弥生時代後期は、各調査区から士器の出土が見られる。中でも南池南側で多い。

第98---100図は南池北側に属する調査区出土の土器を掲載した。南池北側では、北 2B区561、北 2
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第97図 南池 8トレンチ・北 4C区・北 6区出土遺物
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第98図 南池北 2B・北 2C区出土遺物
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第99図 南池北 4B・ 北 6区・第 3カット出土遺物
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第 3節調査区出土の遺物

c 区559• 560、北 4B区562、北 6区563、第 3カット564、J区565・566・55g...._571などが存在し、

弥生時代後期の土器は小量である。北 2C区の土器は、注記より調査時点の表土から出土したと思わ

れる。また北 2C区559の壺は北 2B区出士の破片と接合している。
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第3節調査区出士の遺物

第101図に示した遺物が出土した南池 1・2区は、竪穴住居 2と3が検出された調査区である。住

居の下層出土など住居関連の遺物が含まれる。 587• 589・594は土師器で、それ以外は弥生時代後期

の土器である。 583(巻頭写真参照）は口縁部内面に煤が円形に付着し、甕の蓋として転用された可

能性が強い高杯である。

第102・103図の南池4区出土とした上器は、「U4」と注記のあるものを当てている。 596はほぼ完

形の壺である。また609の高杯は脚部と杯部で胎土が大きく異なる。これらの土器は弥・後.]] ,...__, 

弥・後・皿の時期に相当する。

第103図617,__,621の北池4区出土とした上器は、「U小4」と注記されているものである。北池4区
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第 4章調査の概要
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第 3節調査区出土の遺物

という調査区は、資料中からは確認されなかった。「U小 4」は「U小4pit」と同一の注記の可能性

もあり、その場合は北池士堀 1出土ということになる。ただし、ここで北池 4区とした遺物は617の

ように弥・後.IVの時期の土器を含み、北池土城 l出土士器と比べ新しいと思われる。

第104固には、南池の 5--9区の土器を掲載した。 622,....,624は5区、 625--..,627は6区、 628が 7区、

629,....,633は9区から出土した。これらの土器は弥・後.II --弥・後・皿の時期に比定できる。

第105・106図では、南池の10区の士器を載せている。調査時の資料によると、 10区という調査区は

2か所指示されている。 1つは 2区と重複する南北の調査区と、もう 1つは南池南側の調査区の中で

一番西端に位置するトレンチである。前者の場合は竪穴住居 2と重複するが、整理作業中に両者の接

合を試みることができなかったので、10区が竪穴住居 2と重複しているかどうかは追求できなかった。

土器は651が古墳時代の土師器である以外は弥生時代後期の士器である。 655は蓋の可能性が高いと

思われる。これらの土器は弥・後 ・II--弥・後 ・illの時期に相当すると思われる。
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第 4章調査の概要

第109図南池19・20区出土遺物
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第 3節調壺区出士の遣物

第107図で示した上器のうち、 658• 659は南池11区出士、 660,.....,662は南池13区出土、残りは南池15

区出士である。 661の壺は古墳時代前期に位置づけられる。 668の鉢は弥・後.Iの時期に該当すると

思われ、他は弥・後. II~ 弥・後.IIIの時期に比定できる。

第108図は669が南池16区、 670,.....,672、675が南池17区、 673・674が南池18区出士である。第109図は

676が南池19区、 677,.....,681が南池20区出上土器である。 678は口縁部と底部が直接接合しないが、同一

個体と判断した。 680は竪穴住居10出士の可能性がある。第10s~109図の土器は、 675が須恵器の杯身
で、 TK23~47型式に相当する以外は弥・後. II~ 弥・後・皿に位置づけられる。

第110図はA・B区出士の土器で、 690がA区でそれ以外がB区出土土器である。いずれも破片で、

完形品は見あたらなかった。また、遺物の出土日付から、 687,.....,690は第 1次調査で出上し、 683,.....,686、
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第 4章調査の概要
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第 3節調査区出土の遺物

691・693・694が南池の第 3次調査で出士したことが判明した。第 1次調査のA・B区が北池か南池

のいずれであったかは追求することが困難である。

B区士壊4の項で述べたとおり、出土遺物の685・686・693・694は「Bpit」の注記が見られるこ

とから、土城 4から出上した可能性がある。これらの上器は弥・後.IIの時期を示している。上記

685• 686• 693・694以外の上器の時期は弥・後.II~ 弥・後.IIIであろう。

第111図はC・C' ·D 尻出土の土器である。 697·698は C 区、 699~709が C' 区、 71 Q,-., 715、717

がC' 区と D区両方の注記がある土器、 716・718がD区出士士器である。遺物の出土日付から、 C区
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第 4章調企の概 要

の697• 698は第 1次調査で出土し、それ以外が南池の第 3次調査で出土したことが判明した。第 1次

調査のC区が北池か南池のどちらに位置していたのかは判別できなかった。

C' 区出士遺物の内599........ 702には「C'pit」の注記があり、遺構から出土したことが考えられる。

またC' 区の遺物と C' 区と D区両方の注記がある遺物703""'715、717はおそらく竪穴住居11の下層

に存在した土器溜まり（図版 7-2参照）出土遺物と思われる。 716は竪穴住居11床面との注記があ

るが、竪穴住居11の下層出土であろう。これらの土器の時期は、 697が弥• 中.IIIでそれ以外は弥・

後.II ......., 弥・後 ・IDを示している。

第112図はE・F区出土の土器である。 719-721がE区、それ以外がF区出土土器である。 E・F

区出士の遺物は、出土日時から判断すると第 1次調査時の出土が大部分で、南池第3次調査と北池第

4次調査の出土遺物を小量含む。ここで取り上げている E・F区の土器のうち、 721が第 3次調査時

の出士でそれ以外は第 1次調査時の出土と考えられる。第 1次調査のE・F区が北池か南池のどちら

に位置していたのかは判別できなかった。また北池第 4次調査のE・F区出土遺物は小片のため図示

できなかった。これらの土器の時期は、弥・後.II ......., 弥・後.IIIである。

第113·114図には調査区出土で古墳時代以降の遺物を載せている。北池• 南池地点では、池の掘削

のため古墳時代より新しい層が残っていないものと思われた。しかし少数ではあるが、ここに紹介す

るとおり古代・中世の遺物が見られた。小片が多いが、奈良時代の精良な胎土を持つ土師器など特徴

的な遺物がいくつか存在する。

730·735·737~743は奈良時代の士師器

と考えられる。中でも730・735・737・739

は胎土が赤色を呈し、精良な粘士を用いた

ものである。 738・740は椀、 741,.._,743は甕

で、器壁は厚く調整も粗いものである。
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第 3節調査区出土の遺物

734は中世の椀であろう。

731,,.._,733、736は須恵器である。 744は土師器である。

第115図からは調査区出士の石器と石製品を示した。第115図は南池北 2A区・北2B区出土の石器

で、北 2A区から出上が54,_..,59、北 2A拡張区出土が510・516、北 2A拡張 2区出土がS11・ 
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第 4章調査の概要

S12・S14・S15・S17-S19、北 2B区出土がS13である。

主な器種としては、石鏃S5・S14.,.._,S16、石錐S6・S17---S19、石斧S8・S9、スクレイパーS10

-S13が存在する。 S7は表面に摩滅が見られるので、未製品ではないと思われる。 S8は上部を剥離の

後敲打で剥離痕を潰している。 S18・S19は図面向かって下の刃部が摩滅している。

第116・117図には各調査区出士の石器を掲載した。 S20は南池北 4B区出土の石包丁で、スクリー

ントーンの部分は珪酸付着か摩滅を示している。 S21は北 4C区出土のスクレイパー、 S22は北 4C

区出土の砥石片である。 S24は南池 4区出士、 S25は南池 6区出土のいずれも石包丁で、破損してい

る。 S26は南池C区出士で、磨製石包丁の未製品であろう。 S29は南池C' 区出上の摺り石、 S31はF

区出土の敲石である。 S30は南池D区出士の石包丁転用スクレイパーである。

第118図は南池 6トレンチ出上の石器である。 S34は磨製石包丁の破片で、『岡山市史』に掲載され

たものである。 S35は打製石包丁の破片で、スクリーントーンの部分に珪酸が付着している。 S36,.._,

S39はスクレイパーで、 S36には表面に摩滅の痕跡が見られる。 s40,__,s43が石鏃、 S44----S46は石錐で

ある。 S46は先端が欠損し、刃部の両側は摩滅している。第119図が南池 8トレンチの石器で、 S47・

S48共にスクレイパーである。

第120図が南池J区出土の石器である。 S49は全体に風化しているが、靡製石斧の未製品と思われる。

S50は欠損しているが、やはり石斧の未製品と考えられる。
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第 3節調査区出土の追物

南池竪穴住居 9の下層の石製品を第121図に示した。 S51は磨製石包丁の未製品と思われる。 S54は

石鍬と考えられ、両側縁の窪んだ部分は敲打で成形されている。 Blは完形品の管玉である。

第122図には各調査区から出土の土製品を掲載した。 C4.....,C8が紡錘車、残りは土錘である。出士

地点はC4・C8・C9・C10が南池北 2A区、 C7が南池北 4C区、 C5が南池C区、 C6が南池C'
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第4章調査の概要
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区、 C13,__,C15が南池 2区、 C18が南池H

区、 Cl1・Cl 2・Cl 6・Cl 7が南池J区であ

る。 C8・Cl 0は『岡山市史Jに掲載され

た遺物である。 C7は土器片転用の紡錘車

である。
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第 3節調査区出土の遺物
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第 4章調査の概要

第 4節包含層出上遣物

第123図から第130図までは包含層出土遺物である。遺物に注記が存在しないもの、注記は存在する

が出土位置が不明なものをここで扱っている。

第123図には弥生時代前期の土器を集めた。 745-752は壺である。 745の壺は、肩部に沈線を 2条施

しその間を刺突する。 746は口縁部内面に沈線3条が縦に入る。 749は他と形態が異なる壺で、焼成も

良好である。胎土は761に似る。 750は重弧文、 751・752は斜格子文が見られる。 753""761は甕である。

完形まで復元できたのは758 しか存在しない。 749• 761は瀬戸内考古学研究所収蔵資料で、包含層出

士遺物ではあるが弥生時代前期の可能性が高いとしてここに載せている。

第124·125図には弥生時代中期の士器を載せている。ここに掲載した773• 774以外の遺物は瀬戸内

考古学研究所保管資料で、包含層出土遺物としているがおそらく南池北 2区付近出土の可能性が高い
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第 4節包含層出土遺物
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第 4章調査の概要
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第 4節包含層出土遺物
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第 4章 調査の概要
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と考えられる。 766-772はいずれも完形近くまで復元できた土器である。

762・763・764は壺で、 762と763とは同一個体と思えるほど似た装飾が施されている。 765,__, 770・ 
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第 4節包含層出土遺物

<.S'S念

S66 

S68 

◎
 

2
 

C..3
・・し
3
B

S゚64 

゜
第128図 包含層出土石製品 2

774は甕で、 766は底部を穿孔する。 771・772は高

杯、 773はほぽ完形の取手付き壺である。 774が

弥•中. II に相当する以外は弥•中・皿と考えら

れる。

第126図は弥生時代後期以降の遺物を載せてい

る。 775.-...;779は弥生時代後期の士器である。 775は

口縁部分が岡山大学考古学資料館に展示されてい

たが、包含層の頸部～胴部と接合したものである。

776も岡山大学保管遺物で、津島遺跡出士とされる

特殊器台形土器（註1) である。間帯と文様帯の二

部が残り、文様帯は三角形の透かし孔が 3つ観察

5cm でぎる。透かしの内、巴形は残存しているかどう

か判断できなかった。 780は表採だが古墳時代の土

師器と思われる。 781も表採で青磁の碗である。

□ S70 

｀曇
二

S73 

I I 

＼ 

□三
S71 

疇

S74 

第129図包含層出土石製品 3
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第 4章調査の概要
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第130図 包含層出土土製品・鉄器・玉類

第127~129図は包含層出土の石製品と骨角器

である。 S56はスクレイパーで図示した裏側が

摩滅している。 S59・S60は楔形石器、 S61は磨

製石包丁の未製品である。 S62は表採の磨製石

包丁片である。 S63の石斧、 S64の石製紡錘車

は岡山大学考古学資料館に展示されていたもの

である。第128図のS66・S67・S69は『岡山市

史』に写真が掲載されている。 s70,.._,575は敲

石• 播り石、 S76は石錘である。

第130図は包含層出士士製品と鉄器などを掲

載した。 Cl9,.._,c21は紡錘車、 C22・C23は紡錘

車の未製品と思われる。 M3は先端と基部を欠

損する刀子、 B3は色調が青色を呈するガラス

小玉である。

第131図は銅鐸形土製品（註2)である。半分

以上が欠損すると思われるが、鰭の表現や文様

□
 

口

△
へ
三

C25 

0 5cm ー！
第131図銅鐸形土製品

が写実的なことが特徴といえよう。表面には 2

つの丸い穿孔と斜格子文の横帯、下辺に鋸歯文の横帯、側面に一部斜線が施される文様帯が表現され

ている。また、区画内に波状文が観察できる部分が存在する。鰭には文様は見られず、エ具ナデと指

ナデで調整される。

註

（註1) 宇垣匡雅•古市秀治・乗岡 実「集成 2 特殊器台•特殊壺」 I吉備の考古学的研究J 上 1992年

（註2) 中野倫太郎「集成 3 銅鐸• 銅剣・銅文・銅鉾」「吉備の考古学的研究」上 1992年
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第 5章ま とめ

北池地点はほぼ全体、南池地点は中央と東側を池の掘削による撹乱で失い、両地点とも残存が良好

とは言えない状態であった。調査は岡山県内の考古学研究者が休日等の時間を割き、手弁当で献身的

に実施されたものであった。このような条件のもと、弥生時代前期と中期の微高地、弥生時代後期か

ら古墳時代の竪穴住居や土城が検出されるなど、調査例の少なかった瀬戸内地域の集落の実体を明ら

かにする成果を上げたことは高く評価される。

ここでは当時の調査状況をふまえ、時代順に説明を加える。

縄文時代の遺物は、後期と考えられる遺物がわずかであるが南池 6トレンチで確認されている。晩

期の土器としてあげられる突帯文土器は、南池地点のスポーツの塔北東側にある南池北 2A区、南池

J区、竪穴住居 9の下層、南池 6・7トレンチで見られる。これらの出土層位については、西尾満雄

氏（註1)の「縄文晩期の上器はしばしば弥生前期包含層の中から発見された。」と、『H本考古学協

会昭和37年度大会』研究発表要旨（註2) の「弥生文化前期の生活拠点となった微高地では、前期の

包含層下の粘上層中に微量の縄文晩期の遺物を出士する。」という 2通りの記載が認められる。

弥生時代前期は、南池地点で微高地と低位部が確認されている。

弥生時代前期の土器の出土状態を見ると、南池北 2A区、南池 J区、竪穴住居 9の下層が最も多く

出土している。続いて南池北 2区に想定される 6・7トレンチが多く、さらに南池北 2B・北 2D

区・北 3B区、 C区・ C' 区、第 4カットで小量が見られる。出土量と調査区の位置からその分布を

見ると、南池中央のスポーツの塔北東側に接した調査区を中心とした部分が最も濃い分布を示し、そ

の北・東・南へ向かうほど痺くなる傾向にあると思われる。

また、当時の調査担当者の話によると、スポーツの塔から東へ向かって南池北 2A区、竪穴住居 9

の下層が微高地であり、南池北 3A区、北 3B区、北 3C区、第 4カットは微裔地から下がる包含層

ということであった（註3)。

さらに、第 2次調査時の資料によると、南池北 3A区から北 3B区、北 3C区、北 5A区にかけて

前期の包含層の範囲が点線で描かれている。この範囲はほぼ南北方向の楕円形で示され、自然堤防を

なしているごとくである、という注記がなされている（註4)。北 5A区の土層断面では東側へ下がる

線が表現されていて、この線が自然堤防の下がっていく部分を表しているものとも思われる。

このような遺物の出土状態と当時の調査見解から、弥生時代前期の微高地は少なくとも竪穴住居 9

の下層、北 2A区を含んでいるものと思われるが、北 3A区、北 3B区、北 3C区、北 5A区につい

ては低位部の包含層（註3) と自然堤防上の包含層（註4) という 2つの見方が存在している。

微高地以外にも、低位部の包含層も検出されている。南池地点出土の弥生時代前期遺物を紹介した

藤田憲司氏の報告（註5) によると、掲載した遺物は「スポーツの塔に東接する南池内の弥生前期微

高地に接した東北部にあたり、微高地から降下した弥生前期の湿地部分の出上資料Jということであ

った。また、層位については「上部に弥生末期～初期土師器を含む褐色士層が Im程堆積し、その下

部に弥生中期の遺物を一部に含む青色砂質粘土層が30cm程認められ、さらにその下部の灰黒色粘土

層約20cmが、主に弥生前期の包含層」と記されている。調査区の位置は具体的に述べられていない
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が、位置と士層断面から第 3次調査の L-N区付近を指している可能性がある。また、第 3次調査の

南池 J区は第 2次調登の北 5A区の東に位置し、多くの弥生時代前期の遺物が検出されている。当時

の調査担当者の話によると、南池J区で弥生時代前期の土器が多く検出された黒色粘士層は微高地で

はなく水性堆積の包含層であったということである（註3)。藤田憲司氏の報告と南池 J区の状況から、

微高地の東側にも大量の土器を含む包含層が広がっていたものと思われる。

弥生時代中期は、微高地と水路、河道が存在した。南池北 2A・ 北 2B区上層の北端からは北へ下

がる落ち込みが検出され、さらに北 2A区から第 4カットヘ向かう緩やかな下がりが存在し、それぞ

れから土器が出土したといわれている（註3)。また、第 3次調査の断面図では、南池N区から S区に

かけて河道が確認されている。このことからも、弥生時代中期の微高地は北 2A区より南に存在し、

弥生時代前期同様東西に細長い形状である可能性が高いと言えよう。

また、第 2次調査時の資料によると、第 4カットから北 3C区を経由して北 2A区へ至る水路が描

かれている（註4)。第 4カット断面G-H、H-I、 I -Jラインに見られる第4層下面の下がりが

この水路に当たるものと思われる。

弥生時代中期の遺物は、南池 8トレンチと南池北4C区、北 6区、 J区で出土している。当時の調

査見解によると、北 2B区の上層が 8トレンチの可能性があるということ（註3) で、 8トレンチ出

土土器は北 2B区の落ち込み出土遺物に相当すると思われる。

弥生時代後期になると、北池地点ではA-C区、 0-Q区と N区で遺構が確認されたことから、池

の北側を中心として微高地が存在するものと思われる。 D区より南、 N区より東では遺構が見られな

いが、地形はおそらく徐々に南東方向へ下がっていく可能性が高い。

南池地点では南東側の 2区、 13区、 D区で竪穴住居や土城が存在し、第 3カットや竪穴住居 9など

中央西側へも竪穴住居が検出された。一方、 N区から S区にかけての河道は埋没しているが遺構は認

められない。西側の調査区では、 3区から 7区で明らかな遺構は 4区の土器棺 lで、そこより西では

遺物の出土は見られるが遺構は確認されていない。東側は池の掘削が深く、池の東端まで削られてい

たので遺構の広がりは不明である。南側は、 B・C区北壁断面と C'----E区西壁断面から南への下が

りが想定されるため、微高地はこれらの調査区の北までと想定される。

古墳時代は、北池地点で井戸 1が確認され、 Q区などで遺物が散見される。南池地点では竪穴住居

11が検出されたほか、 2・10・17・E区で遺物が確認された。遺構の数が少ないが、竪穴住居11の残

存状況から池の掘削によって古墳時代以降の遺構が削平された可能性が高い。このことから、両地点

とも弥生時代後期とあまり変化のない範囲で集落が存在したものと思われる。

古代以降としては、北池の H区溝 lが見られる程度であるが、南池北 2A区や南池J区で遺物が存

在することがあげられる。池の掘削により確認されなかった部分も多かったと思われる。

註

（註1) 西尾満雄「岡山市津島運動公園遺跡の発掘J「考古学研究J8 -1 (第29号） 1961年6月

（註2) 鎌木義昌・近藤義郎•西川 宏•間壁忠彦• 岡本明郎・高橋 護 17.津島総合グラウンド遺跡の調

査報告」「日本考古学協会昭和37年度大会研究発表要旨J 日本考古学協会 1962年10月

（註3) 当時の調査参加者であった高橋 護氏のご教示による。

（註4) 当時の調査参加者であった春成秀爾氏のご教示と提供された資料による。

（註5) 藤田憲司「中部瀬戸内の弥生前期土器の様相」「倉敷考占館研究集報J17 1982年11月
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付載武道館建設当初予定地と

北池•南池地点出土土器の胎土分析

岡山理科大学白石純

分析の目的

津島遺跡の武道館建設当初予定地(1)の弥生時代前期の舟形土堀より、いわゆる「松菊里型土器」が

出士している。そこで、この士器が同じ遺跡内出土の壺、甕、深鉢（突帯文）などと比較し、胎土に

差異があるかどうか調べた。比較した土器は武道館建設当初予定地の舟形士城および南池地点の竪穴

住居9の下層、北 2A区、 J区より出上した上器である。

胎土分析は、複数の分析方法（蛍光X線分析法、実体顕微鏡観察法）を用いた。これは、複数の分

析結果を相互に解析、比較することにより、胎土の特徴、生産地をより明確にできると考えられるか

らである。

蛍光X線分析法は、胎土中の成分量（元素の量）を測定する方法で、成分量の違いから胎士の差異

を検討し、また実体顕微鏡による胎土観察は、胎土に含まれている砂粒の種類、量を調べる方法である。

分析結果

分析に供した試料は、第 1表に示した29点の土器である。器種などの内訳は、松菊里型土器 2点、

深鉢（突帯文） 3点、その他の壺．甕24点である。また、比較試料として津島遺跡の弥生時代前期水

田の下層より採取した粘土を併せて分析した。

【蛍光 X線分析法による結果】

この分析では、 13の元素を測定し、このうち K (カリウム）、 Ca(カルシウム）、 Rb(ルビジウム）、

Sr (ストロンチウム）の 4元素に顕著な差がみられることから、これらの元素より胎土の比較を実施

した。比較は、 XY散布図を作成し検討した。

第 1図 (K-Ca) の散布図より壺、甕類の胎土が大きく二つに分類が可能である。一つはCa量が

1.5%以上に分布するもの (A領域）と、 Ca鼠が1.5%以下のもの (B領域）である。前者のA領域に

は2、7、9、11、27の士器が、後者の B領域には 1、 5、6、12、13、14、15、16、17、18、19、

20、23、24、25、26の上器がそれぞれ分布している。そして I松菊里型士器」は、 B領域の壺・甕

（竪穴住居 9の下層、北 2A区、 J区出土）の分布集中範囲の領域に分布した。この分布域には、前

期水田下層採取の粘土も分布した。また突帯文の深鉢4、21、28の3点は、いずれも単独で分布した。

第2図 (Rb-Sr)の散布図でも同じ結果が得られた。

【実体顕微鏡観察による結果】

第 1表に示したように、胎士に含まれる岩石、鉱物の種類・含有量を調べた。この結呆より胎上中

の砂粒から大ぎく四つに分類された。

I類：粒径 3mm以下の石英、長石および 1mm以下の角閃石を多量に含むもの。

Il類：粒径3mm以下の石英、長石を多く含み、 1mm以下の角閃石を少量か希に含むもの。

また素地に火山ガラスを含んでいる。量的には多いものから少ないものまである。

IIl類：粒径3mm以下の石英、長石を多く含み、少量の雲母を含むもの。

IV類：粒径3mm以下の石英、長石を含み、少量の結晶片岩を含むもの。

- 99 -



付載 武道館建設当初予定地と北池• 南池地点出土土器の胎土分析

まとめ

今回の蛍光X線分析と実体顕微鏡観察による両者の分析結果を踏まえて、総合的に検討しまとめと

する。

蛍光X線分析でCa量が多いA領域には、砂粒観察で角閃石の醤が多い I類のものが、 B領域には II

類の土器がそれぞれ分布した。また、深鉢の突帯文が、蛍光X線分析ではやや特異な分布をしていた

が、実体顕微鏡観察でも 4、21が11I類に28はW類に分類された。特に、 28の突帯文には砂粒中に結晶

片岩が含まれていることから他地域からの搬入品と推測される。

今回の主目的である「松菊里型土器」とその他の土器との比較では、まず遺跡内出土の壺や甕類が

AとBの二つの領域にわかれ、遺跡内には複数の胎土の土器があることがわかった。そして、松菊里

型土器は遺跡内出土土器のB領域に入り、津島遺跡周辺で採取した粘土と同じ胎土でもあった。この

結果より、松菊里型土器は遺跡周辺の粘土を使用し制作されたことが十分に想定される。また突帯文

士器は、少ない試料からの分析結果からではあるが、複数の胎土に分類され、他地域から持ち込まれ

た土器であると考えられる。試料の蓄積を行い再検討する必要がある。

この分析の機会を与えていただいた岡山県古代吉備文化財センターの職員の方々には、いろいろお

世話になった。末筆ではありますが記して感謝いたします。

註

(1) 正岡睦夫•高畑知功• 平井 勝「津島遺跡 2一武道館建設当初予定地の発掘調査ー」岡山県埋蔵文化財

発掘調査報告151 岡山県教育委員会 2000. 

第 1表 武道館当初建設予定地、南池地点出土土器胎土分析結果

番号 掲載番号 遺構名 器種 Si Ti Al Fe Mn 
l 253 舟形士墟4 壺 68 93 0 74 15 63 5 94 

.゚05
？ 261 舟形土撰4 壺 66 92 0 73 17 98 6"02 0 07 
3 283 舟形土堀4 松菊旦型土器 72 31 0 74 15 16 3 S7 0 03 
4 287 岱形土憐4 深鉢突帝文 69 77 0 65 17 02 3 i3 0 04 
~ 291 舟形士扱4 甕 70 JO 0~71 15 60 5 78 0 06 
6 30S 舟形土城4 受 70 81 0 85 16-00 5 06 0 07 
7 3!7 舟形土墟5 壺 65 33 。.71 21 21 2.96 0 05 
8 323 舟形士墟5 松菊里型士器 i2 30 0 62 16.47 L95 0 02 ， 327 舟形土墟5 甕 65 53 0. 77 20.ii 3 06 0 04 
JO 336 舟形土栞5 詐 69 81 0 89 16.34 4. 79 0 04 
II 393 竪穴住居令の下版 :a = 65淀 0 70 20 li 3.4S 0 09 
12 414 竪穴住居4の下層 El: マ・マ 67 41 0 6 19.16 2.iS 0 04 
13 437 竪穴住居9の下面 甕 71 63 0 63 12.95 5、12 O.Oi 
14 432 竪穴住届9の下泌 受 67 81 0-56 17.34 4 63 0 07 
15 438 竪穴住居9の下層 甕 68 58 0.64 16.39 3 74 0 03 
16 lに3 北2A区 壺 65 iB 

.゚52
16 15 3.22 0 08 

＂ 
？初 北2A区 壺 69 36 0.68 18 01 4 51 0 05 

18 245 北2A区 甕 63.06 0.75 I lE 32 6 49 0 09 
19 252 北2A区 甕 68.62 O釦 I14 59 6 34 0 OS 
20 230 北ZA区 甕 66.34 0 i6 li 91 6 19 0 09 
21 221 北2A区 深鈴突否文 65.0S 。.45 16 14 5 06 0⑱ 

22 27:i 北2A区 盗突帝文系 76-19 0 65 13 15 2 09 0 04 
23 333 J区 壺 71.72 0 69 14お 5 47 0 06 
24 336 J区 壺 72 83 0 61 15 55 3糾 0_05 

お実甜番号C-233 J区 甕 73釘 0 64 14 95 2 98 〇侶

26 300 J区 甕 65 47 0 73 21 44 4 14 0.06 
27 338 J区 甕 I 65 39 0 66 19 75 4 88 0.06 

28 392 J区 深鉾突帝文 64 ll I 37 19 96 5 !)5 0.10 

29 343 J区 甕半且系？ 71 17 0 62 16 19 3 43 0.06 
30 前期水田下層 粘土 62 38 l OS 19 76 8 06 0.11 
31 前期水田下層 粘土：砂 (J I) 67 96 0 78 17 14 6 00 0.09 
32 前期水田下層 粘±i砂 (3 2) 69 57 0 13 15 69 5況 0.08 
33 前期水田下層 粘土•砂 (2 I) 65 18 0 95 18 46 6 79 0 10 

※ l -10までは武道館建設当初予定地出土、 11-29は南池地点出土。

※資料番号25は実測したが掲載できなかった。

単位％、ただしRb・Sr・Zrはppm
Mg Ca Na K p Rb Sr Zr 石英 長石 雲母 角閃石 結品片岩 火山ガフス

1 51 0 97 2 39 2 17 1 51 174 164 3S9 

゜゚
X 

1 8 l 68 3 17 l 4 0 08 133 309 208 

゜゚ ゜I 51 0 90 2 43 2 27 0弘 142 161 423 

゜゚
X △ 

I 52 0 92 2 45 2 94 0 63 206 116 559 

゜゚
△ △ 

I 54 l 00 2 16 2 11 0 73 162 186 363 

゜゚
X 

゜I 59 l 00 I. 邸 2 16 0 47 172 125 392 

゜゚
△ △ 

I 69 l 97 2認 I 57 l 43 120 337 173 

゜゚ ゜
,-... 

I 48 0 88 2 56 2 22 l 36 147 127 242 

l 75 l 74 2 92 I 62 L64 159 291 207 

゜゚
OI △ 

I 58 l 19 2 16 1 57 1 42 116 176 269 0 

゜
△ I 

I i7 2 31 2 74 l 66 l 49 lお 427 246 

゜゚
X 

゜
△ 

I 53 I 14 2.31 2 36 2.36 222 196 264 

゜゚
X 

゜l 55 l 37 2 61 2 27 l.54 178 248 322 

゜゚
△ △ 

I 59 I 16 2.49 2 31 l.66 205 222 241 

゜゚ ゜l 50 I 05 2.21 2 53 l.13 214 148 263 

゜
。

゜J 50 I 45 2.51 2泌 3.69 194 29i I 263 

゜゚
△ 0 

I 59 0-78 2 59 2 11 0 15 180 100 325 o I o X △ 

l 54 l.25 2 55 2 48 J_J6 お9 258 311 

゜
。

゜I 60 0.96 2 19 2 41 2侶 188 165 初6

゜゚
X △ 

I祁 1.16 2'l7 2 os I 24 147 212 265 

゜゚
△ 

゜I 51 1.43 2 71 2邸 2 26 207 209 408 

゜
。

1.46 0 72 2 16 I 46 l以 91 124 291 

゜゚ ゜I 44 0 77 I 65 Lil I 42 126 122 260 

゜゚
△ 

1.39 0 71 l 87 2 35 I 31 130 124 2メ

゜゚
。

L50 O紹 2 02 l.92 l 01 ll9 124 249 

゜
0 

゜1.69 l 16 2 32 L95 0 92 200 150 216 

゜゚ 1。 ゜1.86 3 03 2 51 1-53 0 JO 100 迎 206 

゜
0 

I 67 I 55 2 54 0.75 lお 80 窃 2S6 

゜
△ I 

0 ! I I 51 0 91 2 69 1 98 I 21 l46 154 2S3 

゜゚
I X 

゜2 06 l 04 2 gg 2 18 0 I I臼 148 ？双）

I 89 0 99 2 7~ 2 12 0 I 149 124 200 

I邸 I 04 3 42 2 21 0 17 141 144 163 

2 01 l 04 2 91 2 29 0 13 184 150 231 

c: 多凪、〇：普通、△：少量、 x:希に
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付載 武道館建設当初予定地と北池• 南池地点出土土器の胎土分析

第 1図 津島遺跡出土土器の胎土分析 (K-Ca散布図）
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第 2図 津島遺跡出土土器の胎土分析 (Rb-Sr散布図）
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観察表

表 2 土器観察表
※内外面の調整は省略した部分がある。 ※備考の「」は土器に記された注記。 ※器種の「壺」は壺形土器の略、甕• 高杯・鉢も同様。

掲番芭万 調査区 逍層構位名・ 種叫器種 k0m径) 信訊 悶 外 面 内 面 色 調 I備 考

1北池B区 土城l 弥生 1壺 18.7 38.9 9.8 口フ縁ミ部カキヨ、コ底ナ面デ、ナ胴ァ・部へ 口縁フ-部ミヽヨコナデ、頭部 5にYRぶ7い/4橙 1ru小BP括」
ヘ ガキ

2北池B区 土城l 弥生甕 I 口縁部ヶヨコナデ、屑部タ 口ヘ縁フ部ケズヨコリ ナデ、 屑部 に5ぶYRい7程/4 テハメ 7. 
3北池B区 土城l 弥生甕 I 口ケ縁メ部ヨコナデ、肩部ハ ロヘ緑フ部ケズヨコリナデ、 肩部 10にYRぶい7/黄3橙

4北池A区 渭2 弥弥生生 甕委 頸口縁部ヨコナデ、ナデ？ 口緑部ヨコナデ
瓢橙7. 5YROYR6/66 /2 s I北池0区 土 3 13.0 I 夕ァハケ後ナデ 口リ縁部ヨコナデ、ケズ IU小ー7P」

6北池0区 土城3 弥生甕 I 3.4 底部タタキ 板状工具痕

に喜5ぶYいR7橙/3 

7. 
7北池0区 土城4 弥生甕 17.8 

胴口ケ一デ縁部部メ那伝ヶヘエろヨフ具コリっナナデデ、 栖部9ヽ

D縁部工具によるナデ に
7. 

8北池0区 土城4 弥生 訳 12.2 
後ガ工キ具、底ナ部デ} 

胴部ケズリ、ナデ に
小黒IU0斑小-P—PlO士」— ] 」外IU 面7. 

9北池C区 井戸l 器士師甕 口デ口縁縁、胴部部ハ部ケナデメ後ヨコナ 口コ縁ナ部デ工、胴具部ヨケズリ
橙7.5YR7/6 I U1JヽC-PS」

10 北池C区 井戸l 器士師甕 ヨコナデ、ハケメ 口縁部ヨコナデ、ナデ 橙7.5YR7/6

11 北池C区 井戸l 喜師
鉢 8.6 9.9 2.0 

口デ口緑縁、穿部部孔ハヨケメ後ヨコナ
胴部工具ナデ 橙5YR7/8 盆面1つ

12 北池C区 井戸l 喜師 鉢 6.5 コナデ 口緑ヒ部オヨコナデ、胴部 橙7.5YR7/6
ユ サエ

13 北池H区 溝 l 喜師 椀 6.3 底部ナデか？ 剥落して調整不明 10にYRぶい6/黄3橙 IU小H-1」

14 北池 第llpit 弥生 宮_L 口縁部ヨコナデ、沈線4条 口ミ縁ガ部キヨコナデ、 ヘフ 7 に5ぶYRい7橙/4 
15 北池 第llpit 弥生 高杯

脚品指ケミミ柱頭ガガメ主形部キ整ハ、豆脚ケ、晃メナ後部2デつ、ヨタ残テコタヘヘタラキフ

脚部剥落して調整不明I橙7.5YR7/6

16 北池 3 pit 弥生 鉢 9.0 6.2 指瞭頭形整、剥離で不明

75ににYR.5ぷぶYR6いい/64橙橙/4 

黒斑

17 北池B区 pit一括 弥生 甕 15.4 18.5 5.6 ヶ口 部ヨコナデ、底面ハ 口縁部ヨコナデ、ナデ 外ru煤小、Bp黒it内斑」胴

18 北池 pit 弥生 高杯 22.6 沈線8条、穿孔4か所 脚裾部ハケメ、剥落
橙1に0Y5ぶYRRい7/6黄4/6 橙

19 北池Q区 土器2士器6弥生 闘 4.8 胴中カ央部キ上はヨコヘフタ ミガキ 胴ケ部メ上後ユはナビデオサ、下エはハ 黒IU斑小Q土6」外面• 下はテヘラ ミ`

20 北池Q区 土器2土器6弥生 穿-'- 13 9 28.3 8.8 頸ヘ部ラ不ミ明ガ、キ胴部ハケメ後 頸ズ部リナデ、胴部ヘフケ 7 に.5ぷYいR7橙/3 
21 北池Q区 土器5 弥生 甕？ 5.9 

単ナ位縁ナナ3墜メァ条ヨ・組タコ） ァハケメ (l 
ケズリの後ナデ

にIO Y5橙ぶぷYR7いいR6./75橙黄/3Y3 橙R 7 

野I面U煤小—？Q士5」外

22 北池Q区 弥生 鉢 6.8 8.8 4 1 ロは ナデ、胴部上 ヘ口縁ラ部ケスヨ9 コリ ナデ` 胴部 に Q」 外面
7 

23 北池Q区 土器4 弥生 鉢 14.8 8.7 4.1 口ラ縁ミ部ガキヨコナデ、 ヨコへ 剥洛のため不明 黄 /8

24 北池Q区 土器l
贔師 甕 18.3 29.6 

頸口クメ縁部後キ賢f指らハ頭せョコナメデ、 胴部タ
胴部ユピオサエ

灰1に0YR黄ぶ2 い7./5黄2Y橙6 /2 
帽轟土］」

25 南池 竪穴住居l 弥生 宮_L 17 .5 押ケん圧状沈、頚線部ハケ 指口縁頭部によヨるコ押ナ圧デ、 頸部

26 南池 竪穴住居l 弥生 甕 ョコナデ 不明

27 南池 竪穴住居1 弥生 甕
口ナ百百百縁デ部擬凹線2条、 ヨコ

剥落のため不明

28 南池
竪穴住荏在居1 弥生

L 画杯

ヨコナデ ヨコナデ、ナデ
29 南池 竪穴天 1 弥生 ナデか？ 到杯蓬内のため不明
30 南池 竪 1 尉面 16.5 ナデ、ユピオサエ 底部ナデ I U-hl黒褐」

31 閉池2区 竪穴住居2 弥生 官ーし 19.7 34.0 6.7 頸ス部リハケ後沈線、底部ケ 頚ナ部ア9ユアゲビオサエ、 指で I U-h2心」

32 南池2区 竪穴住居2 弥生 宰J_.• 18.8 頸線部タテハケメ後ヨコ沈 口か縁？部ヨコヘフミガキ
h咽ru2-Ih」ー22-Q)接e-合」」 I u-

33 南池2区 竪穴住居2 弥生 空...L 16.6 
頸国条ョ部コ鋸ナタ歯テハ文3ケ個メ残後沈線6 類頭線口部縁2ナ本端デ卜指部頭ヨ押仕帽 下指

1に0YRぶい7/黄3橙
34 南池2区 竪穴住居2 弥生 空-'-- 25.3 部デヨ・ コタナテハデ、ケ頸メ部 コナデ、沈 橙75YR7/6 

35 南池2区 竪穴佳住居2 弥生 空． 15.0 口縁匪部ヨコナデ ヨコナデ、ヘフケスリ 橙橙7 . 5 Y R6 / 6 I U-h2-(1) I 
36 南池2区 竪穴居2 弥生 空_L 18.3 ケ口縁メ ヨコナデ、 タプハ D縁部甜J落して不明 5YR6/6 I U-h2-Q)」

37 南池2区 竪穴住居2 弥生 甕 10.9 14.8 4 0 口ケ縁メ後～肩ヘ部ラナミデガ、キ胴部ハ ヨコナデデ、ヘフケズリ
7 明.5褐Y灰R7/2 ＇U部-hに2心黒）斑l 

38 南池2区 竪穴住居2 弥生 高杯 19.2 11.6 12.4 口縁部ヨコナデ 杯後ミ内ナガ部キは流いタァヘフ 橙2.5YR6/6 f U-h2--0)」

39 南池2区 竪穴住居2 弥生 函杯 16.8 8.8 11.5 Dガ縁キ部～脚部タテヘフミ 口縁部タァヘフミガキ 橙5YR6/6 黒IU斑-h2—①」外面

40 南池2区 竪穴住居2 弥生1高杯 14 6 脚孔柱は部4かタ所ァヘフミガキ、 杯柱脚部内内部部ナヘデフミガキ、 脚
橙5YR7/6 I U-h2—①」

41 南池2区 竪穴住居2 弥生緑杯 10.9 8.0 19 5 ヘ4かフ所ミガキ、脚裾部の孔 ヨコハケメ 橙2.5YR6/8 I U-2e-h2」

42 南池2区 竪穴住居2 弥生

罰
6.7 口ミ縁ガ部キ擬、穿凹線孔、4脚つ部ヘフ D縁部～頸部ヨコナデ

2明.5赤YR褐5/6 
I U-h2-Q)」

43 南池2区 竪穴住居2 弥生 〗打 7.5 15.8 12.4 口ミ縁カ部キに沈線、 タテヘフ 口縁フ部ミ ヨコナデ、 タァ 橙5YR6/6 I U-h2-Q)」
ヘ ガキ

44 南池2区 竪穴住居2 弥生 鉢 20.9 14.9 9.4 落口縁で不部明ヨコナデ、 底部剥 ヘフミガキ剥落
浅10YR黄橙8/4 黒面「U斑」下「2UIeU--2h-住22e炉」-h面2-」l 
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土器観察表

倍番方整 調査区 罰辺悌位名・ 種別 器種 闊 悶 悶 外 面 内 面 色 調 備 考

45 南池2区 竪穴住居2 弥生 鉢 13 8 12.0 6.0 口ケ縁メ阿仏ヘヨラコナミデガ、キ胴部ハ で口縁不部明ヨコナデ、剥落 橙5YR7/8 IU-h2--(i)」黒斑

46 南池2区 竪穴住居2 弥生 鉢 16.3 13.6 4.5 胴痕部跡ハケメ後ヘフミガキ 口リ縁部ヨコナデ、ケス に5ぶYいR6褐/3 
I U-h2--(i)」

7. 

47 南池2区 竪穴住居2 弥生 鉢 14.7 6 5 4.9 不口縁明部ヨコナデ、剥落で ハケメ後ヘフミガキ 橙7.5YR7/6 黒斑

48 南池2区 竪穴住居2 弥生 鉢？ 2.8 ハケメ後ナデ？ ナデ？、ユピオサエ
7 に5ぶYRい6褐/3 

I U-2f-h2-1J 

49 南池2区 竪穴住居2 弥生 鉢 11. 7 6.8 ユピオサエ ハケメ後中央部ナデア
に5ぶYいR6橙/4 

I U-h2—①」
ゲ 2. 

50 南池2区 竪穴住居2 弥生 甕 13.2 21.0 15.6 ケ口縁メ部ヨコナデ、胴部ハ ョコナデ、縦ヘフケズ
橙1に0YR5ぶYRい7/7黄2/6 橙

黒IU斑-2F-h2-2面」
リ

51 南池2区 竪穴住居2 弥生 高杯 17.9 10.2 12.1 部D縁ヨ部コ擬ヘ凹ラ線ミガ2条キ、脚柱 脚裾部ハケメ痕残る I U-h2-2面直上」

52 南池2巨 竪穴住居2 弥生 高杯 (27 8) 19 .1 
脚穿沈柱線孔3部か調所整残不明、 脚裾部

脚内部丁具ナデ
臼鴫浅,-ぶ黄橙い橙

I U-2f-h2-2面」

53 南池2区 竪穴住居2 弥生 高杯 16.3 脚ハ柱ケ部メ絞り痕、脚裾部 I U-h2-2面」

54 
雨南池池22区区 竪穴佳住居2 弥生 高杯 8 4 脚裾部に穿孔4つ 脚裾部ハケメ I U-2f-h2-2而 I

55 竪穴居2 弥生 鉢 9.4 4.3 2.9 胴部ヨコヘフミガキ タテヘフミガキ

橙5にY2ぶR.75い/Y4橙R6/6 

I U-2i-h2-2面」

56 南池2区 竪穴住居2 弥生 器台 15.6 
杯杯キ部部穿全～脚孔体柱的(部5ヘ)落フミガ 杯ミ内ガ部キヨ（放コ射ナ状デ後）ヘラ I U-h2-2面上」

57 南池2区 竪穴住居2 弥生 高杯 21 4 に剥つ で不明 口縁部ヨコヘフミガキ

7 橙1にに0.5Y5ぶぶYYR6RいいR7/6黄褐4 /3 / 8 橙

IU大—2i-2住」

58 南池2区 竪穴住居2 弥生 商杯 夕ァヘラミガキ、エ具痕 杯キ内部放射状ヘラミガ IUJ 

59 南池2区 竪穴住居2 弥生 高杯 10.8 口縁ミ部ガヨコナデ、杯部へ 口縁部ヨコナデ IU大ー2£-2住」
ラキ？

60 南池2区 竪穴住居2 弥生 品杯 12.6 脚ミ柱ガ部キ、脚裾部タァヘフ 脚裾部ヘフミガキ 橙5YR6/6 IU」

61 南池2区 竪穴住居2 弥生 局杯 13.1 脚裾部穿孔後ヘフミガキ 脚痕内ハ部ケ中央メ部しぽり

7橙褐明心灰謁5YRY灰1R077Y//R2 6 6/l 

lU-Z」

62 
堕南他池22区区 竪穴宍住居2 弥生 瓢 7.1 脚裾部穿孔 3か所I 脚!..._内部ハケメ 「U 大— 2 e -2 住青」灰

63 竪住居2 弥生 23.3 
ヘ鋸芭呼フ文ミ線ガ亥キlJ後、穿沈 4l 条、

残りが悪く不明瞭 I lU」-h2下

64 南池2区 竪穴住居2 弥生 鉢 7.8 7.3 3.9 部□ヘ ヨミガコナキデ、 屑～底 ヨコヘフケスリ後ヘフ 橙5YR7/6 I Uh2」
ミガキ

65 南池2区 竪穴住居2 弥生 鉢 19.9 8.1 3.0 工具痕跡 ナデ、指によるナデ

71浅9にこ0.YR5ぶぷ贅YR2いい7./7栢5黄/3Y4 橙7/3 

I U-2e-h2上P」

66 南池2区 竪穴住居2 弥生 宰-==- 15.2 口繹ァ部ヨコナデ、頸部 ヘロ緑フ部ケスヨ；コリ ナデ、 頸部 「U-h2-6床面」
タハケメ

67 南池2区 竪穴住居2 弥生 甕 18.6 35.6 9. l 口コ縁ナ部デに、胴擬部凹線ハ、ケ頸メ部ヨ 口ケ縁ス邪リヨコナデ、 ヘフ
胴fどUu胴部--h,,2部に2-—黒に6床iliJ黒斑6炉面斑j な

68 南池2区 竪穴住居2 弥生 甕 18.6 口縁部ケヨコナナデ、屑部タ デ口縁、部ヘラヨケコナズデリ、ナ

囲7JOにに.5ぷYRぶYRいい7/7貧橙2 / 3 橙

テハメ後デ

69 南池2区 竪穴住居2 弥生 鉢 16 7 18.4 5.0 底口縁部部ヨコナナデ、 ナデ、 口オ縁サ部エ~ ヨコナデ、 ユピ 胴而「「UU部--•hhに「27--i縁煤63ilii」内頸日面外黒斑
ハケ後デ

70 南池2区 竪穴住居3 弥生 壺 (26 3) 屈鰐口縁でタ部ア18条ナハ）デケ、メ波後状沈文線、 （頸完
口縁部ラヨコハケ頸メ後部上タ
テヘ ミガガキ
ヨコヘラミ キヽ

71 南池2区 竪穴住居3 弥生 壺 24疇5 状夕沈ァ線ハケメ後分割ら Dキ縁部頸部タァヨヘコナフデミガ 灰黄2.5Y7/2

72 南池2区 竪穴住居3 弥生 壷 14.8 頸沈・胴3野2条部タァハケメ、 疇ヘフナケテス：、リ 胴部ナデ、 I U-h7-3」外而煤

73 南池2区 竪穴住居3 弥生 壺 17.9 盈約 コ沈ナ線デ、頸部タ
百部口キ縁、押部頸圧部ヨ指コ頭ヘ押フ圧ミガ

I U-h7-3」
テJ、後

74 南池2区 竪穴住居3 弥生 宝一 12.0 
類キ所し＇ら‘せケ、ん状タァ沈線ヘフミガ

ヨコハケデメ、頚 I U-h7-3」
痕後ナ

75 南池2区 竪穴住居3 弥生
宰て士~ 22 0 ケD 部後ヘヨコラナミデガ、キ頸部ハ ハ口縁ケ部メ、ヨ頸コ部ナデナ、デヨコ 「U-h7-3」

76 南池2区 竪穴住居3 弥生 壺 15鼻。
百突フD-, 縁あ蔀部りヨコナデ、 類部刺

粘土帯の痕跡

詣「lJ-h滋7-3」 頸部
77 南池2区 竪穴住居3 弥生 空-'-..' 14.8 ヨコナデ、頸部ナ 口縁部、頸部ナデ

78 堕南池2区 竪穴住居3 弥生 壺？ 9.0 ハケメ後タテヘフミガキ ヘフケズリ
褐OにYR灰ぶ71い/03Y黄R橙4/ll 外I「UU面--hh黒77--斑3 3」(2)」内

79 池2区 竪穴住居3 弥生 甕 18.7 口縁部ヨコナデ、擬凹線 口縁部ヨコナデ、ナデ

80 南池2区 竪穴住居3 弥生 甕 16 1 胴部工具によるタテナデ ヘD縁フ部ケスヨ三コリ ナデ、 胴部 橙5YR7/8

匹TIT合部全IIUU外体---hhI可血に77ー--煤』33 3下I」と接81 南池2区 竪穴住居3 弥生 甍 14.4 肩部剥落して調整不明 ヘ口縁フ部ケスヨ；コリ ナデ、 屑部 lにOYR.ぶい7/黄3橙
D縁

82 南池2区 竪穴住居3 弥生 甍 15.3 口縁部ヶヨコナデ、胴部タ 胴部荒いヘフケスリ 外面
テハメ

灰灰灰IIK9こOO.YRYRぶ苫ぶ裳白22Iいい77O-.. /2 /2 YR55負没YY橙杓6洒8/2 /2 

83 南池2区 竪穴住居3 弥生 甕 14.0 ケD縁メ部ヨコナデ、胴部ハ 胴ラ部ミヘガキフケスリの後へ 煤IU- 外面

84 南池2区 竪穴佳住居3 弥生 雷
5.5 全住部的に剥離 ヘフケズリ

部ImIUU外--hh面JJ--33」」・| 外面口煤縁85 南池2区 竪穴居3 弥生 13.8 屑 タテヘフミガキ 口緑フ部ケヨコナデ、屑部
ヘ ズリ

86 南池2区 竪穴住居3 弥生 甕 11. 7 胴フ部ミカ夕•テキハケメ後タテヘ D縁部工具痕残るナデ

87 南池2区 竪穴住居3 弥生 甕 11.3 胴カ部キタァハケメ後ヘフミ ヘ口縁フ部ケスヨ三コリ ナデ、 胴部 灰褐7.5YR6/2I U-h7-3」

88 南池2区 竪穴住居3 弥生 甕 10. l 口ケ縁メ部のヨナコナデデ、 胴部ハ ヘロ緑フ部ケスヨ・コリ ナデ、 胴部 灰黄2.5YR7/2外IU面-h煤7-3？ (3)」

89 南池2区 竪穴住居3 弥生 高杯 22 6 体部剥後落のため不明 剥落のため不明瞭

51にに0YRYRぷぶ7/いい7/4橙苔2祖

I U-h7-3」

90 南池2区 竪穴住居3 弥生 高杯 21.6 戸諜部タァヘフミガキ、 瞭口縁部剥落のため不明 「U-h7-3」

91 南池2区 竪穴住居3 弥生 高杯 14.9 13.4 14.1 ヨコ・ナナメヘフミ 脚カ端キヨコナデ にぶい黄橙 I 10UYR-h77-/33 」
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観察表

褐番軍号 調査区 屑追信位名・ 種別I器種I(口cm往) 命(cm両) 悶 外 面 内 面 色 調 備 考

92 南池2区 竪穴住居3 弥生 禍杯 17.0 脚雪部！ヽ ケの条後ヘラミガ 脚し中て央い部る絞り痕、 剥落 7 に.5ぶY~い7橙/4 「U-h7-3」

93 南池2区 竪穴住居3 弥生 両杯 19.1 脚キ ケ6条メ後ヘフミガ ナァ にYRぶい7/黄2橙 IU-h7-3」
10 

94 南池2区 竪穴住居3 弥生 鉢 18.6 8.0 3.8 ロ コハケメ ユビデオサエ、エ具によ f U-h7-3」
るナ 橙5YR7/6

95 翔池2区 竪穴住居3 弥生鉢 13.7 6.3 2.0 胴部タテヘフミガキ □緑フ部ミヨコ後タァ反復 10にYRぶい7/黄2橙 f U-h7-3」
ヘ ガキ

96 南池2区 竪穴住居3 弥生鉢 18.4 12. l 5.2 口縁ミ部ガヨコナデ、胴部へ ケスリ後ナデか？
2に.5ぶYRい5赤/4褐 煤ru-h7-3」 外面

ラキ
97 面池2区 竪穴住居3 弥生鉢蘇 23.4 6.5 5.0 剥離していて不明

灰灰10 褐黄YR5褐6YR/2 6/2 
I U-h7-3J 

98 南池2区 竪穴住居3 弥生 47.6 27.2 10. l 

孟線キ口ロメ口口緑惰よ後；母縁、部嬬底部沈ら絵部せヨ3ヨり4付澁んナコココ条状デナけナナ、吏突沈元デデ頭綜帯り部類ミハガケ

夕ァハケガキメの上をヨコ 面fU黒-h斑7-3」夕t
ヘラミ

99 南池2区 竪穴住居3 弥生壺 19.0 5.4 圧口縁痕部ナデ、頸部指頭

~にぶい橙/3 

外31面煤 I U-h7b-

100 南池2区 竪穴住居3 弥生壺 20.5 部沈 頚部ナデ、粘士接合痕
面rfUu煤--hh77bb--33」」 外し

101 南池2区 竪穴住住居3 弥生壺 13.4 口縁藉部ヨコナデ
102 南池2区 竪穴居3 弥生壺 17.4 35.3 8.5 口 ヨコナデ 1に0YRぶい7/2黄橙 斑(U-h7b-3」黒 i

103 南池2区 竪穴住居3 弥生 i壺 16.9 
竹ヘ管フ文に数よる空メ刺匝上突文廻る、 が口縁み部らわれずるかにハケメ に10YRぶい7/黄2橙

' 104 南池2区 竪穴住居3 弥生 空一 20.4 線頚7部-ハ8条ケ らせん状沈 胴部ナデアゲ 灰黄2.5YR7/2I U-h7b-3」

105 南池2区 竪穴住居3 弥生壺 13.8 口縁部ヨコナデ 口縁部ヨコヘラミガキ 灰黄2.5Y6/2
-ru部注、記に-h黒な7f斑-し•3一」 月目

106 南池2区 竪穴住居3 弥生 空=且— 11.0 
文口縁、部沈漿線ヨ1コ条ナデ、 波状

口縁部ヨコナデ 橙5YR7/6

107 南池2区 堅穴住居3 弥生 空て』―• 10.4 23.5 5.8 国フ縁ミ キヨコ（穿ナ孔デ有、底）面へ ロナ縁デ部ヨコナデ、胴部 に5ぷYRい7橙/3 r面Uに-h黒7b斑-3」内外
7. 

108 南池2区 竪穴住居3 弥生 壺 13.0 16.1 8.1 口縁部ヶヨコナデ、胴部タ 口縁部ヨコナデ 灰白lOYRS/2 斑I U-h7b-3」 黒
テハメ

109 南池2区 堅穴住居3 弥生 甕 15.9 25.6 4.6 頸部ヨコナデ後ハケメ ヘ叫フg部ケスヨ.コリ ナデ、 内面 7明.5褐YR灰7/2 疇全「U面-b煤7f-3 ほぼ
110 南池2区 堅穴住居3 弥生 甕 16.2 27.0 5.1 

底認部め部にら指れヨ頭るコ圧）ナ痕 （指紋も ケ口縁ス部リヨコナデ、 胴部 7 に5ぶYいR7橙/3 
111 南池2区 竪穴住居3 弥生 甕 17.9 ケ口縁メ デ、胴部ハ 口縁ラ部ケズヨコナデ、胴部 褐灰10YR6/l I U-h7b-3」

ヘリ
112 南池2区 竪穴住居3 弥生 甕 13.9 20.5 4.7 

筵Uuァ縁縁ヘ部蔀明フヨコナデ、 I屑部調
口ケ縁ス部リヨコナデ、 胴部 灰褐7.5YR5/2I U-h7b-3」

113 南池2区 竪穴住居3 弥生 甕 15.7 29.4 5.7 ョコナキデ、胴部タ ヘ口縁フ部ケズヨコリナデ、 胴部

誓5浅YR黄7橙/3 

I U-h7b-3」
ミガ

114 南池2区 竪穴住居3 弥生 甕 14鼻3 20.4 4.2 胴キ部荒いタテのヘフミガ 口オ縁サ部エナデ、頸部ユビ
煤IIをUU除胴--hh黒き77bb煤斑--33 」頚部

115 南池2区 竪穴住居3 弥生 甍 17鼻2 口柊祗部ヨコナデ、胴部横 口ケ縁ス部リヨコナデ、 ヘフ 」口緑
・ ハケメ

116 南池2区 竪穴住居3 弥生 甕 15.0 17 .1 4.5 D縁部ヶヨコナデ、胴部タ 胴部ヘフケズリ、ナデ買樫IOYR8/4 I U-h7b-3」煤
テハメ

117 南池2区 竪穴仕居3 弥生 甕 14.8 旦ァ縁部ヨコナデ、屑部ナ ヘ口縁フ部ケスヨ・コリ ナデ、 肩部

7桓!ににO.5YR2ぶぶY.5いいR7YR6/6椅黄/33 摺/6 

I U-h7b-3」

•118 南池2区 竪穴住居3 弥生 甕？ 4.0 タテみヘれフミガキがわずか がわずみかられにヘるフミガキ？
煤rruu、--hh黒77bb斑--33」」 全体にらる

119 南池2区 竪穴住居3 弥生 高杯 32.3 21.5 20.5 口ガ縁キ部から脚裾部ヘフミ 脚柱部ヘフケズリ

120 南池2区 竪穴住居3 弥生 函杯 28.9 17.1 18.5 口ガ縁キ部から脚裾部ヘフミ 脚裾部ヨコナデ
浅7.5黄YR橙8/4 

[面面II UUU一一---hhh部部777bbb煤煤---333」JJ杯秤黒斑内内121 南池2区 竪穴住居3 弥生 高杯 26.4 17.2 18.8 

厨下ffl 百祁所沈穴か線ユ）所4個II)4ビl 条、 脚裾部透かし

口縁部ヨコナデ
5にYRぶ7い/4橙

122 南池2区 竪穴住居3 弥生 鉢 20.1 19.2 7.6 ァォヘフミガキ、底 口ケ縁ズ部リヨコナデ、 ヘフ 浅黄2.5Y7/3 
サエ

123 閉池2区 竪穴住居3 弥生 高杯 17.5 
孔生透間は下3段か所{4？か

杯脚キ九部部、剥放中ナ射央落デ絞状かヘり？ 痕後ナ
5にYRぶ7い/4橙 I U-h7b-3」

124 南池2区 竪穴住居3 弥生 尚杯 15.1 14.6 13 6 4、か下し穴3条5 、沈 フミガ

7 灰に.5ぶ黄YR2い.7橙5/Y3 6/2 
I U-h7b-3」

125 南池2区 竪穴住居3 弥生 尚杯 11.0 ヨコナデ、 r呑孔3 脚部ナデ、絞り痕 I U-h7b-3」

126 南池2区 竪穴住居3 弥生 両杯 19.9 
穿剌緑tL突メ上文部後42ヘヨ段かコラ所ナミ・デカ下合4か所、

ナデ にYRぷい7/黄4橙 I U-h7b-3」
10 

127 南池2区 竪穴住居3 弥生 鉢 27 1 口ヶ 胴部ハ 口縁ラ部ミヨコナデ後ヨコ 灰黄2.5Y7/2 I U-h7b-3」
ヘ ガキ

128 南池2区 竪穴住居3 弥生 鉢 15.8 12.1 5.4 口ラ縁ミ部ガキヨコナデ、胴部へ 胴カ部キ指？頭押圧後ヘラミ 黒7.5YR2/l I U-h7b-3」

129 南池2区 竪穴住居3 弥生 甕 13.0 口縁部ヶヨコナデ、胴部タ ヘ口縁ラ部ケズヨコリ ナデ、 胴部 7 に.5ぶYいR6黄/3橙テハメ
130 南池2区 竪穴住居3 弥生 甕 ;J,-.『;J サ夕エァハケメ、底面ユピオ タテヘラケスリ

1に0YRぶい7/黄2橙 外「U面-h煤7-3下J 内

131 南池2区 竪穴住居3 弥生 高杯 23.2 

脚沈LJキ指線柱緑押、圧部部ら2条1せ形タ整テん暉状後ヘ2全， ラミガキ ？ 

口縁部ヨコヘラミガキ 橙5YR6/6

132 南池2区 竪穴住居3 弥生 尚杯 14.0 12.9 13.9 ヘフミガ 口縁部ヨコヘフミガキ
10橙にYR7ぶ.5い7YR/賀37橙/6 

内IU煤-h7？-3」 杯脚，＇ I 線
133 南池2区 竪穴住居3 弥生 鉢 10.2 5.4 3.3 体をナァ 指ァ押圧形整後全体をナ 面注記黒斑なし 口緑内

134 南池2区 竪穴住居3 弥生 聾 4.9 全体ユピオサエ 全体ユピオサエ
7黒に.55ぶYRYRい7L橙/3 7/l 

I U-h7-3」

135 南池2区 竪穴住居4 弥生 甕 剥か落？ していて不明、ナデ 剥落していて不明 床面出士、外面煤

136 南池2区 竪穴住居4 弥生 脚 整ナデか？、指圧により形 ヨコナデ 褐灰10YR4/l 床面出土

137 南池2区 竪穴住居5 弥生 甕 ヨコナデ ヨコナデ
に5ぷYRい7橙/4 I 出U土-hl3床J床面
7. 

138 南池2区 竪穴住居5 弥生 両杯 ラョコミナガデキ後タアの反復ヘ ヘフミガキ 面IU出-2士d-hl3床」床
橙5YR6/6
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土器観察表

知番戦号 調査区 坦恩仔位名・ 種別 器種 (ロcm往) 孟(c和m酌) 底(cm住) 外 面 内 面 色 調 備 考

139 南池13区 竪穴住居6 弥生 甕 口縁部ヨコナデ 口リ縁部ヨコナデ、ケズ 7 に5ぶYRい7橙/4 
「U-13-h9杞主」

140 南池13区 竪穴住居6 弥生 甕 口ケ縁メ部ヨコナデ、 タアハ ロ緑フ部ミヨコナデ、 ヨコ
ヘ ガキ

饂橙75IOにににY.Y55ぷぷぶRYYRR6いいいR/7/477/栢黄/4`  4 6 橙

141 南池13区 竪穴住居6 弥生 甕 口縁部ヨコナデ 口縁部ヨコナデ

142 南池13区 竪穴佳住居6 弥生 甍 口縁部ヨコナデ D縁部ヨコナデ
143 南池13区 竪穴居6 弥生 甕 口縁部に凹ナ線デのようなも ヨコナデ、ケズリ

の、ヨコ
144 南池13区 竪穴住居6 弥生 尚杯

脚i孔口ケ柱縁晶はメi、～＂剥脚かョ裾益所落コ部残翌ナ存ヘデ明ラ） ミガ

ナデ、丁具痕あり f U-13-h9D床？」

145 南池13区 竪穴住居6 弥生 高杯 ミガキ、 杯ラ内ミ部ガ剥キ落？で不明、 ヘ
に5YRぶぷYRいい7/26楼黄/4橙7. 

146 南池13区 竪穴住居6 弥生 鉢 7.8 、胴部ハ 胴部ケスリ後ナデか？ に
10 

147 南池13区 竪穴住居6 弥生 鉢 4 9 ョコナデ、ミ胴カ部キヨコ ナ に5ぶYいR6橙/4 U外黒IU-斑面-131黒3-？h-煤斑h9」9-？D（接床合？） ナメヘラ ョコナデ、胴部ナデ 7. 

148 南池13区 竪穴住居6 弥生 讐 4.3 ハピケオサ？エナ後デナ？デ、ナデ` ュ荒タテく工ヘ具ラナミデガ、キ脚内部
灰橙10 Y黄5YRR褐6 /7 2 / 6 

149 四南池13区 竪穴仕情居1
弥生

喜悶杯 剥剥脚穿口縁据蕗落孔部部5Lしかててヨタ所調調テコ？整絋文ナ不小デラ明明ミガキ、

ロ昼落部ヨコナデ
150 池13区 竪穴居7 弥生 剥 して調整不明 橙橙7 . 5 YR 7 / 6 
151 南池13区 竪穴居7 弥生 ナデか？ 7 .5YR7/6 
152 南池13区 竪穴居7 弥生 脚裾部ナデ、ハケメ 灰褐7.5YR5/l「U-13-hlO」

153 南池13区 竪穴住居8 弥生 甕 ョコナデ ヨコナデ
橙1に0Y7ぶ.R5い7YR/黄47橙/6 

154 南池13区 竪穴住居8 弥生 鉢？ 胴部ナデ、底部ユビオサ ナデ、内底部ユピオサ I U-13-Hll」
工 工

155 南池13区 竪穴住居8 弥生 鉢 3 0 底部ヘフミガキ、タタキ 内フ底ケ部スヘリフミガキ、 ヘ 橙5YR6/6

156 南池 竪穴住居9 弥生 両杯

杯脚胴Oデキ（ハ柱縁都部、、ケ部部胴ハ穿ョ状孔部ケコタヨ，!4ハメテナコか）後のデケナ所ヘヘデメフミガ

脚な部ナユデビオサエ後丁寧 橙5YR7/6

157 南池 竪穴住居9 弥生 両杯 フミガキ
百杯工部部絞具ヘナり痕フミガキ、 脚柱

橙5YR6/6
・ナデ

158 南池 竪穴住居9 弥生 鉢 、エ具ナ ヨコナデ、胴部

言にぷい苫；橙橙

内面黒斑
デ？

159 南池 竪穴住居9 弥生 鉢 39.9 胴キ部ハケメ後ヘフミガ 胴部外面に黒斑

160 南池 竪穴住居9 弥生

胴麻―

12.9 ， 4.2 
調胴工整部及不びタ明テナ`デ底面ユビオサ 剥ヒ落オサしエて調か整？不明、 ユ

161 南池 竪穴住居9 弥生 10.8 6.4 5.1 ヘフミガキ 丁具のナデ、ミ ヨコ・ナナ
メヘラガキ

162 南池 竪穴住居9 弥生 鉢？ 5 底底面部ユナデピオサエ後ナデ、 ナデ

163 南池 竪穴住居10 弥生 壷 口プ縁部に擬凹線、 ヨコナ
ヨコナデ、ヘラミガキ

164 南池 竪穴住居10 弥生 甕 ョコナデ ナデ、ケスリか？

165 南州池C'・D竪穴住居11 弥生 甕 口縁部ケヨコナナデ、肩部タ 口リ縁部ナデ、肩部ケズ 「UD-l-h8溝」
テハメ後デ

166 池C'・D竪穴住居11 弥生 甕 14.0 口縁部ヶヨコナデ、屑部タ 外面黒斑
テハメ 口墜落部ヨコ覇ナ匿デ、 ナデ

167 南贔池C'・D竪穴住居11 弥生 喪 剥落のため調整不明 剥のため 不明

168 池D区 土城l 弥生 甍 13.8 口ケ縁メ部ヨコナデ、胴部ハ ケスリ
外IUIU面--DD煤--PP-5 24層」

169 南池D区 士城l 弥生 壺 21.6 口縁部ヨコナデ、凹線 口ミ縁ガ部キヨコナデ、 ヘフ
橙7浅.55黄YRYR橙86//6 6 

層」

170 南池D区 土腋l 弥生 品杯 19::, 13.7 10.8 杯カ部キ多、穿角形孔 ヨコヘフミ 杯脚ス柱部リ部タァナヘデ、フ脚ミ裾ガ部キ、ケ 盤ru「U充--Ds填住-P22面層上」」円2段3つずつ

171 南池D区 土城l 弥生 高杯 24 3 部口縁タ部ァヘハケラメミガ、沈キ線、脚2柱 杯ミ部カタキテ・放射状ヘフ 灰褐75YR6/2 
内面に煤

172 南池D区 士城l 弥生 鉢 36.0 り序，贋;;_nr;、キ屑部"
屑タ部テヘヨコラヘミガフケキス1)後

灰JO9こ5黄YぶYRR褐い6/27楼/4 

外!U面-D黒-P斑6陪」

173 南池E区 ±腋2 弥生 士空 13 6 >文口縁 ナコナデ後デ後沈採鋸函 口ミ縁ガ部キ、ヨ頸コ部整ナ不デ明、ヘフ 7. 
174 南池E区 土膜2 弥生 壺 18 6 整ナ杢T)明 （口縁部 剥落して調不明 橙5YR7/6 I Uepit」

175 南池E区 上城2 弥生 焉杯 12.4 
部2かナTヨ所旦デコ残ヘ、ナ存賑フlミガキ、

杯カ部キハ、脚ケ部メのナ後デヘフミ

77浅ににに10.. 55YRぷぷぶ黄YRY2いいいR7./77橙橙5負//2Y3 3 樗7 / 3 

「U-E-oit」
176 南池H区 土城3 弥生 甕 16.8 21.4 6.3 ス口縁リ餅f友工ナ具デ、ナ 部下はケ 部口縁ヘ部フハケケズメリ 、胴 底

177 南池H区 土城3 弥生 甕 15.5 17 1 5.5 底口縁部部タテヨハコナケデメ、胴部・ 底D緑祁部ヨコナズ、デ、 胴•
外外外IIUU面面面G-G黒ピ黒黒ヒ斑ッ斑斑ット」ヘラケ リ

178 南池H区 士城3 弥生

闘器
18.4 6 6 タテ・ヨコ ナナメハケ 上はハケズメ、下はヨコ ト」

メ ヘラケリ

179 南池4区 土器棺l 弥生 空-- 8.7 
后メ緑部後、謂ヘ部沈線整ラヨ不ミ明ガ、キ胴祁ハケ

胴夕上ヨコヘスフャケリスリ下 褐灰10YR4/l
テヘラケ

180 南区池北2A 弥生 空.,,... 
ロキ、 1コ条ヘフミガ 口縁部ヨコヘフミガキ 橙5YR6/6

181 南区池北2A下部包含層 弥生 空...L・ 14.9 
沈噌Dご］縁,へ2部部フー条ユヨベヽ、ピ閻が刺い突、•I決 胴ア餅俊上ヘユラビミオガサキエ・ ナ

灰7に.5褐ぶY7い7/.5橙3 YR5/ 2 
胴黒外斑面• ロ縁内面

182 I 南区池北2A

黒粘土直上 弥生 空ー 15. l ガコナキデ、 屑部ヨ ヨコヘフミガキ、ユピ
オサエ

183 池北2A 弥生 '.5:1: ギ 13.3 剥落して調整不明 肩部ユピオサエ後ナデ 灰白10YR8/l

184 池北2A黒褐色砂層 弥生 壺？ 口ナ縁デ部ユビオサエ後ヨコ Dコ縁ナ部デユビオサエ後ヨ

にlOYRvぶぷllいい77/2 /黄黄2橙楼

口縁部外即黒斑

185 南区池北2A黒粘土直上 弥生 空= 

I 
不口縁明部瞭ナデ後ヘフミガキ ナデ後ヘフミガキ に

10 
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観察表

西番号軟 調査区 遺層栴位名． 種別 器種 kロm叫)益(cm両)I底(cm住} 外 面 I 内 面 I色 調 備 考

186 南区池北2A黒粘土直上 弥生 壺？ ユビオサエ後ヨコナデ ハケ状工具によるナデ

7灰に.5ぷ黄YR2い.75橙/Y3 7/2 
187 南区池北2A大量の土器 弥生壺

具ナ使デ用及2びデ条ヘ、沈強ラ線いミガキ、 エ
ユビキオサエ後ヨコヘフ 外凹黒斑
ミガ

188 南区池北2A黒褐色層 弥生穿 ヨコナ 、 ヘフ描綾 ナデ 黒2.5Y7/3 弥録生記載式士器集成図
杉文

189 南区池北2A黒粘上 弥生弱 ヘナナラ描メヘ文輝様フミガキ後強い ヘナフデかミガ？キか ?T寧な

15灰に9ごYR.5ぶぶ掲YR6いいl/041橙橙YR/3 4/ l 190 南区池北2A淡黄砂層 弥生壺 ナデ後 ナデ

191 南区池北2A黒粘土直上 弥生 壺 ヘフ描沈線の綾杉文 ュピオサエ後ナデ

192 南区池北2A 弥生 空-'-

ヘ弧部ラ文ナミガ直、キ底線ヘフ描沈線
ユピオサエ後ナデ

IO7灰浅1こ.YR5ぶ焚i'lYR朽い170/8YR食/23 橙7/l 

外岡黒斑

193 南区池北2A黒粘土層 弥生 壺？ 11.3 胴の ナナデ 回ユピオサ
胴サ部エデ後後ナデナ、デ底部ユビオ

内岡少し黒い色調
工 ァー9

194 南区池北2A黒粘土直上 弥生 壺？ 9.5 ヨコ ナナメヘフミガキ ナキ ナナメヘフミガ

195 南区池北2A黒粘土直上 弥生 壺？ 7.4 

底胴プ具Uに縁部後部痕よ綜丁残ユ部る刻ピオサエ、 底面ナ

底部ナデ

759にこYR.5ぷぷYR6いい/47橙橙/3 
196 南区池北2A黒粘土 弥生 壺？ 8.8 寧るなナデ、一部エ ナデ 内面煤

197 南区池北2A黒粘土直上 弥生 甕 ナ夕プデハケメ、エ具 ユピオサエ 灰褐75YR6/2 

198 南区池北2A大醤の上器 弥生 甕 口縁部ユビオサエ後ナデ D縁部ナデ、エ具痕 褐灰75YR5/l 

199 南区池北2A 弥生 甕 口縁部ユピオサエ後ナデ 口コ縁ナ部デユピオサエ後ヨ
灰1に0YR褐ぶ7い7./5黄2YR橙6/2 

口縁部外面黒斑

200 I 南池北2A黒粘土直上 弥生 翌 ナロ態ナ部ユピオサエ後ヨコ 口縁部ヨコハケメ 内と面同黒一斑？ ? 201 -
201 池北2A黒粘土直上 弥生 甕 口ナ縁デ部ユピオサエ後ヨコ 口縁部ナナメハケメ

に5灰ぶY10いR6Y褐/R3 6 
外面面黒煤斑 黒斑、 内

202 息南池北2/¥黒粘土直上 弥生 甕
" " 口目緑ナ部デヨコナデ、段下工

ユピオサエ後ナデ 7褐. ／］ 

203 池北2A黒粘土直上 弥生 甕 22.5 1条、タプ ナナメ Dオ縁サ部エ後ナデナ、デ胴部ユピ 橙5YR6/6 胴黒部斑外面煤、外面

204 南区池北2A 弥生 甕
慢アぃ品縁、ナ糾蔀9ナんL1ビ条オサエ後ナ

ユピオサエ後ナデ

5黄にY灰ぶR62い/.45橙Y 6/ l 
205 

南I池北2A

黒粘土直上 弥生 甕 部ロ 線エメ具ナデヨコナデ、胴 謂D縁整部不工明具ナデ、 下は 外面煤か？

206 池北2A淡青砂上部 弥生 甕 口よ縁る部ナナデデ、 胴部工具に 口デ縁部ユビオサエ後ナ
橙1に0Y2ぶR.5い7Y/黄R26橙/6 

207 池北2A 弥生 甕 D縁部ユビオサエ後ナデ ユビオサエ後ナデ

208 池北2A黒粘土直上 弥生 甕 口縁部沈線l条、亥lj§ ユピオサエ後ヨコナデ
7明.5褐YR灰7/2 

209 池北2A
包黒淡含翌褐層整色塁砂直上

弥生 甕
口デ縁、部刻ユ目ビ沈オ目線2サ段エ1条後かナ？ 

ユピオサエ後ナデ 灰白10YR8/2
橙内口縁・(外2部.5外面Y赤面R6色黒/6顔斑) 料

210 南区池北2A 弥生 甕 口縁部、::,_刻 口縁部ナデ 灰褐10YR5/l

211 南区池北2A黒粘士直上 弥生 甕 17.5 0ナ縁鰐デ部、ユ部ピオサケエ後ヨ：ゴ サ口縁ヨコ部ナデナ 尋ユビオ 灰掲7.5YR5/2 外か面？黒斑及び煤
胴ハメ エ、胴デ

212 南区池北2A黒粘士直上 弥生 甕 ハ口縁ケ ヨコナデ、ナナメ □緑部ヨコナデ

灰!浅7英O.Y5灰苔焚YRR橙2褐6./85/2 Y3 6 / 1 

外面黒斑

213 南区池北2A黒粘士直上 弥生 鉢 口縁部フヨコナキデ、胴部ヨ ユビオキサエ後ヨコヘフ
コヘミガ ミガ

214 南区池北2A青黒色粘士 弥生 鉢 ユピオサエ後ナデ、山形 ユビオサエ後ナデ
文

215 南眉池北2A黒粘士 弥生 甍？ 8.2 塵ア部、工底具面によるヨコナ 胴い部ナ尤ァデ、底部少し強
灰1に0Yぶ白R1い70/Y黄2R橙7/l ヘラミガキ

216 池北2A黒粘土直上 弥生 甕？ 13.3 底ナ部デ丁（寧ヘなラナミデガ？キ、風底）面 ユビオサエ後ナデ 底部内面に黒斑

217 南区池北2A黒粘上直上 弥生 甕？ 8 ガタァキ工か具？ナデ及びヘフミ ユピオサエ後ナデ 灰褐7.5YR6/2

218 
南眉池北2A黒粘土直上 弥生 甕？ 8底部剥落して調整不明 底部剥落して調整不明 内面煤か？

219 池北2A淡青砂上部 弥生 甕？ 8底部ナデ？、底面ナデ 調整不明 内皿に炭化物

220 南区池北2A黒掲色砂 弥生 鉢 53 サ口縁エ部2段ヨコナデ、ユビオ 胴ミ部カキヨコ ナナメヘフ 内面黒斑

221 南闊池北2A淡黄砂層 縄文 深鉢 帯口縁に部刻刻目 且張り付け突 口縁部ナデ

222 池北2A黒色粘土層 縄文 深鉢 突点帯で埋、縦め2る条沈線間を列 ナデか？ 弥載生式土器集成掲

223 南区池北2A黒色粘士層 縄文 深鉢 口縁部ヨコナデ、刻目 ナデ 灰褐75YR6/2 
外色器面物集成質お掲、こ載弥げ生か式？土黒

224 南区池北2A黒色粘土層 縄文 深鉢 32.6 帯口縁後刻部ヨ目2コ段ナ、デナ、デ貼付突 口か縁？調部整ヨ不コ明ナデ、 ナデ
7褐に.5灰ぶYR10い6橙YR/4 4/l 

弥載生式士器集成掲

225 南日池北2A黒色粘士層 縄文 浅鉢

貼上ロDカ緑緑具キり部付、部に沈けナよヨ緯突デるコ帯ナi後デデヨJ.コu刻ヘ目、フ日、ミ

ヨコヘフミガキ

226 池北2A黒色粘土層 縄文 深鉢 ナデ 灰褐7.5YR6/2弥載生式土器集成掲

227 南拡池北2A下部包含層 弥生 空． 6 1 9.7 4.7 

部ヘヘ木サDラガ緑描葉エララキヨ部酉描描文、コ？絲底ヘ直1lヨ立7個線線而文コラ3文文、ナナミ条2底デ1デガ条条、部`キ後頸、、頭ユヘ、剌有•部胴ヒラ胴突薗へ部オミ、胴サ後の口ス緑跡部エナリ上祁俊、f？ 下はナヨまIたこ'具-はJ-部絞-j'にヒ、ユよりエるピ？具、ケオ

灰褐7.5YR5/2
完面弥載形生、式品内土面胴器に部免坦外斑成掲、

デはユ オサエ
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土器観察表

靡誓 調査区 叫層憎位名' 種別 器種 (Ucmt全) 悶 閤 外 面 内 面 色 調 備 考

228 南拡池北2A茶土褐砂質粘 弥生 鉢 40.7 Dナ縁デ部ユピオサエ後ヨコ 口コ緑ナ部デユビオサエ後ヨ 浅lOY黄R橙S/3 

229 南拡池北2A溝の砂層 弥生 甕 胴部ヨコ ナナメハケメ ユピオサエ後ナデ 黄灰2.5Y6/1 外面黒斑

230 南拡池北2A下部包含層 弥生 甕 胴部ヨコ・ナナメナデ □ナ緑デ部工具ナデ、胴部
褐灰7.5YR5/l 

231 南拡池北2A下部包含層 弥生 甕 22.4 口縁部ナデ、胴部ナデ
ロヒ縁オサヨエコ後暉ナデナ、デ胴部ユ 聾黄灰10YR6/l

232 南拡池北2A
令包砂‘含詞層直上 8 底具部当たタァり痕ハケメ、 底面工 剥落して調不明瞭 灰2.5YR5/l外面・内面黒斑

弥生 甕？
233 南拡池北2A 含屈 弥生 甕？ 11 4 孔夕1ア個・ナナメハケメ、穿 ナデ 褐灰10YR5/l

234 痺拡池北2A砂包含層直上 丁デ具？によるナデ、底面ナ ナかデ？後ヨコヘフミガキ 橙5YR7/6
弥生 甕？ 8 .1 

235 南拡2池北2A
黒!百褐色包含

口縁部ナデ、沈線2条 □ミ縁カ部キナデ後ヨコヘフ
弥生 宮-'-- 33 3 

236 南拡2池北2A 褐色包含 工具によるナデ ヨコヘフミガキか？
弥生 空ギ

237 南拡2池北2A 黙色粘土 弥生 壺 13.2 不明瞭だがナデ？ ユピオサエ後ナデ

238 南拡2池北2A黒府褐色包含 Dキ縁、部沈線ナlデ条後かヘ？ラミガ Dデ縁部ユピオサエ後ナ
弥生 亜ギ 16.2 

239 南拡2池北2A黒粘士層 弥生 空"--' 14.2 段上ヨコケズリ ユピオサエの後ナデ

240 南拡2池北2A青黒色粘士 弥生 空士 15.3 
沈1ナ個線デ残後l条、ヘ沈、ラ線赤ミ2t-ガ3キ本、穿孔

ナり付デ後け突ヘ帯フミガキ、 貼

241 南拡2池北2A淡黄砂層 弥生 宜士 赤色顔料付着 ナデ ~ 掲局灰灰IO!OYYRR46/l I 
242 南拡2池北2A青黒色も土 弥生 壺 線1寧tなヨコナデ、山形沈 ユビオサエ後ナデ

243 南拡2池北2A， 黒褐色包合 胴円 ハなケナメデが一部残るが 胴な部ナユデビオサエ後円滑 にYぶRい5/黄3橙 胴黒斑部外面 内面に
弥生 甕 30.8 10 

244 南拡2池北2A 褐砂質粘 段口縁、部胴エ部臭工具ナデナ、デ刻目2 口オ縁サ部エ後ナデナ、デ胴部ユビ 外面黒而煤斑?．？ 、D縁内
弥生 甍 21.2 

245 南拡池2北2A褐痙青色粘砂下 胴口縁盤部部一少部ヨしコヨナコデナテ刻目、 面口縁黒部斑蔀丙外而面煤 内弥生
璽

20.9 胴部ユビオサエ後ナデ
246 拡南池2北2A 薫色粘土 弥生 22.2 胴 強めのエ具ナデ 下口縁は調部整ヨ不コ明ナデ、 その 口縁 黒斑

247 南拡池2北2A黒層褐色包含 Dメ縁、胴部部ナ工デ後具ナタデナハケ 口縁部ヨコナデ
弥生 痰

248 
南品拡池2北2A

黒贋褐色包含 ナデ？、エ具による段 ユピオサエの後ナデ
弥生

慶249 北2A 黒色粘士 弥生 咀ピオ尉部サエナデ、 刻み目、 ユ ユビオサエ後ナデ

250 昼南池北2A褐I色粘砂 I・ 上祁聾D--縁具ナデにかよる？沈線I条、 胴 Dオ縁サ部エ毯落ナデナ、デ胴部ユピ に5ぶYRい7/橙4 
弥生 甕 22.3 7. 

251 北2A 褐色包含
部町沈線ユ］ピ条オサエ後ナ 胴部剥 して調整不明

にY褐ぶR5い7Y/黄R2ヽ橙弥生 甕 18.4 10 
252 拡南池2北2A黒含育褐層色包 コナデ、ケ胴メ部タ 丁口縁寧部なナヨデコナデ、 胴部 灰 R4/2 外面煤

弥生
甕甕

21.5 タテハ
253 南拡2池北2A 黒色粘土 弥生 剥口縁落部だユがナビデオサかエ？、胴部

71にに0.5YRぷぷYRいい7/6橙賞4/ 4 橙剥落して調整後不ナ明
254 拡南2池北2A溝の砂層 弥生 甕 段夕ァハケメ、沈線l条が2ユビオサエ ナメハ 外面黒斑

ケメ
255 南拡2池北2A青黒色粘土 弥生 甕 22.5 Dデ縁、胴部ユ部Tピ寧オサなエナ後デナ 口ピ縁オサヨエコ後ナデナ、デ胴部ユ

256 南拡2池北2A青黒色粘土 弥生 甕 デ口縁、胴部ユ部丁ビ寧オサなエナ後デナ 胴部剥落して調整不明 灰灰10YR黄白褐150/YR2 7/l 

257 『南池北2A黒層褐色包含
デ口縁、刻部ユ目、ピ沈オ線剥サ____,_ 落エ1,条.後'しナ

デ口縁部ユビオサエ後ナ
弥生

璽
77送にに..55尻ふぶYRY5いRいY76橙楼R// 4 4 8 /J 

258 2 池北2A横掘 弥生 23 4 胴整不祁明ナ瞭デか？ て調 胴部ユピオサエ後ナデ 外面煤？よごれ？

259 唇南池北2A青黒色粘土 弥生 売 一部工具によるナデ ユピオサエ後ヨコナデ 口縁部外而煤

260 北2A黒層褐色包含 かD縁？部ユピオサエ後ナデ D縁部ナデか？ 灰白10YR8/2
弥生 甕

261 『南池北2A黒層褐色包含 Dナ縁デ部ユピオサエ後ヨコ 口縁部ヨコナデ

7類19にこ0.5ぷYぷYRRいい76粒黄/24 桓 2 

斑D縁部外面煤、黒
弥生 甕

262 2 池北2A褐青部色粘砂下 胴部ナナメハケメ 胴部ユピオサエ後ナデ
弥生

璽263 南『池北2A 黒色粘士 弥生 調口縁整部不ユ明 ピオサエ、 胴部 〇コ縁ナ部デユピオサエ後ヨ 外oo煤

264 2 池北2A青黒色粘上 弥生 甕 胴部工具によるナデ 口縁部ヨコナデ 灰白10YR7/l 口縁部外回黒斑

265 南拡2池北2A褐部色粘砂下 口ナ毬ァ部ナデ、刻目、胴部 口ケ縁ス部リ後ナデナ、デ胴部ヘフ 灰黄2.5Y6/2 口縁部外岡煤か？
弥生 甕

266 南拡2池北2A青黒色粘土 弥生 甕
Dデ縁、部上ユ只ピ''iた’オサり痕工後ナ 工具サに後よるナデ、ユビ 灰褐10YR4/l 外面籾面煤痕、口縁部内

オ エ ナ デ
267 南拡2池北2A青黒色粘士 弥生 甕 胴口縁部工部具ナデナ 目2段、 工口縁後部ナナデデ、 ユビオサ

7灰に.5ぶ白YRい106YR褐/3 8/2 
268 南拡2池北2A青黒色粘士 弥生 甕 口デ縁、刻部ユ目2ピ段オサエ後ナ 工口縁後部ナデナデ、 ユビオサ 口縁部外即黒斑

269 南拡2池北2A茶土褐砂質粘 9底工部具ナタデテ工具ナデ、 底面 ヨコ・ナナメナデ 外斑即か煤？か？内面黒
弥生 甕？

270 拡南2池北2A黒層褐色包含 8 底メ部、底ユ面ピオナサデエか後？ハケ ユピオサエ後ナデ
弥生 甕？

271 南拡2池北2A黒層青褐色包含 底邪ユピオナサデエ後ハケ ユビオサエ後ナデ
弥生 量： 7.9 メ、底面 内面炭化物付増？

272 拡南2池北2A 黒色粘土 弥生 ， ナデ、 2段の沈線 剥落して調整不明

273 南拡2池北2A青黒色粘土 弥生 蓋 ヨコナデ、沈線 ユピオサエ後ナデ
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観察表

図番戟号 調査区 遺暦構位名・ 種別 器種 {1-Jcm・ 匡) 悶 悶 外 面 内 面 色 調 備 考

274 南拡2池北2A青黒色粘土 弥生鉢 31 部口縁ヨ部コヘヨコラナミデガ、キ段？、胴 胴部ヨコヘラミガキ

灰浅77褐に..5511<7苫ぷ白YRYR橙!いO.86YR5枢//YR4 4 7/6/I 2 

外面黒斑
275 南拡池2北2A黒層褐色包含 弥生壺 口縁部ナデ

エ口藉稔仮部蔀ナt.ァデ？． 、ユピオサ

276 南拡池2北2A
黒層黒褐色粘色包土含

縄文 深鉢 口ナ縁デ部ユピオサエ後ヨコ ロ ヨコナデ 斑口縁部外面煤、黒

277 南拡2池北2A 縄文 深鉢 貼り付け突帯後刻目か？ ナデか？

278 南区池北2B植墨物層上砂 弥生壺 D縁部ヨコナデ ユビオサエ後ナデ
灰1に0Y黄ぶR2い7./5黄3Y橙6/2 

279 南区池北2B 端黒土陪 弥生壺 ナデ、重弧文 ユピオサエ後ナデ

2-80 南区池北2Bl層 弥生甕 I I胴デ口縁部、段部タユの下ピオをサナエデの後ナ
剥落して調整不明 赤橙10YR6/2

281 南区池北2D黒色粘土 弥生 甕 ァハケメか？ ユビオサエ後ナデ

妖!にOYR=YR百苔褐66//荷23 橙

維口縁痕部？内面植物裁

282 南区池北2D黒色粘土 弥生甕 口ナ縁デ部ユピオサエ後ヨコ 朋部ユビオサエ後ナデ
10 外面費

283 南区池北2D黒色粘土層 弥生 甕？ 5.5底ァ部ヘフミガ毛底面ナ 底部ユビオサエ後ナデ 灰 5YR8/2内・ 面黒斑

284 南C区池8トレ 上層 弥生 壺 調整不明 調整不明 暗灰N3/ 上下逆の可能性有

285 

A南C南南南区区区池池池池88C'北トト区3B レ，，， 

上士屑青色粘 ヘ突帯フ、ミ剌ガ突キ乳掘り出し 剥落して調整不明

麟
空_L• 

286 上層 甕 口縁部ヨコナデ 剥落して調整不明

287 弥生 甕？ 6.9 タテハケメ 剥落して調整不明

288 第3層 弥生 空ー~ 15.5 應、部カキタテか、？ 胴部ヨコヘラ 口オ縁サ部エ不明、胴部ユピ
黒「rUu斑—-北C'か-33B？」下黒戸褐」

289 南池C'区 第3層 弥生 甕 整口縁不部明刻、沈且線剥1条落して調 口縁ケ部メ不？明、胴部ヨコ [U-C'-3」
Jヽ

290 南池C区 弥生 蓋 ヨコヘフミガキ ヘラミガキか？ f U-C?-2」

291 南池C'区 第3層 弥生 甕？ 8.5 胴ス部リタテハケメ、底面ケ 明ケズ瞭 リか？剥落して不 黒IU斑-C'-3」

292 南池C区 弥生 壺？ 8.2 底ァ部ユピオサエ、底面ナ 剥落して調整不明 黒IU斑-Cか-3」？ 底面

293 南池C'区 第3層 縄文 深鉢 ナデ？沈線文 ナデ？

灰壁誌IO黄YR褐7 2 / ] 

r U-C'-3」

294 南池J区東 弥生 壺？ 口緑部ヨコヘフミガキ 口縁部ヨコヘフミガキ

295 南池J区東 黒土 弥生 甕 29.6 口ナ縁デ部ユビオサエ後ヨコ 口デ縁部ユピオサエ後ナ 内面籾痕

296 南池J区東 黒土 弥生 甕 22.7 条D縁胴部部部ヨハコナケデメ｀ 沈線2
ュピオサエ後ナデか？ 褐灰7.5YR5/2外面煤

297 南池J区東 黒土 弥生 甕 ロ隷ュピオサエ後ナデ 朋部ユピオサエ後ナデ

灰灰10 Y黄褐R褐160/YR2 4 / l 

外面煤

298 南池J区東 青色粘土 弥生 甕 部口縁ナ部デ工具ヨコナデ、胴 口ナ縁デ部工具によるヨコ 口縁部角張る

299 南池J区東 黒土 弥生 甕 口ナ縁デ部ユピオサエ後ヨコ 口縁部ヨコナデ 灰褐10YR5/1 外面煤

300 南池J区東 黒土 弥生 甕 ハ口縁ケ部メナデ、胴部ナナメ 口ナ縁デ部工具ナデ、胴部 褐灰10YR5/1

301 南池J区東 黒上 弥生 甕 口ナ縁デ部ユビオサエ後ヨコ ユピオサエ後ナデ
褐1に0YR灰ぶ7い7./5黄2YR橙4/ l 

外面煤

302 南池］区東 黒土 弥生 甕 ロナ墜ァ部ユビオサエ後ヨコ 口縁部ヨコナデ 外面煤

303 南池J区東 黒t 弥生 甕 Dナ縁メ部ヨコナデ、胴部ナ 口縁部ヨコナデ

灰7に5褐ぷY7いR.65橙/YR4 5 / l 
外面煤

ハケメ
304 南池J区東 黒士 弥生 甕 胴部ヨコヘフミガキ 後口縁ヘ部ラナミデガ、キ胴部ナデ

305 南池J区東 黒土 弥生 斐 剥落して調整不明 剥落して調整不明

306 南池1区墨東 黒土 弥生 甕？ 丁寧なナデ ユビオサエ後ナデ 内外面黒斑
307 南辿池jJ区 黒土 弥生

喜？
8.9 底部工具によるタアナデ 剥頸落部剥しているがナデか？

308 南区西 青色砂層 弥生 15.4 頸カ部キヨコ・ナナメヘフミ 落して調整不明

309 南池J区西 青砂 弥生 空-L 

上ミはガキタテ、 下はヨコヘラ ョコヘラミガキ

310 南池J区西 青砂 弥生 I壺 沈線約3条の山形文？ ナデか？ 外面黒班

311 南池J区西 青砂 弥生 壺
沈1/肩4線部残3ヨ存条コのヘ山ラ形ミ文ガがキ1個と

ユビオサエ後ナデか？

312 南池J区西 青砂 弥生 壺 ユビオサエ後ナデ

313 南池J区西 青砂 弥生 甕 具口口縁縁ナ部デヨコナデ、 胴部エ ュビオサエ後ナデ 外面煤

314 南池J区西 青砂 弥生 甕 部ナヨコナナデ、胴部タ ユピオサエ後ナデ
テ・ ナメデ

315 南池J区西 青砂 弥生 甕 条口縁、胴部部ヨ不コ明ナデ、 沈線2 胴部ユビオサエ後ナデ

丙胴面部内面黒班
316 南池J区西 青砂 弥生 甕 口縁よ部るユビオサエ後工具 口オ縁サ部エ後ヨナコデナデ、 ユビ 黒班か？

に ナデ
317 南池J区西 青砂 弥生 甕 口プ-縁ナ部プ-・ ヨコナデ、 胴部タ ユビオサエ後ナデ

IIIIOにににIO火OOYRYYRYRぷぷ苫ぶR褐いいい6777//2//苗黄黄-23 3 -橙柑橙

外面煤
318 南池J区西 青砂 弥生 甕 胴ガ部キ ヨコ・ナナメヘフミ ユピオサエ後ナデ

外面煤か？
319 南池］区西 青砂 弥生 甕 口ナ縁デ部ユビオサエ後ヨコ 工具によるナデ

320 南池］区西 青砂 弥生 甕 口ナ縁デ部ユビオサエ後ヨコ 工具によるナデ
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土器観察表

褐番慇方 調査区 迫屑硝位名・ 種別 器種 (口cm径) 閏 閃 外 面 内 面 色 調 備 考

321 南池J区西 脊砂 弥生 甕 剥あ落り して調整不明、刻目 ユビオサエ後ナデ にYぶRい7/黄3橙10 
322 南池J区西 青砂 弥生 薔 残工存具によるナデ、ハケメ ユピオサエ後工具ナデ 褐灰10YR6/l

323 南池］区西 青砂 弥生 蓋 胴ョ部コナタデァハケメ、 口縁部 ユビデオサエ後ナデ、 ヨ灰白7.5YR8/2
コナ

324 南辿池」J区西 青砂 弥生 蓋 ユピオサエ後ナデ ユビオサエ逸閉ナデ

灰灰!にOYR褐褐ぶ7いIO7./5YR黄2YR橙6/6 /l 2 

内面黒斑
325 南区西 青砂 弥生 壺？ 8.7 渕ミ篭カキしかて調？整不明、 ヘフ 剥フ箪ミガしてキ調か 不明、 ヘ

外面底面黒斑
326 南池J区西 青砂 弥生 壺？ 底ナ箇ァ戸工具の当り痕、底面 ユピオサエ後ナデか？ 外面底部、黒班

327 南池j区西 青砂 弥生 壺？ 9.8 胴ミ部ガキヨコ・ナナメのヘフ ユビオサミエ ナデ後ヨ 外墾内面黒斑 底面籾
コヘラ ガキ

328 南池J区西 青砂 弥生 甕？ 7.6 工具によるナデ 胴部タプヘフミガキ 面炭化物

329 南池J区西 青砂 弥生 甕？ 7.6 工具によるタテナデ 上ラはミガタプキ、下はヨコへ 底面• 断面に籾痕

330 南池T区西闘日砂
弥生

翌甍 ？ ？ 
8 底面ユピオサエ後ナデ 底部ユビオサエ後ナデ

331 南池J区西 弥生 8 底面ナデ 剥落して調整不明 底面籾痕3個程

332 南池l区西 黒土（壁） 言甕？ 7.9 ナナメナデ、ユビオサエ ナデ 外面黒斑
333 

南I池J区
渭砂 亜一 15.2 胴線部3-ヘ4条ラミガキか？、沈 胴部ユピオサエ後ナデ

334 池J区 青砂 弥生 '.s:[ _L  工具によるナデ 口縁部ヘフミガキ 口縁部に記号？

335 南南池J区 青砂 弥生 -= 空 ヨコヘフミガキ、補修痕 口ミ縁カ部キナデ後ヨコヘフ
？ 

335 
旧南池J区

青砂 弥生 空-=- 屑キ部～胴部ヨコヘフミガ 詣フ頭ミ圧カ痕キ •エ具痕後へ

にYRぷYRYfilLf_ 灰賞ぷ褐2い76.//5焚24 '! 桓

10 
337 池J区 青砂 弥生 宜=互 ヨコヘ文ラミガキ、半円形 ナデ、ヨコヘフミガキ に橙 内面黒斑？

の線刻 10 
338 南南池J区 青砂 弥生 甕 23.4 Dデ縁？部ヨコナデ、胴部ナ 胴ナ部丁ユビオサエ後工具伶 外面煤

339 南南池J区 青砂 弥生 鉢 ョコヘフミガキ、沈線 ヨコヘフミガキ 黄 Y5/l 内面黒斑

340 
南旧池J区

青砂 弥生 甕

線2口ナ条縁かナの部メ？沈ハナ線デケ、、2条程の沈
口縁部ヨコナデか？

褐7に.5灰ぶY1いR05Y褐/R3 6 / l 
341 池J区 青砂 弥生 甕 23.4 メ胴部タテ 胴部ユビオサエ後ナデ 外面煤、内面黒斑

342 南南池J区 青砂 弥生 甕 17 7 口ナ縁デ部ユビオサエ後ヨコ 胴部ユビオサエ後ナデ 灰褐7.5YR4/2 外面煤、内面黒斑

343 
南旧池Jti 

青砂 弥生 甕 17.9 刻目？剥落して不明 鵬プ部ユビオサエ及びナ 灰褐7.5YR5/2

344 池J区 青砂 弥生 甕 口ナ縁デ部ユビオサエ後ヨコ 口コ縁ナ部デユビオサエ後ヨ

にIOYRYRYR竺YRぷぶぶぷいいいい7S77/.//2/5黄黄黄黄23 2 ¥橙橙橙固7/2 

外面煤

345 南南池J区 青砂 弥生 甕 口縁部ユピオサエ後ナデ 口ナ履ァ部ナデ、一部強い に 外面煤
10 

346 南南池J区 青砂 弥生 売？ 8 胃底粒部不明ナデか？剥落して調 底部ナデ に 内面煤
10 

347 芭南池 l区 黒黒色匝話粘王士
弥生 ~ = 

フミガキ、 沈線胴底4部部条渕ユ
ヨコヘフミガキ 灰 外傾汀接合痕跡明瞭

348 池J区 弥生 l壺 15 31 6 8.5 
部サて調エヨ整コ不ナ明デ、、 胴ナ部ア土上、下はユは調ビ整オ不サエ明後 に

胴赤 面料塗に黒布斑か、？ 10 

349 南池J区 黒粘土 弥生 壺 13.5 口縁よ部るユピオサエ後工具 口縁部ヨコヘフミガキ

に“YぶRい7/2黄、棺
に ナデ 10 

350 南池 J区 黒色粘土 弥生 宮-,±a- 7.7 11 5.3 

刻口ナガミ緑みデガキ部後、キ目ユ胴後暑刻下ピ上刻文はオ文サはヨエ、夕、五中ヨはプコ 口ミ縁ガ部キヨ コ部ナキはナエがデ中デ央少具後ヘフヨ
に橙

載完面弥に初形黒牛斑痕品式2士`個胴胴器鋲部部外成内外掲面コヘるラ、ミ胴ガ ににしみよ
10 

線 コヘ央ラミ
るられナデ及、下び

351 南池J区 黒色粘土 弥生 空-= 20 工具によるナデ ヨコハケメ

352 堕南池 I区 黒色粘士 弥生 壺 16 口縁部ヨコヘフミガキ ロ縁”部ヨコヘフミガキ
353 池J区 黒色粘土 弥生 空． ？ 口ミ縁ガ部キヨコ．，ナナメヘフロラ キョコ ナナメヘ 外黒面斑煤か？、 内面

354 南池J区 黒色粘土 弥生 壺 サ口縁エ部あヨり コナデ、ユビオロ縁部摩耗している

355 南池J区 黒色粘士 弥生 空ギ 口縁部ヨコのヘフミガキキD縁部ヨコのヘフミガ

356 南池J区 黒色粘土 弥生 空=士~
口縁部るヨコナデ、摩耗し 0縁ラ部ミ ヨコナデ、 ヨコ
てい ヘガキ

357 南池J区 黒粘上 弥生 空-±,- 条口縁部ヨコナデ、沈線2 口縁部ヨコナデ

358 南池J区 黒粘土 弥生 宰_u  7 9 刹落して調整不朋 ヨコ・ナナメヘフミガ 底内皿一部黒斑
キ

359 座南池 T区 黒色砂砂粒 弥生 空_L 

山形文後重か菰文ナデ ユビオサエ後ナデ
360 池J区 黒色粒 弥生 宮-,±,- ナデ 線刻 ユビオサエ後ナデ

361 南池J区 黒色粘土 弥生 甕 口ナ縁テ.部ユピオサエ後ヨコIロコ縁ナ部デユピオサエ後ヨ 外回煤

362 南池J区 黒色砂粒 弥生 売 胴ミ部ガキヨコ・ナナメヘラ ユビオサエ後ナデか？ 外岡煤

363 南池J区 黒粘士 弥生 甕 24 3 口ナ縁デ部ユピオサエ後ヨコ 剥落して調整不明

蔚7~にヽこ.5ぷぶY~いいR6褐古包 /2 J 364 南池 I区 黒色粘士 弥生
璽

口縁部ナデか？沈線l条 ユビオサエ後ナデか？ 外外面而煤葉 •黒斑
365 南池J区 黒粘士 弥生 胴部ヨコ・ナナメハケメ 口コ縁ナ部デユピオサエ後ヨ

366 南池J区 黒粘土 弥生 甕 19.4 
翌ロナ縁デ嬰部ユして瀾整不明、

専訂後部ナデご胴部ユピオサエ 内面煤（炭化物）

367 南池J区 黒粘土 弥生 甕 ピオサエ後ヨコ 部デユピオサエ後ヨ

75ににY.5ぷぷRY6いRい/54褐橙/ 3 

外面煤

368 m池J区 黒粘土 弥生 I甍 口ナ粗ァ部ユピオサエ後ヨコ 工口縁具部ナデヨコナデ、 胴部
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観察表

弱番慇方 調査区 I 逗陪餌位名・ 種別I器種Iは罰信嘉 悶I 外 面 内 面 色 調 備 考

369 南南池I区 黒色粘話王士 弥豚生甕要 摩耗している 磨耗している

橙II灰ににIOOOYRYRYR7 苫ぷぷ.5い褐い7/7/6YR7/黄黄22 2 橙橙/6 

黒色粘土
370 池J区 黒色 刻形の目刺、沈突線2条間に楕円 口縁部ヨコナデ

外~面黒斑
371 南池］区 黒色粘土層 弥生甕 23.4 朋ナ糀ァタァ・ヨコ・ナナメ ユピオサエ後ナデ タ[IIJ煤

372 南池J区 黒色粘上 弥生甕 18.:, 胴？部夕丁ナデか？工具痕 ユピオサエ後ナデか？ 外面煤

373 南池J区 黒粘土 弥生甕 26.21 I 口ナ縁デ部ユビオサエ後ヨコ 口デ縁部ユピオサエ後ナ
褐1に0Yぶ灰Rい170/YR黄2橙6/ l 

外面煤

374 南池J区 黒色粘土 弥生甕 I胴？部不明瞭だがハケメか 阻プ二部ユピオサエの後ナ

375 南池J区 黒粘土 弥生甕 刻ナァ且．、エ具の当たり痕、 口縁部ヨコナデ
7灰に.5褐ぶYRいl06橙YR/4 6/ 2 

外面煤

376 座腐池 I区 黒粘土 弥生

I 
刺突 ユビオサエ後ナデ 外面煤

377 池 I区 黒色粘士 弥生 工渭.'一具"'-,-によるナデ ナデ 灰墨褐7.5YR6/2 
378 池J区 黒粘士 弥生 部ヘフ弓コミナガデキ、胴部ナ 謁カ部キナデ後ヨコヘラミ 灰 10YR5/l

379 堕南池 l区 黒酎
弥生蓋 ヨコナデ ユピオサエ後ナデ

灰灰10YR褐黄褐7 6./5l YR5/2 380 池J区 黒土 弥生蓋 ナデ後ヨコヘフミガキ ユピオキサエ後ヨコヘラ 煤
ミガ

381 南池J区 黒色粘上 弥生 壺？ 11.5 底部工具によるナデ 剥デ落かし？て調整不明、 ナ
1黄に0YR灰ぶ2い7/.5黄2Y橙6/l 

382 南池J区 黒粘土 弥生 壺？ 9.1 底ア部か夕？ 丁ハケメ、底面ナ 底か部？ユビオサエ後ナデ

383 南池J区 黒粘土 弥生 壺？ ， 
底メ部、ユ沈線ビ2オ条サエ後ハケ ォナ，デか？剥落して調整

橙7にIにO.5ぷY7ぷYR.5いいR7YR6/2租苗/47橙/6 

蓋か？

384 南池J区 弥生 亜ギ： ？ 8.9 ユピオサエ、底岡ヘフミ 摩ー がヘ激ラしミガく不キ明瞭、 黒み残闘蔀色枯存土 底部のガキ
385 南池J区 弥生 壺？ 6.2 ナデ ナデ 黒み 底部の

386 南池J区 黒粘士 弥生 甕？ 6.7 胴部ナデ、底面ナデか？ 調整不明 灰褐75YR5/2 胴煤

387 南池J区 黒色粘士 弥生 甕？ 8底面部ナ工デ具によるナデ、底 工具によるヨコナデ 明赤褐5Y5/6 底面に籾痕

388 南池J区 黒粘土 弥生 翌？ 6.6 エナ邑ァによるナデか？底面 ナデ

浅7JにO.SYR食ぶY橙Rい7/S質/33 桓

黒斑

389 南池J区 弥生 甕？ 6.1 摩耗している 工具によるナデ

390 南池 J区 黒色粘土 弥生 甕？ 底面ユピオサエ後ナデ ナデ、ユピオサエ 橙5YR6/6 底斑面？穿孔1個、 黒

391 南池 J区 黒色粘土 縄文 深鉢 沈線l条、刻目 口縁部ヨコナデ、刻目
灰10Y黄R褐6/2 

外面煤

392 南池J区 黒粘土 縄文 深鉢 口縁部ヨコナデ 口コ緑ナ部デユビオサエ後ヨ 褐灰7.5YR4/l 口縁部外面煤

393 南信池住9下 黒層褐色包含 弥生 宰- 15.3 胴口縁盛部部ヘラヨコミナガデキ、頸部～ ロ緑フ部ミヨコナデ、胴部 灰黄2.5YR7/2胴部内面に黒斑
ヘ ガキ

394 池住9下 2層区青色砂 弥生 空..... 14尋5 屑 は測落して調整不明 肩ァ・部ユピオサエ及ぴナ
に5ぶ白YRいIO7YR 橙/4 7. 

395 
際面屈南；池池住住99下下

2層区青色砂 弥生 宰-==- 17.2 口縁部ヨコヘフミガキ ユピオサエ後ヘフミガ 灰 OYR8/2
キ

396 弥生
空て士~ 15.4 ナ夕ァデハケメ、丁具による 剥落して調整不明

橙7に.55ぶYYいRR66橙//4 6 
397 I 南池住9下 褐色砂 弥生 症-±, 19.4 口縁部ユビオサエ後ナデ ユピキオサエ後ヨコヘフ

ミガ
398 池住9下2区青色砂 弥生 症-±,- 14.2 口ナ縁デ部ユピオサエ後ヨコ 口コ縁ナ部デユピオサエ後ヨ

399 i 息南池住9―卜

青色砂層 弥生 壺 沈線文、丁寧なナデ 頭部ユピオサエ後ナデ区7に.5ぶ白YlいRO7Y橙/R4 S/1 

400 池住9下黒褐色 弥生 空~· 
ナラデミ及ガぴキヨコ・ナナメヘ ユピオサエ

に翌lOYぶR峰い7/2貸穏橙401 池住9下 黒土層下部 弥生 空-'- 条口縁部ヨコナデ、沈線l ヘ口縁ラ部ミガヨキコナデ、 ヨコ

402 池住9下 東端砂層中 弥生 空...L 口縁部ナデ、ユビオサエ 工具によるナデか？ 灰白10YR8/2

403 南層池住9下2区 弥生 南 口デ縁部ユピオサエの後ナ ヨコ・ナナメヘフミガ

橙7灰9にこ.5ぶ!Oぶ褐YRYいい10R7YR橙黄/63 /3 5/l 
キ

404 
南眉池住9F

1区砂層 弥生 宮-'--
ユO緑ヒ部オサナデエ、沈線1条、 ロナ租ァ部？ヘラミガキ風の

405 池住9下 黒士 弥生 壺 口ガ縁キ部かヨ？ コナデ後ヘフミ 口ミ縁ガ部キヨ？ コナデ後ヘフ

406 
酎i池住9下

黒褐色 弥生 空士 ヨコヘフミガキ ヘフミガキ 褐灰10YR4/l

407 池住9下 層1区東端砂 弥生 空--'---' ナデ、エ具によるナデ ユピオサエ後ナデ
7浅.5黄YR橙8/4 

408 池住9下 僭1区東端砂 弥生 宰-== 段ナデ｀丁具によるナデ、 ユビオサエ後ナデ 橙5YR7/6

409 ＇ 南池住9下
層1区北壁下 弥生 宜—云

ョコ・線ナ3ナ条メヘフミガ ユピオサエ後ヨコナデ
灰10Y黄R褐6/2 

キ、沈極
410 池住9下粒2区青色砂 弥生

空—· 1ナ条デ ヘラミガキ、沈線 ナ後デナ、デ一部ユピオサエ 10にYRぷい7/黄2橙

411 南層池住9下 2粒区青色砂 弥生 空_,__ ナデ、段下に沈線4条 ナコデナ、デユピオサエ後ヨ 浅10YR黄橙8/3 

412 南層池住9下 層黒褐色包含 弥生 空-= ヘフミガキ、沈線3条 ナデ

IOににYR5ぶぶYいいR7/6黄褐3 /3 柑

胴斑部一部残存 黒

413南i池仕9下粒2区青色砂 弥生 空c±-
上ナ沈デ線後2ヘ条フ、 ミ下ガ2条キ？胴部 ユ具当ビたオサり痕エ後ナデ、 エ

7. 
4141 池住9下 和2dた区L青色砂 弥生 宰-==- 丁文寧なナデ、段下に沈線 ユビオサエ後ナデ 灰白lOYRS/2

415 池住9下 北側下層 弥生 宰-a=- ヘフミガキ、沈線4条 不明
1に0YぶRい7/黄3橙

416 南層池住9下 黒褐色 弥生 空~ 沈キ線？l条後ヨコヘラミガ ユピオサエ後ナデ
5にYRぷ6い/4橙
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土器観察表

が番号取 調査区 層迫惰位名・ 種別 器種 (Ucm住) 闊 閏 外 面 内 面 色 調 備 考

417 南陪池住9下
住色1部区居黒址土黒上褐

弥生 宮J._ ナデ、斜格子文 ユピオサエ後ナデ

418 南層池住9F 弥生 宮_L  文ナデ後ヘラミガキ、綾杉 ユピオサエ後ナデ

419 南昭池住9F黒士層下部 弥生 壺 描ヘフきにミガよキる文、斜様めのヘフ ヨコ・ナナメヘフミガ
キ

420 ， 南池住9-1、黒贔褐色包含 弥生 空=・ 円ナ滑ァ•なヘフミガキ後一部 ヨコヘるフミガキが一部 木葉文
みられ

421 池住9下黒層 色包含 弥生 空_,_ 木葉文、平行線文4条 極細のナデ

422 南層池住9下 1区黒下部 弥生 壺 ナデ後沈線による弧文 丁寧なナデ 灰白10YR8/2

423 南層池住9下黒上上部 弥生 互..... 文ナデの後沈線2本及ぴ弧 ナデか？

75褐10にににY.Y5灰ぷぷぶRYRR7いいい1/70/74YR橙楼黄/24 橙6/ l 
424 ， 南池住9下黒層褐色包含 弥生 空． ナデ後木葉文 剥落して調整不明

425 池住9下北側下層 弥生 症・ギ 段、木葉文 ナデ

426 ! 南池住9下黒褐色 弥生 甕 19.7 屑部剥落して調整不明 胴部ユピオサエ後ナデ 外面煤

427 池住9下北層壁トレ下 弥生 甕 21.3 胴部タテハケメ及びナデ 胴部ユピオサエ

5量↓にこYぷぷR6いい/4桓黄橙2 
428 ， 南池仕gf黒土上部III 弥生 甕 口よ縁る部ナァォ→デ、 胴部工具に 口縁部ナデ 口縁部外面黒斑

429 池住9下青色砂粒 弥生 甕？ 屑部工具によるナデ 口デ縁部ユビオサエ後ナ

430 
南i池仕9―f黒層褐色包含 弥生 甕 口縁部ユビオサエ後ナデ Dデ縁部ユビオサエ後ナ

に翌55ぶぷYYいRいR76橙橙//1 1 

7. 
431 池住9下粒2区青色砂 弥生 甕 胴部タテハケメ 不D縁明部ナデ、胴部調整 に

7. 
432 池住9下黒層褐色包含 弥生 甕 旦プ縁部ヨコナデ、胴部ナ ユピオサエ後ナデ に

7. 
433 i 南池仕9下

北層壁トレ下 弥生 甕 口ミ縁ガ部キユビオサエ後ヘフ 口ラ縁ミ部ガユキ ピオサエ後へ

434 池住9下粒2区青色砂 弥生 甕 口縁部ナデ ユビオサエ及びナデ

灰5明にll9こYROOYRYR赤黄ぶぶ6褐朽いい/75//4 5黄柑3 2 YR楼5/6 435 池住9下北層壁トレ下 弥生 甕 21 口縁部ナヨコナデケ、メ胴部タ ユピオサエ後ナデ 外面黒斑及び煤
テ ナメハ

436 t: 南層池住9下
部1区黒士上 弥生 甕 21.8 口ナ縁メ部ヨコナデ、胴部ナ 口縁部ヨコナデ

ハケメ
437 住9下黒層褐色包含 弥生 甕 21. 2 郎□茨縁ナ阿rかナデ？、刻み目、胴 胴部ユビオサエ後ナデ 橙5YR6/6
438 住9下黒粘土質 弥生 甕 22 7 胴部ユビケオサエ後ナ デ口縁、胴部ユ部不ピ明オサエ後ナ 外面黒斑

部 ハ メ

灰賎浅!にOYR費ぶ白桓1い80/YR黄3橙7/1 1 
439 

南i池住9―f部1区黒士上 弥生 甕 夕アナデ？ 工具によるナデ

440 池住9下 1区黒下部 弥生 甕 口縁部ナデ、刻み目 口縁部ナデ

441 池住9下黒褐色包含 弥生 甍 胴部了具ナデ ユビオサエ後ナデ

442 南〗池住9下 1レ区ン北チ壁卜 弥生 甕 胴部ナナメハケメ 口縁部ヨコナデ 橙2.5YR6/6

443 池住9下黒褐色 弥生 甕 口縁部ナデ、刻み目 エ口縁か部？ナデ、ユピオサ

灰10.灰JO浅71 こ.. YRYR5ぷ黄黄t'YRi 橙褐lい67O//8YR黄/42 3 樗S/ 2 

444 
悶南層池池住n部1区黒土上 弥生 甕 タテハケメ ユビオサエ後ナデ

445 住9下黒褐色 弥生 売 口縁部ヨコナデ 口オ縁サ部エヨコナデ、 ユビ

446 r 南池仕9―卜 黒褐色 弥生 甕 口縁部ナデ 口縁部ナデ

447 住9下黒褐色 弥生 甕 口縁部ユビオサエ後ナデ 口縁部ナデ
にYぶ白Rいl7O/YR黄3橙81 10 

448 南，池仕9下部1区黒上上 弥生 甕 18.5 口縁部ユピオサエ後ナデ デ口縁部ユピオサエ後ナ 灰 8/2

449 池住9下
部黒1区褐黒色土上

弥生 甕 ユ畠ビオサエ後ナデ、沈線 デ口縁部ユビオサエ後ナ

77 樫1ににに0.Y555ぶぶぶYRYRYRRいいふ7/656成褐褐//3 2 /3 6 楼
450 ! 南池住n、 弥生 甕 • 沈線 ユピオサエ後ナデ

451 池住9下黒褐色 弥生 甕 胴部ナデ、刻み目 胴部ユビオサエ後ナデ

452 南!池仕9―卜 弥生 甕 口目縁、部ナデヨコナデ、 刻み ユビオサエ後ナデ 黒斑

453 池住9下北層壁トレ下 弥生 甕 ナデ、刻み目 ユピオサエ後ナデ 褐灰10YR6/l 外こ面ぼ黒れ斑及びふき

454 南!池tt9下粒2青区色青砂色粒砂
弥生

蓋 I
ナデ？後ヘフ描の木葉文 ョコのヘフミガキ？

にYぶ白R1い70/YR黄2橙7, 10 
455 池住9下 弥生 壺 ヘフミガキ後丁寧なナァ 丁オ寧サエなナデ、 一部ユピ 灰 7/1 内皿煤及び黒斑

456 南層池住9下 1区黒下部 弥生 鉢 20.2 胴部ヘフミガキ タテ・ヨコヘラミガキ

芭灰浅771しにこ0..55Y黄ぷぷ白YRYR橙いRい107(86橙Y芦//2R3 4 桜8, 外面黒豆f

457 南陪池住9下上部褐色砂 弥生 裔杯？ 叫カキ政部ナテ°後ヨコヘラミ 口縁部ナデ 外面黒斑

458 南層池住9下部1区黒士下 弥生 鉢？ 口縁部ヨコナデ 工具ナデ？

8/2I 外血黒斑

459 南層池住9下黒褐色 縄文 深鉢 帝口縁で刻部みナデ目、貼り付け突 工具によるナデ

460 南陪池住9下 1区黒下部 縄文 深鉢 帯口縁で刻部みナデ目、貼り付け突 ロミ縁カ部キナデ後ヨコヘフ

461 ! 南池仕9下腐褐色包含 I縄文 1深鉢 ヨコナデ後沈線 丁具によるナデ
に5褐ぶYR7い.6S褐/Y 3 7. 

462 池住9下醤褐色包含I弥生壺 8 7 胴部下はヨコヘフミガキ 剥落して調整不明 灰 5YR6/2
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観察表

褐番惑方 調査区 l 層遺栴位名． 種別 器種 芯 悶 闊 外 面 内 面 I色調 II 備 考

463 黒層褐色包含 弥生 空_L  9.3 刹落して調整不明 剥落して調整不明

464 粒2区青色砂 弥生 症：？ 6.7 底凹工具によるナデ 工具によるナデ I戸57明7にYR..5褐5ぷYRYR冠6灰い/6/47桓/2 4 I 
465 

2粒床区面青上色砂
弥生 壼？ 9ナナメヘフミガキ ヨコ ナナメナデ

466 弥生 壺？ 7 9 夕丁ガ ヨコ ナナメヘフ ナラデミ後ガキヨコ・ナナメヘI橙2.5YR6/6
ミキ

467 

？粒罪和l部区区頭黒青屯土色上砂砂

弥生 壺？ 8 5 底即ユビオサエ後ナデ ナデ、ユピオサエ 灰褐10YR4/l

468 弥生 壺？ ヨコヘフミガキ T寧なナデ

に55ぷぷYRYRいい67/掲橙/3 3 

底面籾痕あり
7. 

469 弥生 壺？ 8 ヨコヘフミガキか？、底 剥落して調整不明 に
面ナデ 2. 

470 黒粘土質 弥生 壺？ 8ユピオサエ後ヘフミガキ 工具痕あり、ナデ 灰白10YR8/2 底面外面黒斑

471 
黒尽嘔む褐青色色包砂含

弥生 壺？ 10 ヨコヘフミガキ ナデか？ 底部に黒斑

472 弥生 症・ギ ？ 底面ユピオサエ後ナデ ユビオサエ及びナデ

473 2粒区青色砂 弥生 甕？ 8 底部タテハケメ ナデ

474 1部区黒土下 弥生 甕？ 10 ユピオサエ後タァハケメ ナデか？

475 

12粒黒部区区褐黒青色土色上砂

弥生 甕？ 7.3 ハケメが少しみられる 瞭ナデと思われるが不明

476 弥生 甕？ 底ナ紐ァユビオサエ及びエ具 ユピオサエ及びナデ

477 弥生 甕？ 8.4 底面繊維痕？ 剥落して調整不明 灰白10YR7/l

478 部1区黒下 弥生 甕？ 7工れ具るによる当たりがみら 剥落して調整不明
1に0YぶRい7/黄2橙

479 南層池住9下 1区黒土 弥生 甕？ 6.8 ナデ、底面ユピオサエ ナデ

に55ぶぶYRYRいい7/7橙橙/4 4 
7. 

480 南池6トレ累『褐色包含
弥生 互-==- ョコヘフミガキ、削りだ 口縁部ヨコヘフミガキ に

し突帯 7. 
481 南池6トレ 色包含 弥生 互--'-' 17.2 ョコ ナナメのヘフミガ ヨコのヘフミガキ

キ
482 南池6トレ pit 弥生 ． 空 ョコヘフミガキ 夕ァ ヨコヘフミガキ 胴部黒斑

483 南池6トレ 褐色砂 弥生 宮• ヨコ3の条ヘフミガキ、段下 不定のナデ 肪部黒斑
沈線

484 南池6トレ 弥生 症・ギ ヘフミガキの上を沈線 ナデか

485 南池6トレ 黒褐色粘土 弥生 宝・ギ ヨコナデ、刺突 ナデ

486 南池6トレ 壁のpit 弥生 空・ギ ヘフミガキ、木葉文 棺ァ頭による押圧の後ナ 胴部黒斑

487 南池6トレ 壁のpit 弥生 空一云 調整不明 調整不明

488 南池6トレ 砂質包含層 弥生 壺？ 赤色頗料による線 調整不明

489 南池6トレ 黒層網色包含 弥生 甕 口デ縁部ユビオサエの後ナ 剥落で調整不明

490 南池6トレ

砂里層里層涅層褐褐褐質色色色包包含

弥生 壺 口縁部ナデ 剥落で調整不明

491 南池6トレ 包含 弥生 甕 D縁部ヨコナデ D縁部ヨコナデ 掲色10YR4/l

492 南池6トレ 包含 弥生 甕 D縁部刺突、ヨコナデ 剥落して調整不明

493 南池6トレ 含層 弥生 甕
D口（ナ縁縁ナ部部メヨヨ） コナデ、 ハケメ

D縁部ヨコナデ

494 南池6トレ 壁のpit 弥生 甕 明ロ コナデ、胴部不 剥落で調整不明

495 南池6トレ 壁のpit 弥生 甕 口縁部ヨコナデ？ハケメ 剥落で調整不明

496 南池6トレ 砂質包含層 弥生 甕 口縁部ヨコナデ 剥落で調整不明 黒斑

497 南池6トレ 黒層褐色包含 弥生 甕 口ケ縁メ部ヨコナデ、胴部ハ 胴部剥落して調整不明

498 南池6トレ 砂質包含層 弥生 甕 口縁部ヨコナデ 口縁部ヨコナデ

499 南池6トレ 黒層褐色包含 弥生 甕 口縁部ヨコナデ、ナデ？ 胴部剥落して調整不明

500 南池6トレ 黒層褐色包含 弥生 甕 ユピオサエの後ナデ 剥落で調整不明
7浅.5黄YR橙8/3 

501 南池6トレ 黒層褐色包含 弥生 甕 口7ー―3 縁部ヨコナデ、胴部ナ 不定のナデ

灰掲観YRぶぷ白77いい6.. /3 55芦苫YR5YR8橙橙//2 2 

502 南池6トレ 黒層褐色包含 弥生 甕 口縁部にヨコナデ ヨコナデか？ に
10 

503 堕南池6トレ 黒褐色粘土 弥生
塁？

口縁部ヨコナデ 口縁部ヨコナデ 灰
504 池6トレ 黒層褐色包含 弥生 D縁部ヨコナデ 口縁部ヨコナデ に 上下逆の可能性

10 
505 南池6トレ 黒層褐色包含 弥生 蓋 ナデ 調整不明 灰 5YR8/2

506 南池6トレ 黒層褐色包含 弥生 蓋 ハナケデメ、エ具によるヨコ 不ナデ明か？剥落して調整 橙5YR6/6

507 南池6トレ 弥生 蓋 7 4 ヘにフよるミ押ガ圧キか？底部指頭 ハケメの後ナデ 橙75YR7/6 煤

508 南池6トレ
上黒層聾褐翌色乱包屋含

弥生 壺？ 12 8 ハケメ 調整不明
橙10にYR5ぶYいR7/6黄/26 杓509 南池6トレ 弥生 壺？ 8.0 夕ァハケメか？ 剥落で調整不明
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上器観察表

誓悶 調査区 J層込竹位ff名. 種別 器種 (口cm径) 悶 閏 外 面 内 而 色 調 備 考

510 南池6トレ 弥生 甕？ 6.5 剥落して調整不明 ユピオサエ にYRぶい6/黄3橙 底面某脈痕跡
10 

511 南池6トレ 砂質包含層 弥生 甕 ケ口縁メ部ヨコナデ、胴部ハ 口ナ縁デ部ヨコナデ、胴部 黄灰2.5Y5八

512 南池6トレ 縄文 浅鉢 右上がり縄文帯 ナデ にぶい黄橙10
YR7/3 

513 南池6トレ 縄文 浅鉢 条口縁部ヨコナデ、沈線 5口1縁条部ヨコナデ、沈線

囲灰IOにYRぶ椛7い7./5黄3Y粒R 5/ I 
514 南池6トレ 砂質包含層 弥生 深鉢 沈線2条 調整不明

515 南池6トレ 黒層褐色包含 縄文 深鉢 貼り付け突帯 剥落して調整不明

516 南池6トレ
黒I褐色包含

縄文 深鉢 口け縁突部帯ヨコナデ、貼り付 灰白2.5Y7/l
詞D縁部ヨコナデ

517 南池6トレ 褐色粘士 縄文 深鉢 剥あ蓄落り して調整不明、 突帝 して調整不明 隅灰7.5YR5/l 

518 南池6トレ 黒層褐色包含 縄文 鉢 10.6 剥 して調整不明 口ヒ縁オ部サエに刺突、 胴部ユ
橙1に0YR7ぶ.5い6YR/黄47橙/6 

519 南池6トレ 黒褐色粘土
嬰？

鉢？ 口縁部ヘフミガキ 口縁部ヘフミガキ 弥生前期両杯か？

520 南池7トレ 1区 弥生 究． 
口毬彗並；ヨコヘフミガキ ヨコヘフミガキ

桓橙19こ.552ぷYRYR.5いYR1/6橙/4 6 6/6 521 南池7トレ 弥生 空士 13.6 Dラ キヨコナデ、頸部へ 口縁フ-部ミ、ヨコナデ、頸部
ヘ ガキ

522 南池7トレ 黒層褐色包含 弥生 壺？ 調整不明 調整不明

523 南池7トレ 砂層 弥生 ． 症 貼り付け突帯、刺突 本ハ）ケメ (1.3cm幅に8
に5黄ぶY2いR.65橙/Y 4 7. 

524 南池7トレ 青色砂I屑 弥生 甕 22 0 口7ー―9 縁部ヨコナデ、胴部ナ ロナ履ナ部ヨコナデ、胴部 灰 7/2

525 南池7トレ 青色砂層 弥生 甕 口ケ縁メ部ヨコナデ、胴部ハ 口縁ピ部オ ヨコナデ、胴部 1に0YぶRい7/黄3橙
粘土紐の痕跡

ユ サエ
526 南池7トレ 弥生

璽 旦フ口ーー9 昼縁腿部ヨコナデ、 刺突部
胴部左の強いナデ 灰白10YR8/2

527 南池7トレ 述青青色砂層下 弥生 20.8 ヨコナデ、胴ナ 口ナ毬ァ部ヨコナデ、胴部 灰黄2.5Y7/6

528 南池7トレ 色砂層 弥生 甕
線口口縁縁2部条蔀ナヨデコナデ、 胴部沈

胴部ナデ、ユピオサエ 灰白2.5Y8/2

529 南池7トレh 黒褐色包含 弥生 甕 19.4 ナデ

11にに00YぷぶYRRいい66//3黄黄3橙橙530 南池7トレ 砂層 弥生 売 ナデ、指頭による押圧 ナデ

531 南池7トレ 黒面色粘土上 弥生 甕 沈線、ナデ 剥落して調整不明

尋橙JO7にに.57ぷYぶYR.5いいR7Y/7橙橙R/4 4 7 /6 

532 
南畠1区池h7トレ

黒層褐色包含 弥生 壺？ 7.9 底部から底面ヘフミガキ ヘラミガキ 底部に黒斑

533 7トレ 青部色砂層下 弥生 壺？ 8.8 ナデ、底部ユビオサエ ハケメ後ナデ 黒斑

534 南1区池7トレ 弥生 空=？ 9.0 ナデ、底部ユピオサエ ナデ 底部に黒斑

535 應南池9トレ 弥生 壺？ 11 2 底部ヨコヘフミガキ 底部押圧後ヘフミガキ 浅黄2.5Y7/3

536 7トレ翫青色砂層下 弥生 甕？ 9 .1 ハケメ ハケメ、ユビオサエ 灰黄2.5Y7/5

537 南椙池7トレ
砂層 弥生 甕？ 9.0 底部に沈線4条 調整不明

灰1に0YRぶ白1い60/Y黄3R橙8/2 
蓋か？

538 7トレ 育〗色砂層下
弥生 両杯 ヨコヘフミガキ ナデ

539 南卜池4カッ 弥生 空_L  16.9 口ラ縁ミ部ガキヨコナデ、 ヨコへ 外面煤
ョコヘラミガキ

540 南卜池4カッ 弥生 甕
剥闊7 --落して調整不明、刺突

Dか縁？部ヨコナデ、ナデ

541 南卜池4カッ 弥生 甕 部ヨコナデ、胴部ナ ナデ IU-4カットE隅」

542 南卜池4カッ 弥生 甕 口デ縁部ヨコナデ、胴部ナ 口ナ縁デ部ヨコナデ、胴部 「（Uホ-）4」カット（ノ＼）

543 南卜池4カッ 似｝ 縄文 深鉢 D縁部ナデ、線刻 口縁部ナデ、ヨコハケ
メ

544 南卜池4カッ

五士胃§青色粘

弥生 壺？ 9.6 剥落して調整不明 剥落して調整不明

咽灰にIにOYRぷぶいいIO7/YR震黄4橙橙7/l 

底部外面黒斑

545 南卜池4カッ 弥生 甕？ 8.0 剥落して調整不明 剥落して調整不明 底面に黒斑

546 A南区池8トレ 弥生 宮-'-- 12.1 凹夕線ァ4ハ条ケ、メ頸～胴部上は 胴コ部ナ下プ． タァハケメ後ヨ 口に縁黒部斑 ・胴部外面

547 A南区池8トレ 上土層青色粘 弥生 空士 11.4 口ケ縁メ部ヨコナデ、胴部ハ 頸部ケユ後ビオナサエ、胴部
ハメデ

548 南A区池8トレ下層 弥生 空ギ 6.8 26.6 6 テヨヘコヘラ・フミガミガキキ、 下はタ 中央部はケズリ後ナデ
灰にIO1IJ1ここOOYRYRYRぷぷぶt'ilいぷい77JO/2/2 /漬貨黄YR21[楼橙7/ 胴部1こ黒斑

549 南A区池8トレ 弥生 甕 19.4 下凹線タ錢ァふヘフ胴ミ部ガ上キハケメ、 胴オ部サ上エ及ハケびナメ、デ下ユピ 胴..__部/ま外れ面煤、 ふき

550 南岱池8トレ 弥生 甕 b尋6 胴具部ナ下デはタテの板状エ l胴部黒斑

551 8トレ 弥生 甕 14.9 止nり口縁鬱縁T祁部笙虚凹lせI線条線184個5、条条）胴竹、部管胴上蔀文ハケ 胴メ部ユビオサエ後ハケ
に10こOYYぶぷRRいい77//黄賞22 橙 外血全休に煤

552 南岱池8トレ 上土層脊色粘 弥生 甕 14 縁部ヶ タ
ロヒ縁部部オヘサヨ状エコラ工ナ後ケ旦デ-jズ、7ー•胴部ユ ］↓ 橙 外口縁面外黒面斑籾痕、

テハメ
553 8トレ 上土層青色粘 弥生 品杯 12.7 条口縁、杯部部ヨヘコナラデミ、ガ凹キ線8 杯柱 ナリデ、脚

灰19I9IOごこ0OYRYR黄YRぶぶ褐いい677///2黄資23 橙橙
554 南A区池8トレ 弥生 函杯 26.0 

ロヘD浮（ラ上録緑文フミ下部部準ガベ16ガキヨヨ組組キココ55かかナナ（屈六デデ角）`、、、竹胴形凹棒屯部緑） 状支へ

口ミ縁ガ部キヨコナデ、 ヘフ

555 南A区池8トレ 弥生 馴 25 
後l口条縁ナ、部ァ胴ヨ部コユナビデオ、サ凹エ線
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観察表

獨番竪巧 調倉区 逍層悔位名• 植別 器植 ば 悶 悶 外 面 内 面 色 調 備 考

ii56 南A区池8トレ 上層 弥生鉢 24.7 管口緑文部、棒凹線状4浮条文、6本円形竹 胃ヨコナデ、ハケ

7灰に1010に.YR5YR黄ぷぷVR褐いい76/3/2 7黄楼/3楼― 

メ ナデ
557 

『門 I弥生壺 11.4 竹口縁管文・類部ヨコナデの後 口縁 ～頚部ヨコナデ r北4C青灰粘l

558 池北6区 I弥生 壺 l 口け緑突部帯4ヨ条コナデ、 貼り付 口か縁？部ヨコナデ、ナデ

5;:ig 南区池北2C表砂土，褐粘 弥生壺 17.4 屑ガ部キヨコ・ナナメヘフミ ロケ緑ス部リナデ、屑部ヘフ

7 I91 ここO.5YRぷぶYRいい7/36/桓寅4橙560 南区池北2C砂表土，褐粘 弥生壺 7.9 口縁ヘ部フヨコナキデ、屑部タ
両口後部緑ハ3部ケコヘヨコラナミデガ、キナデテ ミガ

561 南区池北2BI層 弥生 葦itlヽ 14 脚ヘ往フ部ミカ夕＊アキハケメ後ヨコ 工具ナデ、脚裾

11にに00YllYllぷぷいい76//黄黄24 桓柑

脚部外面黒斑
メ

;,62 麟南池北4B 弥生 翡 ! ユピオサエ、ナデ ユピオサエ、ナデ IU—北t4B-2J
5.8 

563 ヒ6区褐土色砂質粘 弥生 鉢
明口緑爾、カ胴部キ剥部落ハケしてメ悶整不

胴部フヨコケキズリ後一部
7橙に.5ぶ5YRYRい76橙//3 6 

I口縁部外面に煤か
ヘミガ

564 南卜池3カッ 黒中褐色土層 弥生 高杯 18.0 8.1 10.3 脚ミ タアハケメ後ヘフ 杯？部タァヘフミガキか 1r出u上大心ヽ置断面図に

565 南池J区西 黒土（壁） 弥生壺 21.2 口ガ縁キ部ヨコナデ、ヘフミ 口コ縁ナ部デユビオサエ後ヨ
橙1に0YR5ぶYRい7/6黄2/6 橙

内面黒斑

566 南池J区南 表土 弥生 壺 18.5 頸部沈線3条のみ残存 ヨコハケメ後タプヘフ
ミガキ

567 南池J区東I褐色土中 弥生 甕 15.8 条口縁ほ部どヨコナデ、 凹線3 胴ナ部デ上はユピオサエ後 褐灰10YR5/l 胴黒斑部外面煤、 内面

568 南池J区東 弥生 甕 条口縁部ヨコナデ、沈線3 口縁部ヨコナデ 橙2.5YR6/6

569 南池J区東 弥生 甕 のD縁上部かヨらエコ具ナデナ、デ一部そ ヨコナデ、ヘフケスリ
7 灰に.5褐ぶYRい107YR橙/3 6/l 

570 南池J区東 弥生 甕 5.1 夕ァヶハケメ、底面ナデ後 ケスリ後ハケメ
ハメ

571 南池J区東 黒士 弥生 甕？ 4.1 工ガ具キによるナデ後ヘフミ ユビナデ
1に0YRぶい7/黄2橙 内面黒斑？

572 南池1区 弥生
屡 口口縁縁部部櫛ヨ描コ沈ナ線デあり ナデか？ I Ulh2 I 

573 南池l区 弥生 ヘ口縁ラ部ケスヨ/コリ ナデ、 胴部 外IU面-l煤-h2面上」胴

574 應南池l区 弥生 罰 杯鋸カ部歯キ横文ヘあラミガキ
剥落のため不明 1Ulh2 I 

575 池1区 弥生 り、タテヘフミ ヨコナデ IUl暗灰砂」

576 南池2区 竪穴住居3下 弥生 甕 14.3 胴部ヶタタキの痕跡後タテ ヘ口縁フ部ケスヨ9 コリ ナデ、 胴部

I黄土J:IIUUU褐下下---222砂部部Fa-7F——」」」青青住灰灰居色色下粘粘

ハメ
577 南池2区 弥生 甕 13會 7 頚ヘ部ラハミケガメキの？上からヨコ ヘロ緑フ部ケスヨ9 コリ ナデ、 胴部

578 南池2区 弥生 甕 13.6 口コ縁ナ部デに擬凹線、頸部ヨ ヘロ緑フ部ケスヨ，コリ ナデ、 胴部

579 南池2区 弥生 甕 14.8 口ァ緑ハ部ケメヨコナデ、 肩部タ 口ケ縁ズ部リナデ、胴部ヘフ

580 南池2区 住居掘込内 弥生 甕 16.0 口縁ミ部ガヨコナデ、 ヨコへ ヘロ緑フ部ケスヨ；コリ ナデ、 胴部 IU大—2e」
ラキ・

581 南池2区 弥生 甕 14.9 胴部ハケメか？ 口縁フ部ケスヨ/コナデ、 胴部 胴部に黒斑
ヘリ

582 南池2区 竪穴住居3下 弥生 鉢 20.7 口縁部工具ナデ？ ヘミラガケキスリ、 上をヘラ
橙に10Y2ぶR.5い7YR/黄26橙/6 

583 南池2区 弥生 高杯 19.0 
柱口縁型部部ナデヨ、コ穿ナ孔デ3、つ杯 • 脚 杯部放射状ヘフミガキ 蓋内面に転煤用 口縁部

584 南池2区 弥生 高杯 16 6 杯メ ヘフケズリ後ハケ 杯部放射状ヘフミガキ

讀7に.5ぷYいR7/橙4 

士IU」-2f 青灰粘
、ナデ

585 南池2区 弥生 高杯 11.4 タテヘフミガキ、沈線 ハケメ、ヨコナデ

586 南池2区 竪穴住居3下 弥生 高杯 ヘナデフ、ミ竹ガ菅キ文、脚柱部ヨコ 杯内部ヘフミガキか？

587 南池2区 炉 高f小 11.3 脚柱部タァハケメ後ナデ 脚中央部しぼり痕
7浅.5黄YR橙8/6 

IU2黒褐」

588 南池2区 弥生

訳葬
7.2 夕ァヘフミガキ 不ヘ明フミガキ、脚部調整

7柑にIOに.YR55ぶぶYRYいいR7/76黄柑4 //4 6 橙589 南池2区 弥生 :::,r .:::, r ハ口縁ケ部メ工具ナデ？、 胴部 ユビオサエ・ヘフケス I U-2CJ 
リ

590 南池2区 弥生 鬱 3.4 タタキ？、ユピオサエ ナデ、脚内部ユピオサ iU-2b」
工

591 南池2区 弥生 聾 4.1 ユピオサエ、ナデ ナデ

髯I7里.5褐Y!RO8YR3/6/l 
粘ru土-2下Fー部青」灰色

592 南池2区 弥生 i鉢 23.4 口デ縁部に擬凹線、 ヨコナ ヨコヘラミガキ

593 南池2区 竪穴住居3下 弥生 鉢 23.8 gフ縁ミ部カキヨコナデ、胴部へ ヘラケミズキリ後ハケメ上
ヘラガ

594 南池2区 土器師 鉢 52.0 口縁部ヶヨコナデ、胴部タ 胴部ヘラミガキ
テハメ

595 南池4区 弥生 i壺 16.4 29.3 6.4 

胴く部な下部7部りつ工工はに、擬エ具具沈具ナ凹ヨ線線のデコ12単ナ、？条位デヨが`コ太

部口縁ケ部ス～リ頭部ナデ、 胴 外山陽面学煤園保管、 胴

596 南池4区 弥生 i壺 16.5 28.9 7 .1 

騒口プ.. 縁 鋸ナ
頸口縁並'部ナ工デ具ヨコナデ、

597 南池4区 弥生 壷 14.7 口 部キヨコナデヘフ
ミか？

598 南池4枢 弥生 I壺 17.0 胴キ部工具ナデかヘフミガ 頸部ヨコヘフミガキ
醤「山lUu厖Hか学外2」J 園面保・笠頚部、D 内

599 南池4区 弥生 甕 13.2 胴口縁部部ヨコナデ、屑部～ ヘロ緑フ部ケスヨ・コリ ナデ、 胴部 1に0YRぷい7/黄2橙 外面煤
ハケメ

600 南池4区 弥生 棗 12.7 17.5 4.6 口毬部部ヨコナデ 口縁部剥落のため不明

灰,79にこYR.赤ぶ5ぶYR62いい/.475楼柑/YR36/2 mII UU4而4--煤23」I 

黒斑
601 南池4区 弥生 16.8 屑？ ハケ後ヘラミガキか ヘ口縁フ部ケズヨコリ ナデ、 胴部

602 南池4区 弥生 甕 15.3 口コ縁ナ部デに擬凹線、頸部ヨ 胴ケ部ズユリピオサエ、 ヘフ 外面煤
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土器観察表

獨番懇方 調査区 層坦竹位年名• 種別 器種 k口m径) 悶 悶 外 面 内 面 色 調 備 考

603 南池4区 弥生 甕 16.8 口緑部ヶヨコナデ、胴部タ ョコナ兒ヘラケズリ
5にYぶR6い/3橙 l「U」4外-面(4煤F), U4-

テハメ
604 南池4区 弥生 甕 14.0 ケ口縁メ下ヨコナデ、胴部ハ 口リ縁部ナデ｀ヘラケズ

7浅7に..55ぷ共YY樫いRR78極//3 6 

I U4-3J 

605 南池4区 弥生 甕 17.8 18.9 7.7 員岬にI縁部ヨコナデ、胴部～ ヘ口縁フ部ケスヨ・コリ ナ夫 胴部 外面黒斑
ハケメ

606 南池4区 弥生 高杯 19 6 部ヘ反ラ復ミヘガフキ ミガキ、 陸脚口縁ヘ部ラヘミ、ガフキミガキ、杯 に5ぶYいR7橙/3 
山陽学図保管

7. 
607 南池4区 弥生 両杯 16 4 部タァヘフミガキか 裾部ヨコハケメ

5橙IOににYY7ぷぶRR.55いい/7Y1/橙黄R37橙/6 

山陽学園保管

608 南池4区 弥生 高杯 30.4 口縁部ヘラミガミガキ、杯部 杯部タァヘフミガキ

面杯土IとU脚使内に1--祁部用副.-1翌で対斑異内な・杯る外部粘ョコヘラ キ
609 南池4区 弥生 高杯 11 0 8.0 8.9 

杯押カ圧部キ、ヨ脚コ柱部ナ指ナ頭メヘによフるミロ夕緑ァ部ヨコハキケメの後
ヘラミガ

610 南池4区 弥生 商杯 14 I 剥明落しているため調整不 粘上を補充した痕跡 橙5YR6/6

611 南池4区 弥生 鉢 43 6 闘口縁部ヨコナデ、肩部・ 胴夕部ァ下ヘはラヘミフガケキズリ後
に鵬YぷRい7H苔橙

外面黒斑
ハケメ 10 

612 南池4区 弥生 鈴 29 4 7.6 ハケメ後ヘフミガキ 胴部ヨコヘフミガキ に橙

黒面山[[UU陽斑に44-—学黒HかJ園斑ん惜」・4脊-3内」
10 

613 南池4区 弥生 鉢 30.7 胴部ハケメ後ヘフミガキ 胴部ヨコヘフミガキ

攣IO橙IOににYぷY5ぶYRRRいい67/(6黄苫23 /6 桓橙

614 南池4区 弥生 鉢 15.0 10.2 ::i.O 胴カ部キハケメの上をヘフミ 口縁部工具によるナデ 外IU面4-煤(4F)」

615 南池4区 弥生 鉢？ 20.0 口縁部ヶヨコナデ、胴部ヨ ハズケリ メ後ナデ、ヘフケ
コハメ 黒斑

616 南池4区 弥生

!嵩: 
11.3 7 2 4.4 脚部指頭による押圧 脚圧内部に指頭による押

617 北池4阿 弥生 18.7 ョコヘラミガキ 剥蓋落して調整整不明 IU小4」
618 北池4区 弥生 15 4 剥落して調整不明 剥して調不明

619 北池4区
靡翡 皿~吉—杯 8 7 ナデ刺突文 ナデ

jliJ「lIuUU黒小小小い444」」1物質 内
620 北池4区 7 7 7.2 2.8 整口縁不!._部明ヨコナデ、 胴部調 口ナ縁デ部ヨコナデ、胴部

621 北池4医 弥生 鉢 18.5 14.1 7.7 ハケメの後ナデか？
剥剥（ヘ落落フーししミ、ててガ調調キ整整か不不？明明） 

622 南池5区 弥生 甕 15.3 剥落して調整不明
「U5-2B」

623 南池5区 弥生 高杯 17.0 脚ケ柱メ剖(tiハヘケラメミ、カ翡キ］裾部ハ 杯乱部ヘフミガキ？脚裾
ハケメ

面印山黒陽5-学斑2B圏」堡底萱部一外624 南池5区 弥生 宮-'-- 7 9 胴部タテ・ナナメハケメ 胴部ヘフケズリ

625 南池6区 弥生 空=・ 19.2 ハ口縁ケ部メ擬後沈凹線線、頸部夕丁 頸ラ部ミ指ガ頭キ押圧後タァへ

626 南池6区 弥生 空= 21.7 gフ縁ミ部ガキヨコナデ、胴部へ D縁部ヨコヘフミガキ

灰灰明2JO199ここ0.YR5YR赤賞褐ぶぶY褐2いlR5い770.//5YR英苔/42 Y6 橙橙74//2 l 

「U-6—暗褐」

627 南池6区 弥生 甕 21.5 線懇口緑胴部ヨコナケデ、 擬凹 円T、家部ヘフ弓ケコズナデリ、ナ部ハメ
628 南池7区 弥生 甕 7.0 メタタキか？後細かい 胴部ヘフケズリ 外面煤

629 南池9筐 弥生 壺 13.8 清口縁部痕擬凹線2条頸部 頸部タアナデか？ I U9-3」

630 南池9区 弥生 空-』-・ 14 3 胴ハケメ後ヘフミガキ ヘD縁ラ部ケスヨ戸リ ナデ、 胴部 浅黄2.5Y7/3 面IU煤-9、—青内砂外k面」黒外斑
631 南池9区 弥生 甕 15.0 口縁部ヨコナデ、ナデ ヘD縁フ部ケスヨ••コリ ナデ、 胴部 橙75YR7/6 I U9-l」

632 南池9区 弥生 両杯 9.4 4剥か落所して調整不明、脚部 剥落して調整不明 橙25YR6/8 

633 南池9区 弥生 鉢 15.3 7.0 4.8 ナデと思われる ナデと思われる

634 南池10区 弥生 互-- 18.8 36.1 7.6 嬰部、胴タ部ァハヘケラメミ後ガ沈キ線18口キ縁胴部ヨコヘケフズミガ
、 部ヘラ リ

635 南池10区 東 弥生 空.,,.,, 14會3 18.5 6.5 ハ口縁ケ部メヨコナデ、 タテの 胴部ヘフケズリ 胴部黒斑か？

636 南池10区
塞東

弥生 宰-'-ュ’ 12.9 剥匿落耗して調整杢整明 剥落して調警ス不明

胴I[かUUl部所I O焼東成褐後粘穿砂f6L」2 637 南池10区 弥生 甕 15.0 のため調不明 胴部ヘフケ リ

638 南池10区 東 弥生 甕 10 .1 Dケ縁メ部ヨコナデ、胴部ハ胴？部ヘフケス:1)後ナデ

7ににIO. 5YRぷぶYRいい7/37橙貨/3朽
lIOUE-ー1北0-37i IU-

639 南池10区 東 弥生 甕 12.5 口ケ縁メ部ヨコナデ、胴部ハ胴部上はユピオサエ

「U-O1外0E£」黒-~「斑I:u」-640 南池10区 東 弥生 甕 13 8 口ケ縁メ部」部剥ヨ落コ）ナデ、 胴部ハ一ヘ部フユケズビオリサエ、 胴部 褐IUl J 10 

641 南池10四 弥生 甕 12.2 13.0 4.7 口ケ縁メ ヨコナデ、 胴部ハヘD縁ラ部ケズヨコリ ナデ、胴部
「UIOE」可

642 南池10区 弥生 甕 13.9 胴る部一部ハケメがみられ剥落して調整不明 斑I mo-1」 面黒

643 南池10区 弥生 売 15. l 口ラ縁ミ部ガキヨコナデ、胴部へI口縁部ヨコナデ、ナデ

644 南池10屁 東 弥生 甕 15.0 
整ハロ「i緑縁小ケ部部明メヨコナデ、 胴祁閲ヘ口緒ラ部ケズヨコリ ナデ、 胴部

斑IU-？ lOE—北3」黒

645 南池10区 東 弥生 甍 13.8 後ヨヘコナラデミ、カ．胴キ部下口縁部ヨコナデ、 ナデ I U-lOE—北」

646 南池10区 東 弥生 売 15.0 ハ口縁ケ部メ，3（麦ヘコナラデミ、カ胤胴キ部下 口縁部ヨコナデ、ナデ 橙5YR6/6 I U-lOEー北3」

647 南池10区 東 弥生 品杯 22.9 
脚キ部、落？穿ハし孔ケて4調メか整後所ヘ不フミガ

口縁～杯部ヘフミガキ

l,喧-5ぷYいR雀7震/4担
杯部内外回黒斑

648 南池10区 弥生 尚杯 10 4 剥か 明、ナテ 親ァ落かし？て調整不明、 ナ に
7. 
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観察表

知番号軟 調査区 層逍栴位名． 種別 器種I(口cm径) 悶 悶 外 面 内 面 色 調 備 考

649 南池10区 弥生 高杯

呵脚所脚部剥杜札2洛か部部し所穿沈て残線孔閲存63整条か不所、明穿、孔3か

脚柱部絞り痕、ナデ 橙7.5YR6/6

650 南池10区 弥生 尚杯 脚裾 脚ナ柱デ部工具によるタテ
7橙に.55ぶYRYRい77橙//4 6 

651 南池10区 東 土器師 尚杯 13.0 9.9 9.9 剥落して調整不明

652 南池10区 東 弥生 鉢 18.0 6.71 0.61胴部剥落して調整不朋 口縁フ―部：：：̀カヨ疇コナデ、胴部 灰褐10YR6/l !UlOE」
ヘキ

653 南池10区 弥生 鉢 13.2 6.9 3.3 ナデか？底部ユビオサエ タテの細かいハケメ

醗7楓9f-10こ.55YRぶぶYR7YRいい7/47橙黄//46 樗i 
山腸学園保管

654 函池10区 弥生 鉢 I 5.2 剥落して調整不明 剥落して調整不明
655" 南池10区 弥生 恙 12.0 5.8 4.5 ュピオナサデエの後ヨコナ 剥落して調整不明 下山陽逆？学園保管、 上

656 南池10区 弥生 i甕？ 4.8 
鱈デ!7―l: 、タァハケメ

ヘフケスリ I Ul0-1」
657 南池10区 弥生 1甕？ I o.O で不明（ヘフミガキ 剥落で不明（ナデ？）

658 南池11区 弥生 甕 14.2 部ヨコナデ、屑部ナ ヘ口縁フ部ケス司コリ ナデ、 屑部 橙2.5YR6/8 外面黒斑

659 南池11区 弥生 高杯 杯キ部・脚部タテヘフミガ 剥落して調整不明
7に.5ぶYRい7橙/3 

IU-11—黒褐」

660 南池12区 弥生 高杯 11.6 脚孔至4部つタァヘフミガキ、穿

脚至デ部？）ナデ、 絞り痕
橙7.5YR6/6

661 南池13区 尉屈 壺 25 9 全？体藷 に剥落（ヨコナァ に剥落（ヨコナ
に5ぶYRい6橙/4 

I U-13C暗褐上」
7. 

662 南池13区 弥生 罪 5.0 測 のため調整不明 剥落のため調整不明
5にYぶR6い/4橙

663 南池15区 弥生 壺 19 0 胴ミ部ガハキケメの後タテヘフ 胴部ヘフケスリ後ナデ

1に0YR5ぷぷYRいい7/7桓西4/3 橙
外面黒斑

664 南池15区 弥生 甕 16 3 口ケ縁メ部ヨコナデ、胴部ハ ヘロ緑フ部ケズヨコリ ナデ、 胴部 に
7. 

665 南池15区 弥生 高杯 19 2 口縁部ラヨコナキデ、杯部ヨ 口縁フ部ミヨコナデ、杯部I橙5YR6/8 I U15J外面煤？
コヘ ミガ ヘ ガキ

666 南池15区 弥生 鉢 17 6 11.6 4.2 胴部剥落して調整不明 胴部ヘフケズリ ~ にぶい苔橙
667 南池15区 弥生 鉢 11 4 8.0 3.5 ヘフミガキ タテヘフミガキ I Ul5J 

668 南池15区 弥生 鉢 37 3 19.7 9.2 口ラ緑ミ部ガキヨコナデ、 胴部へ 胴カ部キケ？ズリの後ヘフミ 斑IUl？ 5」口縁部黒

669 南池16区 弥生 i壺 17 2 頸部部ハハケケメ後メヘの後ラ沈ミ線ガ、キ胴 ヘ口縁フ部ケスヨ；コリのナ後デ、ナ題ァ部 に5ぶYRい6橙/4 
黒i1「ll9U6斑大l1.46」16.胴区17 訊虹7. 

670 南池17区 弥生 両杯 23.1 口ガ縁キ部ヨコナデ、ヘラミ ヘフミガキ

1にに0YRYR5YRぶぶぷぶYRいいいい777///7黄黄橙拭33 /3 3 楼柁柑

山陽学園保管

671 南池17区 弥生 両杯 14.5 脚孔7部かタ所テヘフミガキ、穿 脚閲鰐部整不絞明り痕、 剥落して
10 

672 南池17区 弥生

靡空ギ 付
3 0 17.7 9.0 胴キ部蔀~、ハ底万部ケエメ後其ヘ痕ラミガ

ヶロ ヨコナデ、胴部 に

訊「山「山uU陽紐10JS学学--u2固園」1,保保外-1管↓ 面g 黒
7. 

673 南池18区 弥生 8.0 
頸落ん 線ァハ17-ケ1メ8条の後（剥らせ 石明、こ厚うのみたも不め調明整不 に

10 

674 南鳥池？18 弥生 鉢 15 8 8.2 ;:,.6 胴キ ケメの後ヘフミガ D縁フ―部ミ̀  ヨコナデ、胴部
7青に.5灰ぶYR5いP7橙B/4 6/ l 

外面黒斑
ヘ ガキ

675 池17区 臀 杯身 12 1 底フ体ケ部ス上リはナデ、 下はヘ ヨコナデ

676 南池19区 弥生 空"'= 16 0 口ガ縁キ部ヨコナデ、ヘフミ 胴ラ部ミヘガラキケズリの後へ 灰黄2.5Y7/2

677 南池20区 青層灰粘質砂 弥生 空~ 17 4 口縁部フヨコナキデ、胴部タ 胴部ヶヘラケスリ後ヨコ I U-20青灰砂」
テヘミガ Iヽ メ

678 南池20区 黄褐色士層 弥生 壺 17 0 11.2 口縁部フヨコナキデ、胴部タ
テヘミガ

ケかス？ リ後胴部工具ナデ IU-20」外面黒斑

679 南池20区 黄褐色土層 弥生 甕 14.6 20.0 5.2 口ケ縁メ部後ヘヨコラナミデガ、キ胴部ハ 口ヘ尋フ部ケスヨ，コリ ナデ、 胴部 IU-20」全面煤

680 南池20区
門黄旦色土層

弥生 貫 10.0 27.0 5.8 底匪9登部孔（外から内へ） ケスリか？ 竪穴住居10出士？
681 南池20区 土層 弥生 48.0 20.5 16.0 Dヶ ヨコナデ、胴部ハ 胴ミ部ガヘキフケズリ後ヘフ

682 南池B区 弥生 空中 21 3 
頸胴百部部タタテテハヘケラメミ後ガ沈キ線、 口ミ縁ガ部キヨコナデ、 ヘフ

683 南池B区 弥生 甍 16.0 部ヨコナデ 口縁部ヨコナデ IU大B1」

684 
芭南池池B区区

弥生
夏

17.4 ロ墜'部ヨコナデ 口毬鰐匪ヨコナデ IUB記
685 pit内 弥生 14 0 口ヶ 部ヨコナデ、タプハ ヘ口 ズヨコリ ナデ、胴部 IUB 

686 南池B区 pit内 弥生 甕 15.8 口ケ縁メ部ヨコナデ、 タァハ 口縁部ヨコナデ、ナデ IUB2P」

687 南池B区 弥生 甕 15.4 整口縁不部明ヨコナデ、胴部調 胴部ヘフケスリ後ナデ
5灰にYぷ黄R52 い/.35赤Y褐7 /2 

I U-B-3」

688 南池B区 弥生 甕 17 4 D縁部ヨコナデ、ハケメ 口縁部ヨコナデ 煤I U-B-3」内外面

689 南池B区 弥生 甕 14.8 口縁部ヶヨコナデ、屑部タ 面IU煤-B-3J口縁内
テ ハ メ

690 南池A区 第3層 弥生 甕 14.0 頸部ケ工メ具ヨコナデ、胴部 ヘ口緑フ部ケスヨ・コリ ナデ、 胴部 I U-A-3」外面煤
Jヽ

691 南池B区 弥生 品杯 12.7 I I Iタテヘフミガキ キタテ・ナナメヘフミガ IU大Bl」

692 南池B区 弥生 仙杯 10 .4 タ残整ァヘフミ）ガキ、穿孔3 脚裾部ヨコハケメ IUB3」
つ不(4つ？

693 南池B区 pit内 弥生

鴛鉢 ？ 

10.6? 調 明瞭、穿孔2つ残 脚部ヨコハケメ l IUB2P」

694 南池B区 pit内 弥生 胴ヒ部オヘフミガキ、底部ユ ナデ
「内きドUB」U2・記P」2戟層「のグピ油ラッ札ントつ4 0 サエ
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土器観察表

塁翌 調査区 返層位情名• 種別 器種 悶 器(cm高) 閏 外 面 内 面 色 調 備 考

695 南池B区 弥生 鉢 口縁部ヶヨコナデ、胴部タ 胴ミ部カケキズリ後ヨコヘラ 2浅.5黄YR7/3 
iUB2」内面煤？

テハメ

696 南池B区 弥生 器台 10.3 
ヘ蔀フ（上ミ3ケガ条キメの後後みヘら完せフー結んミ、） 状沈

頸リ部上下ヨコヘフ目 ケズ 「UB2」

墜胴キハ突ケ7つ ガ

、 は絞り

697 南池C区 弥生 甕 13.0 胴サ部エ上はナデ後ユピオ 斑「U-C-2」外面黒

698 南池C区 弥生 '.sli'. 一 10.1 竹脊刺支4か所のみ残存 口縁部ヨコナデ I U-C-2」

699 南池C'区 pit 弥生 甍 肩ガ部キタァハケメ後ヘフミ 痕口縁部ヨコナデ、エ具 IUC'ピット」

700 南池C'区 pit 弥生 甍 D縁ナ部ヨコナデ、屑部ヨ 口ケ縁ス部リヨコナデ、 肩部 fU-C'ピットJ
コデ

701 南池C'区 pit 弥生 砥杯 9.8 脚ヘ彗フ部ケヘスラリ残ミ）ガキ （一部 脚ァ; 裾部ハケメ、エ具ナ 贔「UC青灰土ピッ

702 南池C'区 pit 弥生

罰
鋸竹歯管文文の後ヘラミガキ、 ヘフミガキ、 I具ナデ

に5ぶYRい7橙/4 
’ヒット」

？ 7. 

703 南池C'区 弥生 空． 19.0 3口条縁、部Iヨコナデ、擬凹線 Dミ縁ガ部キヨコナデ、 ヘフ 灰黄2.5Y7/2
甘面「かUm人？斑C'lJ D縁内ケヽメ

704 南池C'区 弥生 甕 17.9 整口縁不部明ヨコナデ、胴部調
7 に5ぶぶYいいR7橙橙/ 3 

外面煤
胴部ケズリ

705 南池C'区 弥生 甕 16.7 整ロ口緑企縁部明ヨコナデ、 屑部調 ヘ口縁フ部ケスヨヽ`コリナ？デ、 肩部 に
外「rUu面--C'c煤--lJ口縁部

7.5YぶYRRい7/7黄/34 橙706 I南池C'区 弥生 甕 14.0 部ヶヨコナデ、屑部タ 口縁部ヨコナデ、ナデ に l」
テハメ 10 

707 南池C'区 弥生 甕 15 0 D縁部ヶヨコナデ、屑部タ 口ケ縁ス部リヨコナデ、 屑部 「U-C'」
テハメ

708 南池C'区 弥生 甕 12.0 整口縁字不品― 部明ヨコナデ、 胴部調 ヘD縁フ部ケスヨ、`コリ ナデ、 胴部 1u大C'l」

709 南池C'区 弥生 甕 11.0 13.0 3.3 胴 ハケメ後一部ナデ 胴強部く当ナデたかる ？底部工具 TTD外U--C'C'底-.面lRD生l、Z」胴

710 邑南池C'. 弥生
晨器ム ？ ・

29.9 口縁部ヨコナデ、刻目 タテヘラミガキ

711 C'. 弥生 15.4 
部口D縁縁ヘ部部フ工具ガヨコナデ、 頸 ロナ題ナ部ヨコナデ、頸錦

ミキ

712 南池D区 第2層 弥生 甕 17.0 Dケメ ヨコナデ、胴部ハ 口オ縁サ部エ後ヨナコナデデ、 ユビ

713 南池C'D区 弥生 甕 17 0 口縁部ヶヨコナデ、屑部タ
テハメ 胴部ケズリ後ナデ

灰1JOにに0褐YYぶぷRR5いい7/7YR/芦世32 5i橙/2 登
714 南池C'D庖 弥生 甕 15.6 胴部タァハケメ 口ナ縁デ部工具によるヨコ

715 南池C'D区 弥生 高杯 20.6 脚裾部タテヘフミガキ 脚裾部ナデ

716 南池D区 住居11混入？ 弥生 局杯 12 7 完つ結以沈上線(46条つ？以）上、 穿孔5脚に部絞ヨり痕コハケメ、 中央 橙5YR6/6

717 D南区池C'. 弥生 鉢 18.0 口縁部ミヨコナ？デ、胴部 胴ミ部カキタテヘラ
橙1に0Yぶ2R.5い7Y/黄R26橙/6 

I UC'D2」
ヘラガキ

718 南池D区 弥生

『
5.0 杯部・脚部ヘラミガキ 杯部放射状ヘラミガキ [ U-D-lF J 

719 南池E区 弥生 15 6 5.8 胴ミ部カハキケメの後タテヘフ ケD縁ス部リヨコナデ、胴部
7橙に.55ぶYRYRい76橙//4 6 部「℃U煤--EEか--33？J 」外而胴

720 南池E区 弥生 両杯 13.7 脚戸贔名線ヘ部フミガキ、 らせん 剥落して調整不明

721 南池E区 喜師 面杯 19.5 ョコナデ、杯部ナ 口る縁ナ部デナデ、 エ具によ

7.S灰1!ににO0YR黄ぶぷYY褐いいRR7/75橙黄/3/3 2 橙

[U-E-1」

722 南池F区 弥生 甕 20.0 32.5 7.0 胴タ部上ハケメガ後キナデ、 下 口縁ヒ部オヨコナデ、屑部 TTWT面「U黒-F斑」 煤外• 内
テヘラミ ユ サエ

723 南池F区 弥生 甕 14.3 24 4 5.2 胴部ハケメの後ナデ ヘロ緑フ部ケス日：コリ ナデ、 胴部

724 南池F区 弥生 甕 12 6 16 7 4 6 口縁部ヨコナヶデ、胴部タ 胴ナ部？ヘラケズリの後ナ
テヨコハメ

灰橙担1に0YR褐52ぶYR.57い7YR./65黄/3YR6 7楼/8 6 / 2 
725 南池F区 弥生 鍋杯 16 2 脚部ハケメ後ヘフミガキ 杯部細かいヘフミガキ I U-F-3」」
726 南池F区 弥生 辞 7.9 8.5 3.1 胴カ部キタ？ テハケメ後ヘラミ 胴部ユビオサエ後ナデ lU-F-3 

727 南池F区 弥生 鉢 17.5 12 8 6鳥， 胴部剥落して調整不明 胴ミ部カヘキラケズリ後ヘラ

728 南池F区 弥生 帽 ナデアゲ、ユビオサエ ナデ

尋楼JOにY7ぶ.R5い7YR/i招7/6 

!UFJ 

729 南池F区 弥生 蓋 11. 9 ユピオサエ、タァハケメ ヨコハケメ、絞り痕 ru-F」

730 南池北2A 嵐師
両杯 19.8 ヨコナデ、ヘキフケズリ後 ヨコナデ

拡2 粗いヘラミガ

731 南池J区 吼益恵
圭丑nn 天ナ井デ部ヘラケズリ、 ヨコ ヨコナデ 黄灰2.5Y5/l

732 南池J区 黒粘士 鳳恵
杯身 13.5 ヨコナデ ョコナデ 褐灰10YR4/l 外即黒斑

733 南池］区 黒粘土 須器恵 杯身 16.2 ヨコナデ ヨコナデ 灰白10YR8/2

734 南池J区 士師 椀 5.8 面底部工具ナによるナデ、底 底部ヨコナデ

5灰浅lにOYY苫ぶ白RR6控2い/S./4橙54 Y 7 /2 
器 ョコデ

735 南池J区 黒粘土 喜師 蓋 19.6 ヨコナデ、ナデ ナデ 内面籾痕

736 南池J区東 吼悩恵 脚部 尚台ヨコナデ、ナデ ヨコナデ後仕上げナデ
？ 

737 南池J区 黒粘土 贔師
両杯 ヨコ1ナ条デ後ヘフミガキ、 ガヨキコがナあデ、る一部ヘフミ 橙2.5YR6/6

738 南池J区 炉 杯身 7 沈底面部ナ工デ具によるナデ、 底
橙1に0YR2ぶ.5い7YR/黄46橙/6 底部ヨコナデ

739 南池J区 黒粘土 土器師且
11.6 ヨコナデ、沈線l条 ナデ

740 南池J区 黒粘土 紺師 15.8 ヨコナデ後ヨコヘラミガ ヨコナデ後ヨコヘラミ
に5ぶYRい5褐/3 

キ ガキ 7. 
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観察表

獨番軍号 調査区 逍層構位名・ 種別 器種 (口cm径) 悶 悶 外 面 内 面 色 調 備 考
741 南池J区 黒粘士 蘊師 甕 口縁部ナナメハケメ 口デ縁、部ナ工デ具によるナ

27灰に明..55赤褐ぷYR5YR5褐5いYR褐//3 6 5/2 
742 南池J区 黒粘土 許 甕 12.9 ハケメ（約2cm幅に14本） ユビオサエ後ナデ

743 南池J区 黒粘士 酎匝 甕？ 夕ア・ヨコナデ ユビオサエ後指ナデ

744 南池J区 黒褐土 酎叶 ュピオサエ後ナデ ユビオサエ後ナデ

臼7 “ ,にに-.SぷぷぶYいいいR6橙褐橙/4 
745 弥生I壺 40.2 ヘロ緑フ部ミナカ・デキ、頸部・胴部 胴部ヘフミカ年後ナデ 黒「U斑大」朋部外面

746 弥生壺 13.4 沈線あり、胴部ナデ 胴部押圧後ナデ 瀬戸内考研保管

747 弥生 互...I.. 15.4 

段プ口口gミ緑縁縁、ガ？部部屈部キユ部ハヨコナ丸 沈線？

ロミ縁カ部キヨコナデ後ヘフ 岡大保管

748 弥生 I壺 13.7 
円ケピ滑オメサのなエ上ナ後デにヘナ フ

ユピオサエ後ナデ 灰白10YR7/l 瀬戸内考研保管

749 北• 南池 弥生 i壺 24.9 口ひ縁も部の痕ヨ跡コあナデり、粘土 IOにYRぷい7/黄2橙

瀬戸大悶p大即保煤保内内考管考管研研l保保uJ管管

750 弥生 空一 ヘフ描死死沈線の弧文 ョコヘフミガキ 灰白2.5YR7/1福岡751 弥生 空＇ ヘフ描 文面様 剥落して不明 橙2.5YR6/6
752 弥生 壺 ヘフ描 ナデ？

橙77にに..575ぶぷYY.5いいRRYR66橙橙//4 4 6/6 

洒
753 弥生 甕 ヨコ工具によるナデ 口デ緑部ユピオサエ後ナ 開 、
754 弥生 甕 サ口縁エ残部るヨコナデ、 ユピオ 口緑部ヨコナデ 岡 IU」

755 弥生 甕 口縁部ヨコナデ、段あり 口オ縁サ部エヨコナデ、ユピ桓5YR6/6 岡大保管 IU」

756 弥生 甕 胴晶部ハケメ後ナデ、沈線
調D縁整縁-不部部., 一一明ヨコナデ、 胴部

浅IO浅褐!OYR8YR8黄灰黄橙橙IO//YR3 3 5/1 

岡大保管

757 弥生 甕 24.1 部胴部工具ナデ 口 工具ナデ 瀬p内考研保管

758 弥生 甕 20.8 21.6 8.0 胴部～底部工具ナデ 口オ縁サ部エヨコナデ、 ユビ 瀬戸内考研保管

759 弥生 甕
口詞緑緑メ整部部，，刻ヨヽ明目あり、 剥落し

剥落して調整不明
に5灰ぶYR1い06Y橙/R4 4 

岡大保管 IU」

ヶてロ コナデ、胴部ハ
7會

760 弥生 甕 18.6 明口縁部ヨコナデ、他不 褐 /1 瀬p内考研保管

761 弥生 甕 19 6 ケ口縁メ部ヨコナデ、胴部ハ 口ナ縁デ部ヨコナデ、胴部
灰10Y黄R褐6/2 

瀬p内考研保管

762 弥生 壺 35 l 

竹5円(6か本形営所）竹文5、本筈l頭列ず文3部個つ、ハ棒、ケ棒状メ状浮文浮文

文口縁部ヨコナデ、波状

77浅!にIOににO..Y55YR賀ぶぶぶYYR7橙いいRいR78//6褐負黄//33 4 3 柑橙

瀬戸内考研保管

763 弥生 空一 25.4 文口縁部ヨコナデ、波状 瀬p内考研保管

764 弥生 壺 10.7 28. l 7 .1 胴は部ヘ上ラはミガタァキハケメ、 下 胴ナ部デ中？央はエ具による 胴煤部上黒斑、下に

765 弥生 甕 24.2 口ァ’縁部ヨコナデ、屑部ナ 押圧、ナデ 酒戸内考研保管

766 弥生 甕 13.2 29.1 6 胴フ部ミ上ガはキハケメ、 下はヘ 中ヶヂえ工lJ具痕、下はヘフ 灰黄2.5Y7/2
怪胴岱部`外内面r•煤黒斑・

767 弥生 甕 13.8 28.9 6.3 屑カ部キハケメ、胴部ヘフミ 上口縁は部ヨコサナデ、 胴部 橙5YR7/6 外黒面斑煤、 外面底
ユビオエ

768 弥生 甕 13.6 28 5.6 
胴口ミ縁部ガヨコ底ナケデ、 底下凹線面は3ナタ条テデ、胴部ア部ユ、上下ビユヘビケオサズエリ ・底ナ にYRぷい7/黄2橙

完煤斑形、、瀬品D縁戸、外部考保内皿全面管体黒上キハ、 部メ、・ オサラエ・ナ与暑
10 

769 弥生 甕 12.7 24. l 4.8 
面口条メ緑、、ナ部胴下デ部ヨはコタ卜 ナはテデタミ、ァガ一凹ハキ線ケ9 底 []デ工ケ縁のズ、部！後り同部ナヨ上コナはデユ、ピナオサ

灰白2.5YR7/1
外面内面底考胴研部部保に全煤管体、瀬・内戸

デ、下はヘラ
ケ

770 弥生 甕 12.6 26.9 
5 口縁ハ部ケヨメコナ凹キ線底デ3面、条胴ナ、部デ下タ上口ケオ縁サズは部エハリのケヨ後メコナナ、下デデ、、はユ胴ヘ部ビフ

灰白25YR7/1 
研胴炭保部化外物管面、煤瀬戸、内内考面

テはタテミ、ガ

771 弥生 高埒 18.8 17.8 9.9 
ヘロデり縁、フ？部、ミ脚ガヨコナ脚デヘ桂`フ杯部ケ部ズナ

10にYRぶい7/黄2橙 瀬戸内考研保管

、ヨコ贔ナデ
772 弥生 高杯 17.8 15.7 10. l 

部ケ口縁ナスフ埋リ・ヨ？、コ脚ナ裾デ部脚ヘ桂フ
灰褐10YR6/1 外考研面煕保斑管、源p内

773 弥生 ；』 口ケ縁ス部リ後ヨナコデナデ、 胴部 外大面保底菅部黒斑、 岡7.3 16.0 4.5 

褐57ににYR.5灰ぷぷYR5JOいい/46YR5赤褐/ 3 褐/―1 

774 P? 弥生 口繰部ナデ、胴部ハケメ 口縁ケ部メ後ヨコナデ、 胴部 IU2P」
ハ ナデ

775 弥生 宮＇ 27.7 
頸2ケ0条部メ、後タ胴ヘテ部ハフ貝ケミ殻ガメ剌のキ突後、沈ハ線 頸るl)部、胴に指部ナヨデコ若ヘ干ラ認ケめズ ②「津」、島岡グ大ラ保ン管ド

776 弥生 喜喜 間し笹^一→突角帝3つヨ残コナデ、 透
ヨコヘフケズリ

に5YRぶぷYR7いい7/橙貧/34 橙
両闘保伝IU管大津-h面保島7黒包i3i¥J士到口、、縁岡岡部大大

7. 
777 竪穴住居3?弥生 尚杯 20 0 口コ縁ハ部ケナメ後デ、ヘ胚フ部ミ上ガはキ ヨ口縁ガ部キガナ杯デ部放ヨコヘラ に

ミ 、キ 射状ヘ 10 
フ-ミ、

778 弥生 函杯 12.0 タァヘフミガキ
脚桂部キ盟工辻具デ

橙5YR6/6
779 弥生 鉢 11.4 5.4 3.5 胴部ハケメ後ヘフミガキ 胴ガ ナデ後ヘフミ

橙7明.57褐YR.5灰YR7/2 7/6 
瀬戸内考研保管

780 喜師 空ギ 5.8 6.4 口？縁部ナデ、胴部ナデか 口ケ縁ス部リナデか？、 胴部 管「U表J、岡大保

781 表面採集 青磁 椀 蓮花文の細いもの 下ケがメ指押さえ、上がハ 灰5Y6/l 漉戸内考研保管
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士製品一覧表

表 3 土製品一覧表

番号 調査区 遺構・層位 器 種
長さ 幅 犀さ 重量

色 調 備 考
(mm) (mm) (mm) (g) 

Cl 南池 竪穴住居 l 瓢形土製品 (39.0) (44. 0) 14.3 橙 (7.5YR7/6)

C2 南池13区 竪穴住届 6 士錘 33.0 36.0 (15.0) 17.6 にぶい黄橙 (lOYR6/4)

C3 南池C・D区 竪穴住居11 棒形土製品 (53.0) 10.3 にぶい橙 (7.5YR7/4) 「h8床」

C4 南池北2A区 黒色粘土 紡錘車 41.5 (23.5) 10.3 9.6 灰黄 (2.5Y6/2)

C5 南池C区 紡錘車 54.5 17.0 53.1 にぶい黄橙 (10YR7/2) 孔径7.0mm

C6 南池C'区 紡錘車 56.0 16.5 54. l にぶい昔橙 (10YR6/4) 孔径7.0mm

C7 南池北4C区 紡錘車 54.0 51.0 5.0 17.2 にぶい橙 (7.5YR7/3) IU北4C青灰粘J

cs 南池北2A区 下部包含層 紡錘車 38.0 40.0 39.0 67.9 にぶい橙 (5YR6/4) 黒斑、「岡山市史Jp48 

第13図

C9 南池北2A区 下部包含層 土錘 80.0 47.0 46.0 165.9 にぶい橙 (7.5YR7/4)

ClO 南池北2A区 下部包含層 土錘 90.0 49.0 48.0 182.5 にぶい橙 (7.5YR7/3) 黒斑、『岡山市史』 p48

第13図

Cll 南池J区東 黒土か？ 土錘 68.0 39.0 41.0 浅黄 (2.5Y7/3)

C12 南池J区 黒色粘土 土錘 57.0 40.0 39.0 浅黄 (2.5Y7/3)

Cl3 南池2区 土錘 82.0 35.0 35.0 79.3 淡黄 (2.5Y8/3) 

Cl4 南池2区 土錘 (69.0) 33.0 (34. 0) 58.9 淡黄 (2.5Y8/3) 「U-2bJ

ClS 南池2区 上錘 (47. 0) 35.0 (32.0) 24.6 灰白 (lOYRS/2) 「U7住南柱穴」

Cl6 南池J区 黒色粘士層 土錘 58.0 43.0 47.0 灰黄 (2.5Y7/2)

Cl7 南池J区 黒色粘土圏 土錘 (44.0) 15.0 17.0 明褐灰 (5YR7/2)

C18 北池H区？ 土錘 54.0 14.0 10.6 にぶい黄橙 (10YR7/2) 孔径4.0mm

Cl9 紡錘車 44.0 12.0 29.l 灰白 (10YR8/2) 孔径8.0mm

C20 紡錘車 33.5 29.0 24.8 灰白 (10YR8/2) 孔径4.0mm

C21 南池9区？ 上錘 34.5 27.0 29.l にぶい黄橙 (10YR6/4) 孔径6.0mm

C22 紡錘車 51.0 46.0 8.0 24.2 黄灰 (2.5Y5/l)

C23 円盤 42.0 45.0噌 8.0 18.6 黄灰 (2.5Y6/1) 紡錘車未製品？

C24 土錘 69.0 38.0 38.0 86.5 にぶい黄橙 (10¥7R7/2)

C25 銅鐸形土製品 (61.0) (43. 0) 16.0 にぶい黄橙 (10YR7/2) 外面植物繊維痕

※Cl-3、5-7、13-15、18-25は岡山大学保管遣物、その他は瀬戸内考古学研究所保箭

- 119 -



石製品一覧表

表 4 石製品一覧表

番号 器 種 調査区 出土地点• 層位 材 質
長さ 幅 厚さ 重量

備 考(mm) (mm) (mm) (g) 

SI 石錘 北池B区 土堀3 砂岩 103 102 49.5 694 

S2 石錘 北池B区 土堀3 I 99 92 39 593.3[ 

S3 打製石包丁 南池2区 竪穴住居2 サヌカイト 42.5 90.5 14 56.71 

S4 石匙 南池北2A区 下部包含層 サヌカイト 61 41 ， 20 
S5 石鏃 南池北2A区 表土（褐色粘土） サヌカイト 40.5 18 4 3.2 

S6 石錐 南池北2A区 （大量の土器） サヌカイト 25 18.5 3.3 1.5 

S7 石鍬？ 南池北2A区 （大量の土器） サヌカイト 55.5 31.5 15 27.5 

S8 石斧？ 南池北2A区 下部包含層 ホルンフェルス 36.5 47.5 20.5 40.6 

S9 石斧 南池北2A区 下部包含層 変輝緑岩 76.5 76.5 49.5 447.1 「岡山市史Jp49掲載

S10 スクレイパー 南池北2A拡張区 下部包含層 サヌカイト 89 46.5 15 60 「岡山市史Jp46掲載
（黒色粘土）

Sll スクレイパー 南池北2A拡張2区 横掘 サヌカイト 94.5 58 12 57.6 側縁潰した後研磨

S12 スクレイパー？ 南池北2A拡張2区 褐色粘砂下部 サヌカイト 50 33.5 8.5 18.4 

S13 スクレイパー 南池北2B区 植物層上の砂層 サヌカイト 36.5 36 6 7 

S14 石鏃 南池北2A拡張2区 茶褐色砂質粘土 サヌカイト 26 19 2.6 1 

S15 石鏃 南池北2A拡張2区 茶褐色砂質粘土 サヌカイト 26 16.5 2.9 0.9 

S16 石鏃 南池北2A拡張区 黒褐色包含層 サヌカイト 21 20.5 4.5 2 

S17 石錐 南池北2A拡張2区 褐色粘砂下部 サヌカイト 49.5 15.5 6.5 5.8 

S18 石錐 南池北2A拡張2区 茶褐色砂質粘土 サヌカイト 51.5 20 8 5.4 

S19 石錐 南池北2A拡張2区 黒褐色包含層 サヌカイト 18 6.5 3.5 0.5 

S20 打製石包丁 南池北4B区 サヌカイト 83 43 11. 5 43.1 

S21 スクレイパー 南池北4C区 サヌカイト 45 39 7.5 8.9 

S22 砥石 南池北4C区 頁岩 53.5 12 34 26.5 

S23 砥石 南池北4C区 92 76 35 239 

S24 打製石包丁 南池4区？ サヌカイト 63.5 52 9.5 25.4 

S25 打製石包丁 南池6区？ 黄褐色土層 サヌカイト 41.5 41.5 6 14 

S26 石包丁未製品 南池C区？ 変輝緑岩 130.5 89.5 34 465 6 

S27 砥石 南池C区？ 114 33 102 269.3 

S28 調整のある最lj片 南池C'区？ サヌカイト 66.5 46.5 9 20.8 

S29 播り石 南池C'区？ 102 67 24.5 241.2 

S30 スクレイパー？ 南池D区？ 63.5 38 11 30.5 石包丁転用

S31 敲石 南池F区？ 96 55 34 188 5 

S32 石錘 南池4カット 116 92 45 661.7 

S33 石錐？ 南池 ?P区？ サヌカイト 25.5 25.5 4.7 3.3 

S34 磨製石包丁 南池6トレンチCl区 褐色砂層 55.5 55.5 7.4 25.9 「岡山市史Jp46掲載

S35 打製石包丁 南池6トレンチCl区 黒褐色包含屈 サヌカイト 31 25.5 5 4.2 

S36 スクレイパー 南池6トレンチC2区 黒褐色～黒粘土 サヌカイト 48 38.5 5 7.8 石包丁転用？珪酸付着

か摩滅？

S37 スクレイパー 南池6トレンチC2区 褐色砂 サヌカイト 69 67 9.5 48.5 

S38 スクレイパー 南池6トレンチC2区 黒褐色包含層 サヌカイト 56 36 9.5 21.3 

S39 スクレイパー？ 南池6トレンチC2区 黒褐色包含層 サヌカイト 62.5 43 6.4 15. l 

S40 石鏃 南池6トレンチC2区 黒褐色包含層 サヌカイト 19.5 16.5 3.5 0.7 

S41 石鏃 南池6トレンチC2区 黒褐色包含層 サヌカイト 21 14 2.7 0 5 

S42 石鏃 南池6トレンチC2区 黒褐色土 サヌカイト 20 12 3 0.7 

S43 石鏃 南池6トレンチC2区 黒褐色～黒粘土 サヌカイト 37 22.5 7 5.2 
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石製品一覧表・金属製品一覧表

番号 器 種 調査区 出上地点，庖位 材 質
長さ 幅 厚さ 重覇

備 考
(mm) (mm) (mm) (g) 

S44 石錐 南池6トレンチCl区 褐色砂層 サヌカイト 18 16 6 1.3 

S45 石錐 南池6トレンチCl区 褐色砂層 サヌカイト 19 ， 4 1 

S46 石錐 南池6トレンチC2区 黒褐色包含層 サヌカイト 21.5 7.5 4.3 0.8 使用の為摩滅

S47 スクレイパー 南池8トレンチA区 上層青色粘士 サヌカイト 70 44 6.3 17.4 

S48 スクレイパー 南池8トレンチC区 土層 サヌカイト 71 34 9 19.1 

S49 石斧未製品 南池J区 黒色粘土層 サヌカイト 192 92.5 67 2016 風化で調整不明瞭

S50 石斧未製品 南池J区 黒色粘士層 79.5 54 46 265.4 

S51 石包丁未製品 竪穴住居9下層 古銅輝石安山岩 75 50 14 72.5 

S52 スクレイパー 竪穴仕居9下層 サヌカイト 69.5 45.5 11 36.3 

S53 スクレイパー？ 竪穴仕居9下層 サヌカイト 34.5 38.5 5.5 8.4 

S54 石鍬 竪穴住居9下層 サヌカイト 92 73.5 20.5 113.8 

S55 調整のある剥片 竪穴住居9下層 サヌカイト 91.5 59.5 22 129.9 

S56 スクレイパー サヌカイト 101 65 10.5 54.9 岡大保管

S57 スクレイパー サヌカイト 52 46 5 11 岡大保管

S58 調整のある剥片 サヌカイト 42.5 28.5 3.5 4.5 岡大保管

S59 楔形石器 28.5 26.5 8 7岡大保管

S60 楔形石器 サヌカイト 37.5 22 7 8.7 岡大保管

S61 磨製石包丁未製 頁岩 49 55 14 48.9 岡大保管

品

S62 磨製石包丁 ホルンフェルス 33.5 33 6.3 6.2 瀬戸内考研保管

（半花尚岩）

S63 太型蛤刃石斧 紛岩 175 74 55 1275 岡大保管

S64 石製紡錘車 黒色片岩 48.3 6.3 7 31 2 岡大保管

S65 砥石 74.5 54 36 187.4 岡大保管

S66 石鏃 サヌカイト 59.5 16.5 5 5.1 『岡山市史Jp47掲載

S67 石鏃 サヌカイト 32.5 15 2.9 1 1 『岡山市史Jp47掲載

S68 石鏃 サヌカイト 30.5 25.5 3.8 2.1 潮戸内考研保管

S69 石錐 サヌカイト 42.5 14 4.7 2.4 I岡山市史jp47掲載

S70 蔽石 170.5 73 45 789.7 岡大保管

S71 敲石 120 63.5 33 312 岡大保管

S72 敲石 流紋岩 109.5 69.5 15 176.9 岡大保管

S73 敲石 流紋岩 99.5 54 30 249.4 岡大保管

S74 敲石 135.5 46.5 23 206.6 岡大保管

S75 蔽石 流紋岩 131 73.5 15.5 229.4 岡大保管

S76 石錘 85.5 61 66 470.9 岡大保管

※［岡山市史」掲載遺物は瀬戸内考古学研究所保管。

表 5 金属製品一覧表

番号 調森区 出土地点・層位 器極 長さ (cm) 幅(cm) 厚さ (cm) 備考

Ml 苗池 2区 竪穴住居 3B 刀子 (2.2) 1.4 0.2 岡大保管

M2 南池13区 竪穴住居 6 (2.9) (0.6) (0.5) 岡大保管

M3 包含層 刀子 (6.7) 1.3 。.3 岡大保管
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玉類・骨角製品一覧表・新旧遺構名称対照表

表 6 玉類・骨角製品一覧表

掲載番号 調査区 出土地点 出土層位 器種 材質 長さ(mm) 幅(mm) 厚さ (mm) 重鼠 (g) 備考

Bl 南池 竪穴住居 9下層 黒土中前後期の境 管玉 凝灰岩？ 21 7 2.4 1.5 完形

B2 南池？ 表面 I管玉 碧玉 14 3 1.5 0.2 完形

B3 I I llpit 小玉 ガラス 5.5 2.8 3.3 0.04 半分残存

Hl I 棒状製品 59 ， ， 6.5 下端欠損

表 7 新旧遺構名称対照表

調査地点 新遺構名 旧遺構名 位置図 個別図 遺物との照合 備 考

北池B区 土城 l 4pit あり なし あり

北池A区 土堀 2 pit6 あり 平面、断面 あり

北池0区 土城 3 7pit あり 平面、断面 あり

北池0区 土城 4 lOpit あり 平面、断面 あり 土器が調査区出土と接合

北池C区 井戸 l pit5 あり 平面、断面 あり

北池A屁 柱穴列 l 柱穴列 あり 平面、断面 なし 柱穴 2本のみ

北池H区 溝 l 溝 あり 断面 あり 北側肩口のみ検出か

北池0区 土城 5 9pit あり 平面、断面 なし 土層不明

北池 士城 6 第 2貯蔵ピット なし 平面、断面 なし 炭化米出土

北池 土城 7 第 3貯蔵ビット なし 平面、断面 なし 炭化米出土

南池 竪穴住居 l第 1住居 あり 断面 あり 平面図不明

南池 2区 竪穴住居 2第 2住居 あり 平面、断面 あり

南池 2区 竪穴住居 3第 7住居 あり 平面 あり (7,7b) 柱穴内の壺が行方不明

南池 2区 竪穴住届4 第14住居 あり なし あり 住居か？

南池 2・11区 竪穴住居 5第13仕居 あり なし あり 住居か？

南池13区 竪穴住居 6第 9住居 あり 平面、断面 あり

南池13区 竪穴住居 7第10住居 あり 平面 あり 住居 6より新

南池13区 竪穴住居 8第11住居 あり 略断面図のみ あり

南池 竪穴仕居 9第 3住居 なし なし あり 床面、下層から弥生前期土器多数出土

南池 竪穴住居10第15住居 なし なし あり 南池20区に所在する？

南池C'~D区 竪穴住居11第 8住居 あり 平面、断面 あり

南池第 3カット 竪穴住居12第4住居 なし 断面 なし 第 3カットで切られる

南池第 3カット 竪穴住居13第 5住居 なし 断面 なし 第 3カットで切られる

南池D区 上漿 l D区pit あり 平面、断面 あり

南池 土城 2 E区pit なし 平面、断面 あり

南池H区 土城 3 H区Gpit なし なし あり 写真から想定

南池 4区 土器棺 1 第 2壺棺 あり なし あり

南池B区 土城 4 B区pit なし 平面 なし B区北壁に接するが断面図にない
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補遺編 武道館建設当初予定地出土遺物

補遺編 武道館建設当初予定地出土遺物

ここで掲載した遺物は、 1968(昭和43)年から1969(昭和44)年の武道館建設当初予定地において

実施された発掘調査で出土したもので、現在山陽学園に保管されている。

遺物に関係する注記には、遺物の出士地点はT2W30の土城墓、出士日時は1968年の 9月と記載さ

れている。調査に参加された西JII 宏氏によると、武道館建設当初予定地の調査区TIIのW35----W40

中間で検出された 2甚の土城の内、南側の土渡から出上した遺物であるという。また、この遺物は士

渡底部から単独で発見され、士堀内に他の遺物は見られなかったということである。遺物が出土した

土城は、武道館建設当初予定地の発掘調査報告書『津島遺跡 2』（註1) では33ページに掲載された上

城墓2を指しているものと考えられる。土堀墓2は古代の遺構と記載されている（註1)。

遺物は緑釉陶器の小片である。断面はほとんど平坦だがわずかに湾曲する形状を呈し、厚さは 3------

3.5mmを測る。表面の両面には濃緑色の釉薬が残る。素地は土師質で、色調は灰黄色を呈する。素地

の胎土は精良で、砂粒が少ないものである。小片のため器種は不明であるが、両面に施釉しているこ

とから椀か皿の可能性が高い。時期は古代に属すると思われる。なお、緑釉陶器は北方下沼• 横田・

中溝・地蔵遺跡（註2)、北方藪ノ内遺跡（註3)、津島江道遺跡（註4) でも出土が見られる。

゜C二ニ）
-゚― 

2cm 

山陽学園保管武道館建設当初予定地出土遺物

註

（註1) 平井 勝編『津島遺跡2』岡山県埋蔵文化財発掘調査報告151 2000年

（註2) 岡田 博編『北方下沼遺跡・北方横田遺跡・北方中溝遺跡・北方地蔵遺跡』岡山県埋蔵文化財発掘調

査報告126 岡山県教育委員会 1998年

（註3)高田恭一郎編「北方地蔵遺跡2. 北方藪ノ内遺跡』岡山県埋蔵文化財発掘調査報告149 岡山県教育

委員会 2000年

（註4)高畑知功「津島江道遺跡」『岡山県埋蔵文化財報告18』 岡山県教育委員会 1988年
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